
    
      
        
      
    

  


























僕は友達が少ない②
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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（笑）







　羽は瀬せ川がわ小こ鷹だか、十六歳。

　聖クロニカ学園２年５組。

　日本人の父親とイギリス人の母親とのハーフ。

　髪はところどころ焦げ茶色が混じった、くすんだ感じの金きん髪ぱつ。

　目つきが悪く、普通にしていても睨にらんでいると誤解されること多し。

　今年の五月に遠夜市に越してきて（正確には戻ってきて）、妹と二人暮らし。

　それが俺おれの基本的なプロフィールだった。

　……あー、ついでに。

　…………友達がいない。

　見た目のせいで不良と勘違いされている＆ここ最近いろいろあったせいで、完全に学校で浮きまくっているのだ。

　しかしそんな俺だが一応、部活にも所属している。

　放課後になると、俺は大抵部室に行く。

　学園の敷地内にあるかなり立派な礼拝堂チヤペルの一室、『談話室４』。

　それが俺おれの所属する『隣りん人じん部ぶ』の部室である。

　隣人部──名前を聞いただけで何をする部活なのか理解できる人間など一人もいないだろうが、ちゃんと説明を聞いたとしてもほとんどの人は結局どんな部活なのかわからないと思う。

　友達作り。

　それが俺たち隣人部の活動目的だった。

　ゲームをやったり、演技の練習をしたり、演劇の台本を考えたり、特に何もせず適当に過ごしたり。

　今日も俺は、部室へ向かう。

　校舎を出て学園の広くて緑豊かな敷地を歩き、礼拝堂チヤペルの側面入り口から中に入り、談話室４の扉を開ける。




　部室にはハゲカツラをかぶった金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女がいた。




「………………」

　しばし思考停止の末、

「……すいません部屋を間違えました」












「ちょっ、ま、待ちなさいよ小こ鷹だか！」

　見なかったことにしてそのまま帰ろうとする俺おれを、その美少女（ハゲカツラ装着）が呼び止めた。

「……」

　仕方なく振り返って部室に入る俺。

　ハゲカツラをつけた美少女──柏かしわ崎ざき星せ奈なは顔を真っ赤にして上目遣いで、「……ど、どう？　これ」と尋ねてきた。

　いや、どうと言われましても。

「え、ええと……」

　俺はしばし考え、

「…………に、似合ってる、ぞ？」

　躊躇ためらいながら言うと、

「そ、そう？　ありがと……」

　星奈は照れたようにはにかんだあと、急に怒った顔になってキッと俺を睨にらみ、

「──って、違うわよバカあたしに似合うわけないでしょうがこんなもん！　ハゲヅラよハゲヅラ!?」

　すごい勢いで怒られた。

「な、ならどう言えばいいんだよ」

「似合う似合わないじゃなくて、笑えるかって聞いてるのよ！」

「……笑えるか……？　あー……」

　ようやく星奈がハゲカツラをつけている理由に思い至る。

　昨日のこと。

　隣りん人じん部ぶの部室にて、俺たちの部長（ということになっている）三み日か月づき夜よ空ぞらが唐突にこう言った。




「友達を作るために必要なもの──それは『笑い』だ」




「笑い？」

　部室にいた他ほかの部員──俺と星奈、そして一年生の楠くすのき幸ゆき村むらが怪け訝げんな顔をする。

「そう、笑いだ」

　夜空が鷹おう揚ように頷うなずく。

「昨日ネットのニュースで読んだのだが、もっとも人気を得やすい人間というのは、顔がいい者でも勉強や運動ができる者でもなく、『面白い人』らしい」

「たしかにそうかもな……」

　俺おれは同意した。

「俺が前にいた学校にも一人そういうやつがいたよ。太ってて勉強も運動も全然駄目だったけど、話が面白くていつもみんなを笑わせてたやつ。そいつのまわりにはいつも人が集まってた」

　前の学校で、たまたま席が隣同士だった縁でつるんでたあいつ。

　転校する前日にファミレスでお別れ会（割り勘）を開いてくれたけど、転校した途端にぷっつり縁が切れてしまったあいつ……。

　よくよく思い出すと一緒にいたグループ内で俺だけ最後まで呼び名が「羽は瀬せ川がわくん」だったあいつ……。

　…………友達だと……思ってたのになあ……。

「ちょっ、あんたなんで泣いてんの？」

　ぎょっとした顔で星せ奈なが言った。

「な、泣いてないぞ！　泣くもんか……」

　慌てて目め尻じりを拭う。

「と、とにかく、面白いやつが人気者になれるってのは俺も同意見」

「ふうん……よくわかんないけどそういうものなの？」

　星奈が怪け訝げんそうに首を傾かしげ、それからハッとした顔で、

「不ぶ細さい工くで勉強も運動もできないやつでさえ面白ければ人気者になれるなら、もしも容よう姿し端たん麗れい文武両道に秀でた神に愛されているとしか思えないほどパーフェクトなこのあたしが面白さまで身につけたらもう無敵ってことじゃない！　神的なカリスマが手に入るってことじゃないの！」

「なんでやねん」

　べちっ。

　目を輝かせて自画自賛する星奈の鼻を夜よ空ぞらは平手で叩たたいた。

「っ！　あにふんのよっ！」

　涙目になる星奈に夜空は不機嫌そうな顔で淡々と、

「これがお笑いの一つのテクニック、ツッコミというものだ」

「ツッコミくらい知ってるけど、あたしはべつにボケてないわよ！」

「なんでやねん」

「くっ！」

　再びツッコミというか攻撃を加えようとした夜空を、星奈はソファから立ち上がって回避。

　しかし勢いあまってテーブルに膝ひざをぶつけてしまう。

「ッ！　ぅぉぉぉ……」

　涙目でうずくまる星せ奈なに、夜よ空ぞらは淡々と言う。

「……ほう、身体からだを張って笑いをとりにいくとはなかなかやるな」

　星奈は半泣きの状態で引きつった笑えみを浮かべた。

「ふ、ふふふ、あ、あたしは完かん璧ぺきだからね……あたしのカリスマの前にひれ伏してもいいわよ」

「カ…ス…」

「カリスマよ！」

「貴様などカスで十分だ肉」

　夜空は冷たい声で言い放った。

　と、そこで幸ゆき村むらがどこかぽーっとした顔で口を開く。

「よくわかりませんが、あにきは人を笑わせることをご所望なのですか？」

「ああ。そうすりゃ人気者になれるんだってさ」

　俺おれが答えると幸村はやわらかな笑みを浮かべ、

「それならばたやすいことです」

「え？」

「あにきはただ一言『笑え』とお命じになればよいのです。あにきが笑えと望まれるのであれば、わたくしはたとえこの身をしゃくねつの炎に焼かれながらでも笑ってごらんにいれましょう」

「いやお笑いってそういうのじゃねえから……」

「……？」

　冷や汗を浮かべる俺に、不思議そうに首を傾かしげる幸村だった。

　ともあれ、お笑いの技術を習得するために翌日各自なんらかの『笑いのネタ』を持ってくることになり、その日はお開きとなった。

　しかし『お笑い』ね……夜空にしてはまともな意見だと思う。

　現実に、お笑い芸人がアイドルや美人女優と結婚したりという話はよく聞く。

　士し口ぐち本もと新しん喜き劇げきのジョージ鳥とり木きなんかはヤクザみたいに怖い外見でも人々に親しまれているし、美形だけどなんか怖くて近寄りがたい印象があったミュージシャンのＧＹＡＣＫＴギヤクトはテレビ番組でトークの面白さが知られてからは若い女性以外にもファン層を広げた。

　つまり俺も──お笑いを習得すればジョージ鳥木やＧＹＡＣＫＴのように人気者になれるかもしれない。

　人に引かれやすい外見でも、『あんな見た目なのに面白い』というギャップによってむしろプラスに働く。

　完璧じゃないか……『お笑い』とはまさに俺のためにあるようなスキルだ。

「くふふ……」

　電車の中で他ほかの客がドン引きしていることにも気づかず、俺おれはほくそ笑えんでいた。




　回想終了。

　そして今日。

「ね、笑える？　超面白いでしょう？　遠慮せずに大爆笑していいのよ」

　腕を組み尊大に言うハゲカツラをつけた星せ奈な。

「面白いと言えば面白いと言えないこともないが……」

　シュールすぎて笑えない。

「なんでこの面白さがわからないのよ。感性おかしいんじゃないの？」

　俺の微妙な反応に、星奈は不満そうな顔をした。

「……つーか、なんでハゲヅラ？」

「おもちゃ屋さんの『お笑いグッズコーナー』にあったのよ。しかもパッケージにはパーティーでバカウケ間違いなしって書いてあったわ」

「そんなの真に受けるなよ……」

「ふん、この面白さがわからないなんて小こ鷹だかも夜よ空ぞらも感性がさびついてるわね」

「感性がおかしいのは貴様だ肉。やはり肉ごときに笑いという高度な技術は無理だったようだな」

　せせら笑うように言ったのは夜空……え、夜空？

　ソファに座っていて後ろ姿しか見えないのだが、その髪は長い金きん髪ぱつだった。

「夜空……？」

　戸と惑まどいながら俺が言うと、金髪の人物はソファから立ち上がってこちらを見た。

　その顔はたしかに夜空だった。

「なんで金髪……!?」

「カツラウイツグだ」

　たしかにところどころ金髪の下から黒い髪がはみ出している。

　夜空本来の髪も長いので、髪の毛全体のボリュームがとんでもないことになっていた。

「なんで金髪のカツラなんか？」

「これが私の見出した『笑い』だ」

　意味がわからないことを言う夜空。

「これはこの世で最も滑こつ稽けいな生物のコスプレなのだ。どうだ小鷹、面白いだろう。笑ってもいいぞ」

「…………？」

　意味が、わからない。

「ふん、それのどこが面白いってのよ」

　星せ奈なが鼻で笑った。

　俺おれと星奈のリアクションが不満だったらしく、夜よ空ぞらは不機嫌な顔になった。

「む……どうやら伝わっていないようだな。ではこれならどうだ」

　言って夜空はいきなりあごをしゃくれさせて白目をむいた。

　なんという残念な顔……お前……顔はお前の数少ない美点だろうに……！

「あたしぃ、お金持ちでぇ、美少女ぉ、みたいなぁ」

　残念フェイスのまま夜空は残念な口調で残念な台詞せりふを言った。

　変すぎて不覚にもちょっと面白いと思ってしまった。

「ほら、面白いだろう」

　俺の反応に、夜空は少し嬉うれしそうに言った。

「まあ一応面白いけど……金きん髪ぱつの理由は？」

「むー……まだわからないのか……では最後の手段だ」

　夜空は不満げに言うと、俺たちに背を向けた。

　それから鞄かばんの中から手鏡とペンを取り出す。

「……？」

　顔を見合わせる俺と星奈（ハゲヅラ装着）。

「よし、できた」

　何やら作業していた夜空が再び俺たちの方を振り返る。




　肉




　夜空の額にでかでかと『肉』という文字が書かれていた。

　……自分で自分の額に肉って書くやつ初めて見た。

「肉……ってもしかしてあたしの格好!?」

　星奈が顔をひくつかせる。

「ふん、やっとわかったか低脳な肉め。さあこの滑こつ稽けいな存在に対して思う存分笑うといい」

「なんであたしが滑稽な存在なのよ！」

「なんでぇ、あたしがぁ、滑稽な存在なのよぉ」

　残念な顔になって残念な口調で星奈の台詞を繰り返す夜空。

「あたしはそんな喋しやべり方かたじゃない！」

「あたしぃそんな喋り方じゃなぃ～。金持ちでぇ、美少女だからぁ」

「ていうかそんな台詞言ったことないし！」

「パパに言いつけてやるんだからぁ～」

「そ、そんなような台詞せりふはたしかに言ったけど……ううう腹立つぅ……！」

　涙目になる星せ奈な。

「だ、大体そんなの、ムカつくだけで笑えないわよ！」

　すると夜よ空ぞらは真顔に戻り、

「そうか。だが貴様が怒ったり泣いたりすると私は愉快な気持ちになる」

「最悪ねあんた！」

「……ノリノリで嫌がらせの最中のところ悪いけど夜空、その格好恥ずかしくないのか？」

「え？」

　俺おれがぽつりと言うと夜空は首を傾かしげた。

「……今のお前、事情を知らないやつが見たらすごく残念な人だぞ」

「！」

　夜空はハッとした表情になり、テーブルの上に置いてあった手鏡で自分の顔をまじまじと見つめた。

　やたらボリュームのある不自然なカツラをかぶり、額に『肉』と書いてある自分の顔を。

　さらに鏡の前で先ほどの変な顔をしてみせる夜空。

　……自分で思っていた以上に残念な顔だったらしく、顔を真っ赤にして硬直する。

　夜空はゆっくりとカツラを取り、鞄かばんの中にしまった。

「…………今見たことはすべて忘れろ」

　夜空が俺たちの方を見ないで小さく言った。

　一方星奈の方も、自分の鞄から鏡を取り出してのぞき込んだ。

「…………」

　顔を引きつらせ、星奈は無言でハゲカツラを取ると乱暴にゴミ箱にたたき込んだ。

　俺は嘆たん息そくする。

「まあ、自分のキャラを捨ててまで笑いを取りに行く姿勢は悪くないと思うけど、ハゲカツラだのコスプレだの唐突にやっても馬ば鹿かっぽいだけで笑えないってことだな。特に夜空の方は問題外。お笑いってのは自分が楽しむためのものじゃない。他人を楽しませるためのものだ！」

　すると夜空と星奈は微妙に赤面しながら威圧的に睨にらんできた。

「小こ鷹だかのくせに随分上から目線で言ってくれるじゃない」

「そういう小鷹はどんな面白いものを用意してきたというのだ？」

　俺は笑えみを浮かべて答える。

「実は俺は笑いにはちょっとうるさいんだぜ。なにせ大おお阪さかに住んでたこともあるしな」

「ふ」「ぷっ」

　何な故ぜか夜空と星奈は微かすかに噴き出した。

「やるな小こ鷹だか」

「え？」

「『大おお阪さかに住んでたことがある』から『お笑いにうるさい』っていう論理性のカケラもない馬ば鹿か丸出しの台詞せりふがギャグなんでしょう？　ちょっと笑えたわ」

「……べつにそういうわけじゃないんだけど……。大阪にいた頃ころは毎日午後四時からやってた関西ローカルのお笑い番組の再放送を観みるのが生いき甲が斐いだったからな。ちょっとは詳しいつもりだ」

「午後四時なんて、学校終わってすぐに帰らないと観れないんじゃない？」

「すぐに帰ってたから……クラスに馴な染じめなくて……」

「……」「……」

　夜よ空ぞらと星せ奈なは無言で俺おれから目を逸そらした。

「ま、まあとにかく、お笑いってのは安易に小道具に頼るんじゃなくて、基本はやっぱりトークだと俺は思う」

「トーク？」

「はっ、小鷹に面白い話ができるわけないじゃない」

　失礼なことを言う星奈に、

「俺を甘く見ない方がいいぞ。腹が痛くなっても知らねえからな」

　お笑い番組をボケーッと観ながら考えたもののこれまで披ひ露ろうする機会がなかった俺のネタを、ついに人前で披露する時がきたのだ。

　俺は気合いを入れて話を始める。

「ゴホン。ええと……タイトル、『まんじゅうこわい』」

　夜空と星奈がジト目になった。

「あんた……」

「いや気持ちはわかる。でも最後まで聞けば大丈夫だから」

　なおも疑わしげな二人に俺は話を続ける。

「平安時代に、何人かの若者が集まってそれぞれ自分の怖いものは何かを言い合っていた。でも一人だけ、『俺には怖いものなんて一つもない』と言う男……Ａさんがいたんだ。でも他ほかの連中がしつこく問いつめると、Ａさんは『実は饅頭まんじゆうだけは怖い』と白状して、饅頭の話をしただけで気分が悪くなったと隣の部屋に行ってしまった。その後残された若者たちは、Ａさんを脅かしてやるためにたくさんの饅頭を買ってきてＡさんの部屋に投げ込んだ。するとＡさんの悲鳴が聞こえて、若者たちはしてやったりと思い部屋をのぞき込んだ。そこで彼らが見たものは、『怖い怖い、怖いから早く食べてしまおう』と饅頭を美う味まそうに食べるＡさんの姿だった。Ａさんに騙だまされたことに気づいた若者たちは、怒って『お前が本当に怖いものはなんだ』と問いつめる。するとＡさんはこう答えた──」

　俺おれは一呼吸おいてから、自分で噴き出しそうになるのをこらえてオチを言う。




「──『今は熱いコーヒーが怖い』」




「………………」

「………………」

　…………あれ？

　夜よ空ぞらと星せ奈なの俺を見る目が何やらひどく冷たいような……。

　……なんで爆笑しないの？

「……あ、もしかしてオチがわかりづらかったのか？　舞台設定が平安時代なのにコーヒーなんだぜ？」

「サ……サムすぎる……」

　恐れすら滲にじませた目で星奈は俺を見た。

「サ、サムい……!?　いやそんな馬ば鹿かな。あ、あとオチ以外にも平安時代なのに何な故ぜか名前が『Ａさん』ってのも笑いどころだし、饅頭まんじゆうなのにコーヒーって組み合わせ自体もちょっとおかしいし、これは誰だれもが知ってる話だと聞き手に思わせておいたところで意外性のあるオチが待っているという高度なテクニックによって──」

「もういい……もういいんだ小こ鷹だか……」

　夜空は妙に優しい口ぶりで俺の話を遮り、部室のポットでカップにコーヒーを注いで俺に差し出してきた。

「ほら、熱いコーヒーでも飲んで落ち着け」

　……！

　夜空が『綺き麗れいな夜空』になってしまうほど俺の話はアレだったというのか……!?

「あーサム……あたしもコーヒー飲もっと……」

　ジト目で星奈が言ってコーヒーを入れ始める。

「ぐ……この面白さがわからないなんてお前らは……じゃあこの話ならどうだ！　これは絶対に笑える」

　コーヒーを一気に飲み干し、俺はムキになって言う。

「タイトル、『恐怖のシューマイ』！」

　冷ややかな視線を向けてくる夜空と星奈にかまわず俺は話を続ける。

「あるところにシューマイが大好きな男がいた。ある日男がいつものようにシューマイを買って食べようとフタを開けたところ、シューマイが入ってなかった。なんと全部フタの裏にくっついていたんだ。驚きのあまり男は死んでしまい、男の遺体は棺かん桶おけに入れられた。男の葬式のとき葬儀屋が棺桶のフタを開けると、なんと遺体がなかった」

「フタにくっついてたんでしょ？」と元ネタのオチを言う星せ奈な。

「甘いな。棺かん桶おけの中に入っていたのは遺体ではなく──一つのシューマイだった。なんと男の正体はシューマイの妖よう怪かいだったんだ！」

　予想外のオチに今度こそ大爆笑！

　可お笑かしさのあまり俺おれまで笑ってしまいそうだ！

　……しかし、夜よ空ぞらと星奈はまたしても残念な生き物を見るような目をしていた。

　……いやその反応は違うでしょう？

　ここは「シューマイの妖怪ってなんだよ！」ってゲラゲラ笑いながらツッコミを入れるところだろう!?

「どうして今ので笑えると思ったのかがわからない……」

「あんたの感性が本気で心配になってきたわ……」

　二人の目には得体の知れないモノに対する純然たる恐怖が浮かんでいた。

「ぐ……つ、次だ！　ええと……『恐怖のみそ汁』！」

　夜空と星奈は深々と嘆たん息そく。

「何な故ぜお前は自分で自分を傷つけようとするのだ……心が病んでいるのか？」

「俺の心は正常きわまりねえよ！　……あるところにみそ汁が好きな子供がいた。ある日その子が母親に『今日は何のみそ汁？』と尋ねると、母親は『きょうふのみそ汁よ』と答えた。夕食の時間になり子供が恐る恐るみそ汁のフタを開けると──みそ汁の中にアウグスティヌスの肖像画が入っていた！」

「……？」「……？」

　二人は怪け訝げんな顔をして、

「……アウグスティヌス……ああ、『教きよう父ふ』か……」

「わ……わかりづらっ！」

「ミッションスクールに通う学生らしく、オチにキリスト教を絡めてみたんだ。ただ笑えるだけじゃなくアカデミックなところがポイント高いよな。笑いと教養の高度な融合を目指してみた」

　自信満々に言う俺に星奈はジト目で、

「……なんでみそ汁にアウグスティヌスの肖像画が入ってんのよ。突拍子もなさすぎてわけわかんないわよバカじゃないの？」

「バ……!?　じゃ、じゃあ麩ふでアウグスティヌスの顔が表現されていたってのはどうだ？　『今日、麩』と『教父』のダブルミーニングでさらに面白く！」

「「ならない」」

　ハモって断言する夜空と星奈に俺はうなだれる。

「ば、馬ば鹿かな……じゃあ……」

　その後も俺おれは『目め黒ぐろのさんま』や『桜さくら鯛だい』といったとっておきの爆笑ネタをいくつも聞かせたのだが、夜よ空ぞらと星せ奈なを笑わせることはできず、哀れみの眼まな差ざしさえ向けられた。

　…………こいつら、笑いのセンスがないな。残念だ。

　ネタも尽きて気力も尽きて、俺はソファに座ってうなだれた。

　夜空と星奈もそれぞれ文庫本と携帯ゲームを手にして、どうやら『笑い』についての話はこれでお開きになりそうだった。

　と、そのとき。

　部屋の扉が開き、幸ゆき村むらが姿を現した。

「おくれてすみません、あにき、あねご」

「……難を逃れてラッキーだったわね」

　星奈がまったく意味のわからないことを呟つぶやいた。

「お笑いについて勉強していて遅くなってしまいました。しかしおかげで、とてもおもしろいお話ができるようになりました」

「ほう？」「へえ？」

　夜空と星奈が幸村に目を向けた。

「まああまり期待していないが、口直し程度にはなるだろう。言ってみろ」

「はい。それではせんえつながらお話させていただきます」

　幸村は微かすかに自信ありげな笑えみを浮かべ、

「まんじゅうこわい」

「「それはもういい!!」」

　心底うんざりした顔で叫んだ夜空と星奈に、幸村はきょとんと小首を傾かしげた。





高たか山やまマリア（＆小こ鳩ばと加入フラグ①）







　放課後。

　俺おれが隣りん人じん部ぶの部室に入ると、部屋のソファに小さな女の子が寝転がっていた。

　銀色の髪に雪のような白い肌──外国人。

　あどけない顔で、くうくうと可愛かわいい寝息を立てている。

　身長や顔つきからすると、たぶん小学生くらいだと思う。

　……なんで部室に外人の少女が？

　首を傾かしげつつ、

「おーい……」

　とりあえず起こすべく、ほっぺたを指でつついてみた。

　うおっ、柔らかい。

　つんつん。

「ぅん……」

　少女が少し顔をしかめるも、目は覚まさない。

　つんつんつんつん。












　さらにつっつく。

　なんか癖になる感触だった。

「ぅぅん……」

　微かすかな声を漏らし、少女が寝返りをうった。

　そこでようやく、俺おれは彼女の服がシスター服であることに気づいた。

　ということは、この子はシスターなのだろうか？

　ここ聖クロニカ学園はその名のとおりカトリック系のミッションスクールで、何人かのシスターが教会から派遣され神学や倫理の授業を受け持っている。

　しかしいくらなんでもこんな小さな子が……。

　ほっぺたをつつきながらそんなことを考えていると、

　──カシャッ。

　シャッター音がしたので慌てて振り向くと、部屋の入り口に夜よ空ぞらと星せ奈なと幸ゆき村むらが立っていた。

　夜空の手には携帯電話。

「……眠っている幼女にイタズラしているヤンキーの写真が撮とれてしまった……」

「小こ鷹だか……あんたロリコンだったの？」

　夜空と星奈は本気で引いている様子だった。

　眠っている幼女にイタズラ──って、いや、たしかに言葉にしてみるとそうなるのかもしれないけど、なんかすげえいかがわしい響きがする！

「ち、違うぞ！　俺はべつにそんなつもりじゃ……！」

「それはこの写真を見た者が判断することだな……とりあえず適当な画像掲示板にでもアップしておくか」

　夜空の場合本気でやりそうで怖い。

「さすがあにきです。ようじょだろうと女ならばすべていただいてしまうのですね」

「いただいてしまわねえよ！」

　尊敬の眼まな差ざしを向けてとんでもないことを言う幸村に叫ぶ。

　こいつの中の『真の男』観はどうにか修正してやらないとまずい気がするな……。

　夜空は「ふん」と不機嫌そうに鼻を鳴らした。

「まあ写真のアップというのは冗談だ。部員の不祥事で廃部というのも面白くないからな。小鷹の特殊な性癖は我々だけの秘密だ……」

「だから違うっての！」

　と、そのとき。

「ん……ふぁ……？」

　騒がしくしたせいか、少女が目を開けた。

　目が合った。

「な、何者だオマエは!?」

　綺き麗れいなブルーの瞳ひとみを驚きよう愕がくに見開き、バッと起きあがる銀ぎん髪ぱつの少女。

　それから俺おれの背後、夜よ空ぞらたちの方に目を向けると、怯おびえた表情になった。

「ぎゃっ！　み、三み日か月づき夜空……！」

「久しぶりだなマリア。ようこそ私の部室へ」

　夜空が言った。

　マリア……？　どっかで聞いた名前のような？

　マリアと呼ばれた少女は、「ふぐぐぐぐ……！」とまるで威い嚇かくする猫のように敵意剝むき出だしの目で夜空を睨にらむ。

「な、なにが私の部室だ！　ここはもともとワタシのお昼寝部屋だったのにそれを騙だまし取とっただけじゃないか！」

「騙したとは人聞きが悪いな。ちゃんと正当な手続きに則のつとって、お前はこの部屋を部室として使うことを快諾してくれたではないか」

　底意地の悪い薄うす笑えみを浮かべて夜空は言った。

「……なあ夜空。この子と知り合いだったのか？」

　俺が尋ねると、

「前に教えただろう。高たか山やまマリア。この学校に勤務するシスターで、隣りん人じん部ぶの顧問だ」

「顧問!?　こんな小さい子が!?」

　驚愕する俺に、マリアは可愛かわいく頰ほおを膨ふくらませて怒った。

「ち、小さいって言うな！　ワタシはれっきとした先生だぞ！」

「いや、でも小さいしなあ……ちなみに年はいくつなんだ？」

　たまに小説や漫画などで見かける、見た目がやたらと幼い人なのかもしれないと思って尋ねる。

「十歳だ！」

「見た目通りの年齢かよ」

　マリアは真っ平らな胸を張り得意げに、

「でもワタシはとてもお利口だから十歳でも先生になれたのだ。オマエらみたいに無駄に大きいだけの腐くさったミカンどもよりずっと偉いんだぞ！　ひれ伏してワタシを讃たたえろカスどもが！」

　意外と口の悪い幼女だった。

　びちっ。

　夜空がマリア……先生？　に近寄ってデコピンした。

「いたぁっ！」

　涙目になる銀ぎん髪ぱつ幼女。

「ううう～、せ、せんせぇに向かって手を上げるとはこの不良生徒め！　社会のゴミ！　うんこ！　おたんこなす！」

「おっと、先生のくせに知らないのか？　聖クロニカ学園校則第37条１項に『年上の人間は年下の人間に対し、たとえ相手が教師やシスターであろうとも体罰を含めた教育的指導をすることを許可する』と書かれていることを」

「え、そ、そうなのか？」

　涙目でマリアが聞き返す。

　すると星せ奈なが嘆たん息そくし、

「……あるわけないでしょそんな馬ば鹿かな校則。あんた適当なこと言ってんじゃないわよ」

「み、三み日か月づき夜よ空ぞらああ……！　ま、また騙だましたな！」

　マリアが憎々しげに言う。

「……また？」と俺おれ。

「顧問にさせられたときだ！　この女はいきなりワタシのところにやってきたと思ったら部室をよこせとかわけのわからん要求をしてきて、ワタシがそれを断ったら、ワ、ワタシの右のほっぺたをぶったのだ！」

「なんつう無茶な真ま似ねを……」

「そ、それから『主しゆは仰おつしやった。右の頰ほおをぶたれたら左の頰も差し出しなさい──と。だから左の頰もぶつ』なんて言って左の頰までぶって……い、痛かったのだ！　しかもまだ差し出してなかったのに！　まだ左の頰差し出してなかったのに！」

　三日月夜空……神をも恐れぬ傍若無人ぶりだった。

「そ、それからさらに『主はさらに仰った。左の頰もぶたれたら次は部屋を差し出しなさい。さらに創部手続きの書類にサインして印鑑も差し出しなさい』って言って、ワ、ワタシは神に仕える身で主の言葉は絶対だから、仕方なく顧問になって部室まで用意することになってしまったのだ！　あ、あとで調べたけど、そんなこと聖書のどこにも書いてなかったぞ噓うそつき！　泥棒！　うんこ！」

「いや、そこは騙されるなよ……」

　ジト目でツッコむ俺に、

「お、おかしいとは思ったのだ！　で、でも、怖かったもん……抵抗したらまたぶたれると思ったんだもん……ひっくっ……ぐずっ……」

「あー……まあ、その、災難だったな……」

　泣き出してしまったマリアの頭を撫なでてやる。

　まずは暴力で相手の抵抗する気力を挫くじいてから無茶な要求を通す。

　まるでヤクザの手口だった。

「マリア。主は言った──『騙だまされる方が悪い』」

「う、噓うそだ！」

　しかし夜よ空ぞらは真顔で淡々と言う。

「噓ではない。ルスプイレの福ふく音いん書しよ第十六節にしっかりと書いてある。外げ典てんだから聖書には載っていないがな」

「そ、そうなのか……」

「ああ。さすがの天才シスターも外典まで全すべて把は握あくできているわけではないだろう？」

「むー……」

　悔しげにマリアは唸うなった。

「またあんたはテキトーなことを……」

「え？　ま、また騙したのか!?」

　星せ奈なの言葉にようやく騙されたことに気づくマリア。

「か、神の言葉を捏ねつ造ぞうするとはなんて罰当たりなやつだ！」

「神自体が捏造の産物なのだから、私が神の言葉を捏造してもいいだろう。むしろ私が神でもいい」

「お、オマエ……ほんとになんでこの学園ミツシヨンスクールに通ってるんだ!?」

「家から近くて学費が安いからだ」

　恐れおののくマリアに夜空は即答した。

　……大抵のミッションスクールがそうであるように、この学園もべつにキリスト教徒でなければ入学できないという決まりはない。

　俺おれも無宗教だし、おそらく生徒の大半は非キリスト教徒だろう。

　それでも自分が神だとか言い出すやつはごく少数だろうけど。

　そのごく少数の例外がうちの部には二人もいやがる。

「まあ神はともかく、子供を叩たたくのはさすがによくないと思うぞ」

　俺が言うと、

「安心しろ小こ鷹だか。私は優しいから、ちゃんと身体からだと心に痕あとが残らない程度に手加減してやった」

「『地球に優しい』と同じくらい独善的な台詞せりふね……」

　星奈が冷や汗を垂らした。

「うう～ちくしょうちくしょうちくしょう！　地獄に堕おちろうんこ夜空！」

「まあ落ち着けよ。聖職者がそんなこと言っちゃ駄目だ」

「む……ふぁ……」

　頭を撫なでながらなだめるとマリアはとりあえず大人しくなった。

　それから俺を見上げて、

「ところでオマエたちは誰だれなのだ。そっちの金きん髪ぱつはたしか理事長の娘だな」

「俺おれは羽は瀬せ川がわ小こ鷹だか。あっちのは楠くすのき幸ゆき村むら」

「……オマエたちも部員なのか？」

「まあ、そうなる」

　俺が頷うなずくとマリアはバッと俺から離れて猫のように唸うなる。

「ううー、そうかオマエたちも夜よ空ぞらの手先か……！」

　完全に敵意剝むき出だしだった。

「失礼ね。あたしはこんなのの手先じゃないわよ」

　憮ぶ然ぜんとして星せ奈なが言うと、

「ああその通り。この肉は私とはまったく無関係の他人で、そもそも部員ですらないただの部外者だ。……あれ、お前誰だ？　なんでここにいるんだ？」

「ええ!?　ぶ、部員だってば！」

　さらりとハブられそうになり、星奈は慌てて訂正した。

「ええいそんなことはどうでもいい！」

　マリアが叫ぶ。

「とにかくこの部屋はワタシのものだ！　お昼寝するときにここのソファが一番いいのだ！　よくわからん部活の顧問なんて辞めてやる！　オマエら出てけ！」

「管理責任者ってだけでべつにあんたのものじゃないんだけど……」

　星奈がツッコんだがマリアには聞こえていないようだった。

　と、




「……ふん、所しよ詮せん子供には荷が重かったか……」




　ぽつりと夜空が言った。

「な、なんだとお……!?」

　マリアが聞きとがめる。

　夜空はこれ見よがしにため息をつき、

「はあ……やっぱり子供に部活の顧問なんて無理があったのだな。残念だが、この部室は諦あきらめるとしよう。すべてはただの子供に顧問という重責を負わせようとした私が馬ば鹿かだったのだ。もっとちゃんとした大人の先生に頼むべきだったな。大人だったら一度引き受けた役割を無責任に放り出すこともなかっただろうに……」

　夜空の台詞せりふにマリアが「ぐぬぬ……」と唸り、

「ワ、ワタシは立派な大人だ！」

「無理するな幼女。お前は自由にこの部屋でお昼寝でもしていればいいのだ。部活の顧問なんて難しい役割は大人に任せて。…………ふう、しかし天才少女のシスター・マリア先生なら大丈夫だと思ったのだがな……見込み違いだったか……。ああ、今のは聞かなかったことにしてくれ。大人顔負けのマリア先生なら顧問くらい余裕だろうと勘違いしてしまった私に見る目がなかったというだけだから」

「う────が──────ッ!!」

　マリアが吼ほえた。

「こ、顧問くらいこのワタシにかかればちょちょいのちょいだ！　そ、それにワタシは大人だから一度引き受けたことを放り出したりしない！　さ、さっきのはその……もののはずみで言ってしまっただけだ！」

「べつに無理をしなくてもいいのだぞ？」

「む、無理なんかしてないもんね！」

　夜よ空ぞらに乗せられているとも気づかずムキになって言うマリア。

「してるだろう。本当は顧問なんてやりたくないのだろう？」

「や、やりたいもん！」

　瞳ひとみの奥に邪悪な色をたたえながら夜空がさらに尋ねる。

「ふむ……では顧問を続けるのだな？」

「も、もちろんだ！」

「では顧問がしたいですやらせてくださいと頭を下げろ」

「顧問がしたいですやらせてください！」

　マリアは元気よく頭を下げた。

「この部屋を私に自由に使わせるんだぞ」

「ああ！」

　……私に？

「神に誓えるか？」

「誓える！」

　誓っちゃった……。

「もしまた顧問を辞めるなどと言い出したときはお前を全裸にしてその写真をネットにばらまくけどかまわないな？」

「かまわない！」

　鬼かお前は。

「部活中は私たちの邪魔にならないように隅っこのほうでじっとしていろよ？」

「わかったのだ！」

　ひでえ！

「そうか。ならばお前を隣りん人じん部ぶの顧問にしてやろう。ありがたく思うがいい高たか山やまマリア」

「うんっ、ありがとう夜よ空ぞら………………え、あれ……？　ええ!?　あれれえ!?」

　なにかがおかしいことに気づきマリアは混乱して頭を捻ひねる。

「ではマリア先生の顧問就任に改めて拍手。これからも宜よろしく部室の管理を頼む。主な仕事は私たちが帰ったあとの部屋の掃除だ。大任だが先生になら安心して任せられる」

　淡々と夜空が言って拍手を始める。

「ほらお前たちも」

「あ、ああ……」

　言われて俺おれと星せ奈なと幸ゆき村むらもマリアにまばらな拍手を送る。

　ぱちぱちぱちぱちぱち……。

「え、えへへ……なんだか照れるな～」

　照れ笑いを浮かべるマリア。

「ま、まあすべてワタシにまかせておけクズども！　あはははは、あははははははは！」

「よし、じゃあちょっと喉のどが渇かわいたからお茶をもってこい」

「わかった！」

　……馬ば鹿かな子供だった。




　ともあれこうして、幼女シスター・マリアと隣人部の軋あつ轢れきは緩かん和わされたのだった。

　いいことなのか悪いことなのかは知らん。





　　






　その日の夜。

　家に帰って妹の小こ鳩ばとと二人で食事をしながら、俺は今日学校であったことを話した。

「……しかし十歳の先生なんて本当にいるんだな。大したもんだ」

　精神的には年相応だったけど。

「……あんちゃんは最近部活のことばっかりじゃ」

　小鳩が小さな声でなにか呟つぶやいた。

「ん？　なにか言ったか？」

「ふん、べつになんでもないのだ……ククク……このレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギが心を乱すことなど……あり得ぬ……」

　小鳩は芝居がかった変な台詞せりふで答えた。

　羽は瀬せ川がわ小鳩──中二。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女で、いつもゴスロリ。

　とあるアニメの影響で、なにやら痛々しい言動をするようになってしまった。

「……しかしシスター……聖職者……教会の手先……我らの宿敵……忌いまわしき存在だ。ククク……我が半身よ……闇やみの眷けん属ぞくである汝なんじがそのような者と関わり合いになるというのは、あまり感心できることではないな……」

「はいはい」

　適当に聞き流して俺おれは飯を食う。

「むー」

　小こ鳩ばとは少し拗すねたように頰ほおを膨ふくらませた。





志し熊ぐま理り科か







　ある日の三限目のこと。

　俺は家庭科室や視聴覚室などの特別教室が並ぶ廊下を、一人早足で歩いていた。

　もうとっくに授業は始まっていて、廊下には誰だれもいない。

　昨日の英語の時間の終了時、たしかに先生は「明日の三限目の授業はＬＬ教室でやる」と言っていた。

　だから俺は、自分が不良などではなく真面目まじめな学生であることをアピールすべく、二限目の授業が終わったらすぐに三限目の準備をして誰よりも早くＬＬ教室に向かった。

　しかしもうすぐ休み時間が終わる時間になっても他ほかのクラスメートは誰も来なくて、ついには三限目が始まるチャイムが鳴ってしまった。

　過去、こういう状況には何度か覚えがあった。

　何らかの事情で移動教室ではなくなったのに、友達がいなくていつも一人で行動している俺にはその連絡が届かなかった──そんなところだろう。

　ちなみに逆パターンで、次が移動教室だということを知らずに机に突っ伏して寝ていたら教室に誰もいなくなっていたという経験も何度か。

　……何度か経験しているとはいえ、やっぱり慣れない。

　誰だれもいない廊下を一人で歩く。

　カツカツという俺おれの足音だけが響く。

　不便なことに特別教室棟と俺の所属する２年５組の教室がある一般教室棟は別々の建物で、一階にある渡り廊下を通ってしか戻ることができない。

　特別教室棟三階のＬＬ教室から２年５組の教室に戻るには、かなりの距離を歩かねばならなかった。

　ＬＬ教室、コンピュータ室、被服室、たくさんのなんとか資料室の前を通り過ぎ階段を下りて二階へ。

　さらに多くのなんとか資料室の前を通り過ぎ、理科室の前に差しかかったそのとき。

　ぼんっ！

　理科室の中から、なにか爆発音のような音が聞こえた。

「!?」

　びっくりして理科室に注意を向ける。

　どこかのクラスが実験でもしているのだろうか？

　だが実験で爆発なんて起きようものなら、生徒たちがもっとざわつくだろう。

　しかし室内からそんな声は聞こえない……それどころか、人の声そのものが聞こえない。

　ということは授業で使われているわけではないのか？

　気になって、俺は恐る恐る理科室の扉を開けて中の様子を窺うかがってみた。

　中には誰もいない。

「……？」

　さらに扉を大きく開け、中に入る。

　と、不意に鼻を衝くような異臭が漂ってきた。

「……！」

　慌てて息を止め、手で鼻と口を押さえて室内を見回す。

　と、教室の一番前の大きな机──基本的に教師が使う机の前に一人の少女が倒れているのを見つけた。

　テーブルの上には毒々しい色の液体が入ったフラスコやビーカー。

　ビーカーからは微かすかに煙が漂っている。

　異臭の原因はあれか？

　……とにかくあの娘こをこの部屋から運び出さないと！

　俺は息を止めたまま倒れた少女に駆け寄り、急いで彼女の身体からだを抱きかかえて理科室の外に出た。

　抱きかかえながら、彼女の様子を窺う。

　黒い髪を後ろで結んで、制服の上から白衣を着ている眼鏡をかけた少女。

　その顔は穏やかで、安らかな寝息を立てている。

　……寝てるだけ……なのか？

　しかし一見寝ているだけに見えても、あのビーカーに入っていたものが有毒な薬品なら大変だ。

　急いで保健室に運ぶべきだろう。

　少女の身体からだを抱きかかえながら、俺おれは保健室へと急いだ。




　保健の先生に白衣の少女を預けたあと（いろいろ事情を聞かれた。どうもあの先生、俺が彼女になにかしたのだと疑っていたようだ）教室に行ったら、クラスの連中は自習のプリントをやっていた。

　三限目が始まってすでに三十分。

　無言で自分の席へと歩く俺に、クラスメートたちの奇異の視線が突き刺さる。

　途中で夜よ空ぞらと目が合うが、夜空は素っ気なく目を逸そらした。

　……またあらぬ噂うわさが立つんだろうなあと憂ゆう鬱うつな気分になりつつ、とりあえず机の上にあった英語のプリントをやる俺だった。













　　






　三限目が終わり、四限目も終わって、昼休みになった。

「あにき。お食事をお持ちしました」

　いつものように幸ゆき村むらが教室にやってきて、おにぎりとジュース、そしてヤンキー漫画を俺おれに差し出す。

　クラスの連中もすっかり慣れてしまったようで、気にする奴やつはほとんどいない。

「ありがとな幸村」

「わたくしこそ、あにきのためにはたらけて光栄です」

　美少女にしか見えない顔に柔らかな微笑ほほえみを浮かべて幸村が教室を出て行く。

　おにぎりの袋を破り、ヤンキー漫画を開く。

『最強ツッパリ伝説』の13巻。

　……頭悪そうなタイトルと表紙なのに実際に読んでみたらかなり面白くて、いつの間にかこれを読むのが一日の楽しみになっている俺がいた。

　おにぎりを食べながら漫画を読む。

　今回も鬼おに瓦がわらゴダイゴ（主人公。日本の高校生が忘れてしまった熱き魂を持つ漢おとこ）は己の拳こぶし一つで卑劣な敵の罠わなを爽そう快かいに粉砕していた。

　と、不意に教室がざわついた。

　初めて幸村が教室にやってきたときと同じような、戸と惑まどいの気配が広がる。

　……何となく嫌な予感がしつつ顔を上げると、教室の入り口に一人の女子生徒が立っていた。

　制服の上から白衣を着た、ポニーテールの小柄な少女。

　表情に乏しく、どことなくぼーっとした雰囲気がある。

　あの娘こは……。

　俺が気づいたのとほぼ同時に、向こうも俺の方を見た。

　彼女は少し目を細め、周囲の戸惑いの視線などまったく気にした様子もなくつかつかと俺の方に歩いてきた。

　俺の前まで来ると、俺を観察するような冷静な眼まな差ざしを向けた。

「……くすんだ感じの金きん髪ぱつで目つきが悪い中肉中背の二年生の男子。ふむ、先生に聞いた特徴と合がつ致ちします」

　少女は淡々とした口調で呟つぶやき、

「先輩が理り科かを保健室に運んでくれた人ですか？」

「……りか？」

　俺が聞き返すと、

「理り科かは理科の名前です。志し熊ぐま理科。志に熊、理科社会の理科。一年生です」

「そうか。たしかに運んだのは俺おれだ」

　俺が答えると、理科という名前らしい少女はぺこりと頭を下げた。

「このたびは助けていただきどうもありがとうございました」

「おお……」

　俺は少し感動していた。

　人に助けてもらったらちゃんとお礼が言える──。

　そんな常識人に、この学校に転校してきて初めて会った気がする！

「先輩？」

　きょとんと小首を傾かしげ、眼鏡越しに上目遣いに見つめられる。

　なぜか白衣を着ていて化粧気もないのだが、よく見るとかなり可愛かわいい顔をしていた。

「な、なんでもない。まあそんな気にするな」

　しかし理科は首を振る。

「そういうわけにはいきません。労働には対価を、目には目を歯には歯を、これ即すなわち等価交換の原則。質量保存は人の行動にも適用されるべきです」

　……ちょっと変なことを言い出したぞ。

　なんかこの娘こからも、俺にとって馴な染じみのある……なんというか、夜よ空ぞらや星せ奈なや幸ゆき村むらや小こ鳩ばとからも発生している『変人オーラ』とでも呼ぶべきものを感じる。

「先輩は理科の命の恩人です。命には命相応の対価を支払わねばなりません」

「いやそんな大げさな──」

　俺は言いかけ、たしかにあのとき俺が通りかからなかったらと考えると、命の恩人という言い分もあながち間違ってもないことに気づく。

「あのビーカーの薬品、やっぱり危険なものだったのか？」

　すると理科はきょとんとした顔で、

「いえ、べつにそういうわけでは。即効性の睡眠薬で副作用などの危険もなく、むしろきわめて安全な薬品とも言えるでしょう。理科の自慢の一品です」

「……だったらべつに命の恩人じゃないだろ俺」

「そういえばそうですね」

　理科は少し考え、

「たしかに命の危険ではなかったかもしれません。しかし、もしも先輩が眠ってしまった理科を保健室に連れて行ってくれなかったら、理科はあのまま理科室で眠り続けていたはずです」

「それはそうだな」

「すると偶然通りかかった飢えた野や獣じゆうのような男たちが理科を発見し、目を覚まさないのをいいことに理り科かに大変なことをする危険もあったのです」

「大変なこと？」

「陵りよう辱じよくです」

「りょ、陵辱!?」

　思わず大きな声を上げてしまい、クラスメートたちの視線が突き刺さる。

「陵辱だって……？」「信じられない……」「あの娘こも陵辱されたのか？」

　ひそひそ話をする連中の方に目を向けると、さっと顔を背けてしまった。

「……また妙な悪評が……もってなんだよ……」

「そう、陵辱です。理科の愛読している本では大体そういう展開になります。男たちは肉欲の赴くまま眠ったままの理科の衣服を乱暴にはぎ取り、代わる代わるその猛たけり狂う己自身を理科の華きや奢しやな身体からだへと──」

「ちょ、ちょっと場所を変えるぞ！」

　なにやら具体的な内容を説明していた理科に、俺おれは慌てて言った。

「了解しました」

　クラスの連中の注目を集めながら、理科と一緒に教室を出る。

　このときにはもう、俺はこいつも変人だと確信していた。

　人気のない階段の踊り場までやってきて、

「……ふう。ここならまあ大丈夫だろう」

「そうですか。たしかにあまり人の多い場所でする話ではありませんでしたね」

　淡々と理科が言った。

「では陵辱の話の続きを。男たちは」

「その話はもういい！」

　全力でツッコむと、理科はきょとんとした顔をして、

「そういえばそうでした。お礼の話でしたね」

「だからいいよ礼なんて」

「しかしそれでは理科の気が収まりません。そうですね……貞操の危機を救っていただいたのですから……」

　そこでなぜか理科はポッと頰ほおを染そめた。

「先輩、さすがにそれはどうかと……理科は知識としてはもちろん知っていますしミノムシやナメクジの交配なら何度もやったことありますけど、実際に自分がそういうことをした経験はないので……」

「待て待てなんの話だ!?」

「ですから、貞操の危機を救っていただいたお礼なので、理科の貞操を差し上げるのがもっとも妥当かと」

「いらねえよそんなもん！」

「……そんなもんとまで言われるとショックです乙女として」

　理り科かは唇くちびるを尖とがらせた。

　俺おれは嘆たん息そくする。

「そもそも、この学校に倒れてる女の子をいきなりりょ……乱暴するような、タチの悪い男なんていないだろ」

「そうなのですか？　理科のデータによれば高校生の男子生徒の大半は常に性のことしか頭にないケダモノだそうですが」

「どんだけデタラメなデータだよ」

　そこでふと、

「……ていうかお前、なんで授業中に一人で理科室にいたんだ？」

　俺は三限目に教室に戻ってからずっと疑問に思っていたことを尋ねた。

「理科は理科室登校なのです」

　理科は答えた。

「……初めて聞く単語だな」

「保健室登校というのがあるじゃないですか。それの理科室版のようなものです」

　保健室登校──クラスに馴な染じめない生徒が、教室の代わりに保健室で勉強することで出席扱いになるという制度。

　いろいろと問題はあるし賛否も分かれるだろうが、俺はいい制度だと思う。

　クラスの一員として他ほかの生徒たちと交わりながら過ごすという、世の中の大半の人間が当たり前のようにできることが、どうしてもできないやつだっているのだ。

　それを『弱さ』や『甘え』だと断じてしまうことは簡単で、そして正しいことなのかもしれないが──俺は、たとえ正しくなくても、少しくらい当たり前じゃないやつにとって優しい救いのようなものがあってもいいと思う。あってほしいと思う。

「……そっか。なんていうか……お前もいろいろあるんだな」

「そんな優しい目で見ないでください先輩。照れてしまいます」

　何な故ぜか少し顔を赤くする理科だった。

「そういえば先輩こそどうして授業中だというのに一人でいたのですか？」

「……ちょっと恥ずかしい話だが──」

　俺は理科に、友達がいないので移動教室が中止になったのを知らなかったこと、さらには目つきや髪の毛のせいで不良だと誤解されていることまでも話した。

　保健室……じゃなくて理科室登校の少女に親近感を覚えたからだろう。

「ふむ……髪、ですか……。では先輩、こういうのはどうでしょう？」

　俺の話を聞いて理科は言った。

「？」

「理り科かが先輩の髪の毛を黒に戻してあげます。髪を傷めないで染髪料を綺き麗れいに落とす薬品なら簡単に作れます」

「いやこれ染めてるわけじゃないから」

　俺おれが言うと理科は不思議そうに首を傾かしげた。

「正真正銘、俺の地毛なんだよこの頭。金きん髪ぱつに染めようとして失敗したような頭に見えるかもしんないけど」

「なんとまあ」

　理科は目を丸くして俺の頭をまじまじと見つめた。

「ご両親は日本人なのですか？」

「母親がイギリス人。父親は日本人」

「ほー。いわゆるハーフというやつですか。理科、ハーフというのは美少年ばかりだと思っていました」

「ほっとけ！」

　憮ぶ然ぜんとして俺は言った。

　理科はさらに、手を伸ばして俺の髪の毛を摘つまんだりわしゃわしゃとかき回したりした。

「これが地毛ですか……生命の神秘です」

「……そこまで言われたのは初めてだ」

　俺は苦く笑しようした。

　純粋に感心しているような様子で、なんかくすぐったい感じがした。

　ぶちっ！

「いでっ!?」

　いきなり理科が俺の髪の毛を三本ほど引っこ抜いた。

「あ、すみません。つい採さい取しゆしてしまいました」

「生命の神秘を容よう赦しやなく引っこ抜くんじゃねえ」

　顔をしかめて俺は言った。

「では髪のお礼も必ずや。生命の神秘をいただいたお礼は生命の神秘によってお返しすべきですね。なんか生命の誕生に関するアレでどうですか。ヒントは『Ｓ』で始まり『Ｘ』で終わる単語です」

「そんなお返しはいらん」

「答えはソックスです」

「ソックスのスペルはSOCKSだぞ」

「靴下ではなく硫黄酸化物ＳＯｘのことです」

「なんでお礼が毒ガスなんだよ！　そしてどこに生命の誕生に関する要素がある！」

「そうですね……生と死は表裏一体みたいなノリでどうでしょう」

「お前本当はなにも考えずに喋しやべってるだろ」

「バレましたか。まあ本当はお察しの通りＳＥＸです。理り科かのとっても大事なものを先輩にあげちゃいます」

「だ、大事なもの……」

　思わず想像して顔が熱くなる。

「はい。理科の宝物……無む脊せき椎つい動物の交こう尾びシーンだけを集めた動画集です。約58時間くらいあるので生命の神秘をたっぷり堪たん能のうできますよ」

「うわ超いらねえ……ような、ちょっと見てみたいような……。……まあとにかく髪の毛のことは気にするな」

　俺おれはため息をつく。

　喋ってるだけなのにどっと疲れた。

　と、そこで休み時間終了を告げるチャイムが鳴る。

「やべ。戻らないと……」

　慌てる俺とは対照的に理科室登校の理科は落ち着いた様子で、

「そうですか。では、お礼の話はまたのちほど」

「だからそれはもういいって。じゃあな」

「あ、先輩」

　立ち去ろうとする俺を理科は呼び止めた。

「ん？」

「そういえばお名前をまだ聞いていませんでした」

「あ、そうか」

　名前を教え合うってのは、『正式に知り合いになる』ってことなのかもなー……なんて思いながら、俺は名前を名乗る。

「羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかだ」

「羽瀬川小鷹先輩、ですか」

「ああ」

　今度こそ教室へ戻ろうとする俺に、

「小鷹先輩」

　理科はやんわりと微笑ほほえんで言った。

　引っこ抜いた俺の髪の毛を指で弄もてあそびながら、




「理科は、哺ほ乳にゆう類るいに興味を持ったのは生まれて初めてです」




　……その表情は正直、とても魅力的だった。





　　






「……まあとにかく変わったやつだったよ」

　放課後、部室にて。

　暇そうにしていた夜よ空ぞらと星せ奈なと幸ゆき村むらに、今日出会った志し熊ぐま理り科かという一年生のことを話した。

　……もちろん貞操云うん々ぬんは適当に省略して。

「ふうん……なんか聞いてたとおりの変わり者らしいわね」

　俺おれの話を聞いて星奈が言った。

「知ってたのか？　理科のこと」

「まあね。この学園に入学してもらうために、パパがその子の家まで頼みに行ったくらいだから」

「は!?」

　驚く俺に星奈は淡々と、

「テレビとか雑誌には出てないけど、その筋ではかなり有名らしいわ。『天才発明少女』志熊理科。まだ小学生の頃ころから電子機器、薬品、コンピュータプログラムまで色んなものを作り出してきて、企業に技術協力までしてるって話よ。将来すごい有名人になること確実で、そんな子がうちの学園の卒業生ってことになれば知名度アップ間違いなし。だからパパ、授業に一切出なくてもいいって条件を出してまで入学してもらったってわけ」

「授業に出なくていい……ってそんなのアリなのか」

　理科室登校だと聞いたときは勝手に同情してしまったのだが、どうやらまったく同情するような境遇ではないようだった。

　どこが保健室登校のようなものだ。俺の共感を返せ。

「ていうかあんたがその子を助けたっていう理科室自体、わざわざその子のために新設されたものだしね」

「ええ!?」

「だって理系科目用の特別教室なら、生物室と化学室と物理室がそれぞれあるじゃない。今年になって作ったのよ。資料室の一つを改装して」

「言われてみれば理科室って割には広さが普通の教室よりも狭かったような……」

「つまり『理科室』ってのはね、理科の授業のための部屋じゃなくて、志熊理科のための部屋って意味なのよ」

　可哀かわい想そうな境遇どころか、超ＶＩＰ待遇だった。

「……いいのか？　一人の生徒をそんな特別扱いしても」

「は？　優秀な人間が凡人より優遇されるのは当然でしょう？　あたしにも部屋の一つくらい作ってくれてもいいのにね」

　星せ奈なはさらりと言い切った。

「それにまあ、うちは私立だから公立高校よりそのへんの融ゆう通ずうは利くのよ。もっとも、普通の生徒から不満が出るのはたしかでしょうから、あんまりおおっぴらにはしてないんだけどね」

「なるほど……」

　星奈は肩をすくめ、

「ま、せいぜい志し熊ぐま理り科かの機嫌を損そこねないように気をつけなさいね。『変なヤンキーが気に入らないから学校やめる～』なんて言い出したら、追い出されるのはあんたの方だから」

　恐ろしい話だった。

「……お礼の話は早いとこ断っておくか……」

　冷や汗混じりで俺おれが呟つぶやいたそのときだった。

　ガチャ。

　部室の扉が開いて、一人の少女が部屋に入ってきた。

「あ、本当にいました小こ鷹だか先輩」

　…………噂うわさの志熊理科ご本人だった。

「……何の用だ？」

　俺が尋ねると、

「先輩はこちらの『隣りん人じん部ぶ』という部活に所属していると聞きまして。理科も入部しようかと」

「「「入部!?」」」

　俺と同時に声を上げたのは夜よ空ぞらと星奈の二人だった。

「入部届もこちらに」

　理科は白衣のポケットから入部届を取り出した。

「……志熊理科とやら」

　夜空が不機嫌そうな顔で理科に話しかけた。

「なんでしょう？」

「この部はとある崇すう高こうな目的のために活動している。入部にはとある条件が必要なのだ」

　……いや、そんな大層な部活でもないと思うのだが。




「目的というと、『友達を作る』ということですか？」




　さらりと言った理り科かに、夜よ空ぞらが驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

　俺おれも驚いた。

「な、なんでそれを……？」

「来る途中にポスターが貼はってあったので。『ともだち募集』という文面から察するに、この部は友達作りを目的にした部活なのだと理科は推測しました」

「……星せ奈なのときもそうだったけど、あのポスターでわかるもんなのか……？」

　冷や汗混じりで俺は呟つぶやいた。

　夜空直筆の隣りん人じん部ぶ部員募集ポスターは、普通の人間にはよくわからない文章だが友達が少ない人間には真意が伝わるように作られている……らしい。

　俺には正直意味不明な理屈だったのだが、信じられないことに星奈はあのポスターを見て入部してきたし、今またここにあのポスターの意い図とを正確に読み取った人間が登場してしまった。

「正解のようですね？　自慢ではありませんが、理科は友達がいないことにかけては自信がありますよ」

「本当に自慢にならないな」

　まあ、ずっと理科室にいたんじゃ友達なんてできるわけないか。

「……むう……入部資格は満たしているようだな……」

　渋々といった様子で、夜空は理科から入部届を受け取った。

「……わかった。今日から貴様も我が隣人部の部員だ」

　理科は少し目を細めて微笑ほほえんだ。

「きゃっほう。これで放課後はいつでも小こ鷹だか先輩と会えますね。いっぱいいろんなことをしましょう小鷹先輩」

　そう言ってさりげなく俺の腕にしがみついてくる理科。

「……いろんなことって……なにをするつもりなんだ」

　反射的に腕をふりほどこうとしたが、彼女の機嫌を損そこねるなという星奈の忠告を思い出し、顔を引きつらせる俺だった。

「ついでに皆さんもよろしくお願いします。理科と小鷹先輩の邪魔にならない程度に」

　俺に腕をからめたまま夜空たちに挨あい拶さつする理科。

　嬉うれしそうな様子の理科とは対照的に、夜空と星奈、そして幸ゆき村むらまでもが、どこか不満そうな顔をしていた。

「……なぜでしょう。なぜか胸がちくちくします」

　突き詰めるとなんか怖いので幸村の言葉はスルー。

「…………肉といい、何な故ぜあんなゴミみたいなポスターで……」

「なんなのよこの子……！　なんで小鷹にこんな懐いてるのよ……！」

　夜よ空ぞらと星せ奈なもなにかぶつくさ言っていたがよく聞こえなかった。

　ともあれ。

　隣りん人じん部ぶにまた新しい部員、志し熊ぐま理り科かが加わったのだった。












腐







　理り科かが入部した翌日の放課後。

「ときに先輩がた。結局この部は具体的になにをするんですか？」

　部室にやってきた理科が、室内を見回して首を傾かしげた。

　俺おれと夜よ空ぞらはソファに座って読書。

　星せ奈なは最近話題になっているという忍天道ＤＳのギャルゲーに熱中していて、たまに画面に向かって「いつまでも一緒にいようね」とか「大好きだよ」とか話しかけている。正直ちょっと怖い。

　幸ゆき村むらはいつでもコーヒーを出せるようポットのそばでぼんやりした顔で立っていた。

　特にやることがないときは、隣りん人じん部ぶの面々は大抵こうして好き勝手に過ごしている。

「まあ、決まった活動は今のところないな。誰だれかが『友達作り』に役立ちそうななにかを思いついたらとりあえずそれをやってみる感じで」

　俺が答えると、理科は「ふむ」と少し考えるそぶりを見せ、

「では先輩。ためしに理科と性行為でもしてみましょうか」

「ぶっ」

　いきなり馬ば鹿かなことを言う理科に俺は噴き出した。

「な、なななななにを言っているのだ貴様は！　破は廉れん恥ちな！」

　顔を真っ赤にして夜空が叫んだ。

　理科はきょとんとした顔で、

「いえ、友達作りに役立つかと思いまして」

　星奈も顔を赤くしてツッコむ。

「それは友達作りじゃなくて子作りの行為よ！」

「上う手まいこと言ったつもりか！」

　星奈の頭を夜空がはたいた。

「まあもちろん今のは半分冗談ですけど」

　……半分？

「しかし聞くところによれば、世の中にはセックスフレンドというものがあるそうですよ」

　淡々と言う理科。

「ない！　そんなものはない！」

「意外と純情なのですね、夜空先輩」

「ぐ……！」

　少しからかうように言う理科に、夜空は悔しげに呻うめいた。

　おお、珍しく夜よ空ぞらが押されている。

「と、とにかくそういうのは駄目だ！　セッ……とか、そんな不純なフレンドなど私は認めない！」

「しかし先輩。オスとメスの間に普通の友情など成立しないかと」

「そんなことない！」

　さらに声を荒げて、夜空は叫んだ。

　理り科かも少し驚いた顔をする。

「ど、どうしたのよ夜空……」

　戸と惑まどい顔で星せ奈なが言うと、

「……べつになんでもない」

　夜空はばつが悪そうな顔で再び本を読み始めた。

　なんか様子が変だな、夜空のやつ……。

「……なにやら地雷を踏んでしまった気配がしますね」

　理科が小声で俺おれに言った。

「ところで子作りはともかく先輩の遺伝子はわりと本気でほしいです。調べたいので」

「やらねえよ！」

「ふふふ、しかし既に先輩の髪の毛はゲット済み」

　理科は悪戯いたずらっぽく笑った。

「……さて、では理科も読書をすることにしましょう」

　俺の隣に座って、理科は自分の鞄かばんを開けた。

　……天才少女って一体どんな本読むんだろう？

　夜空と星奈もそれは興味があるらしく、理科に視線を向けている。

　理科が取り出したのは妙に薄っぺらい本だった。

「やだもう先輩がた。あんまりじろじろ見ないでください。さすがの理科も人前でエッチな本を読むのは恥ずかしいですから」

　特に恥ずかしくもなさそうに理科は言った。

「な……！」

「え、エッチな本……!?」

　夜空と星奈が顔を赤くし……しかしほどなくその顔に戸惑いの色が浮かぶ。

　理科の取り出した本の表紙に描かれていたのは、二体のロボットだった。

　一つは何十年も前に第一作が作られて今も新しいシリーズが作られ続けている『機動魔術士ガムダン』のガムダン。ガムダンには数多くの種類があるのだが、表紙のガムダンがなにガムダンなのかはわからない。

　もう一つは大ヒットして社会現象にまでなったロボットアニメ、『旧世紀オヴァンゲリエン』に出てくるロボット。

　あまりアニメに詳しくない俺おれでもガムダンとオヴァくらいは知っている。

「それって漫画？」

　戸と惑まどいながら星せ奈なが尋ねる。

「はい。いわゆるＢＬ同人誌というものです」

　ＢＬというのはたしかボーイズラブ……つまり男と男の恋愛を描いた作品だ。

　同人誌というのは、出版社から出ている本ではなく個人が製作し頒布している本のことだったか。

「へえ……それが同人誌ってやつなんだ……本物は初めて見たわ」

　星奈はなにやら興味深そうな様子だった。

「星奈先輩は同人誌に興味がおありですか？」

「べ、べつにそういうわけじゃないわよ。ただちょっと、『ときメモ』とか『ブラスタ』の本も出てるって聞いたことあるし、どんなのかなーって思っただけで」

　顔を赤くして星奈は言った。

「読んでみますか？」

「ちょ、ちょっとだけなら読んでみてもいいわ」

　星奈が理り科かから本を受け取る。

　俺も横目でその本を見る。

「……へえ、上う手まいもんだな」

　俺は感心して言った。

　最初のページから、ロボットとロボットが戦っているシーンが描かれていた。

　かなり緻ち密みつな絵柄で、構図も迫力がある。

「たしかに上手な絵ね。個人で出してるって言うからもっとしょぼいのかと思ってたわ」

　星奈が素直に認めると、理科は少し嬉うれしそうに、

「もちろんしょぼいものもたくさんありますが、中にはプロで通用するくらいすごい人だっています。この作家さんは特に理科のお気に入りで、マイナーなジャンルの中にこのような逸材が現れたことは大変喜ばしいことです」

「……マイナー？」

　俺は首を傾かしげる。

「ガムダンとオヴァってどっちも人気あるんだろ？　二次創作も盛況じゃないのか？」

「正確にはこれはゲームの『第二次ウルトラメカ大戦αアルフア』の同人誌です。ＺＺツインゼツトガムダンとオヴァ弐に号ごう機きの初代劇場版バージョンが競演しているのはウルメカニルファだけなのですよ」

「いや知らんけど……」

　理り科かが何を言っているのか俺おれにはよくわからなかった。

　ウルメカ大戦ってゲームは聞いたことあるけど。

「まあたしかに先輩の仰おつしやるとおり、ガムダンとオヴァの同人誌自体はたくさんあるのですが、理科の求めるカップリングはなかなか……」

「あ、カップリングって知ってる！　『なんとか×なんとか』ってやつでしょ？」

　星せ奈なが口を挟んだ。

「かける？」

　夜よ空ぞらが意味がわからないという顔をする。

「その同人誌の中でメインになる組み合わせのことよ。たとえば藤ふじ林ばやしあかり×長なが田た有ゆ希き子こだったら、あかりと有希子がいちゃいちゃする内容って意味なの」

「……？　『ときメモ』の主人公はせもぽぬめだろう？　なぜ藤林と長田がいちゃいちゃするのだ？」

　ますます困惑する夜空。

「主人公とヒロインが仲良くする内容の同人誌ももちろんあるわ。でもそれ以外にも、原作にはなかった組み合わせによる『もしも』の話を描いた本もあるのよ」

「概おおむねその通りです星奈先輩。原作で見られなかったシチュエーションを妄想してそれをカタチにするのが二次創作の本領です。あと重要なのがどちらが攻めでどちらが受けかということで、先ほど星奈先輩が言った藤林×長田の場合、藤林が攻めで長田が受けとなります。逆に長田×藤林の場合、長田が攻めで藤林が受け」

「攻め……受け……？　……お前たちの言っていることは意味がわからん」

　夜空はぶすっとした顔で言った。

「エッチのときに挿入する側が攻め、挿入される側が受けです」

「エ……そ……!?」

　淡々と言う理科に夜空が顔を赤くする。

「い……いちゃいちゃってそういう意味か！　お、お前たちはそんな卑ひ猥わいな本の話をしていたのか……！」

「あ、あたしはそんな詳しいわけじゃないわよ!?　あくまでちょっと聞いたことがあるってだけで！」

「黙れこの変態ども！　淫いん乱らん！　痴ち女じよ！　腐くされビッチ！」

　慌てて言う星奈を夜空は罵ののしった。

「はい、理科は変態です。四六時中いやらしいことばかり考えています。非生産的な妄想で頭が腐っています。それがなにか？」

「お前はお前で開き直るなよ！」

　平然と認める理り科かに俺おれはツッコんだ。

「小こ鷹だか先輩はいやらしい女の子は嫌いですか？」

「嫌いです」

「おっと、口ではそう言っても身体からだは正直なんだぜ？」

「その台詞せりふは腐女子っつーかおっさんだろう」

「理科×小鷹先輩のエロ同人誌を誰だれか作ってくれませんかね？」

「お、俺が挿入されるのか!?　どこになにを!?」

「ええとですね、まずメスフラスコ──」

「言わなくていい！」

　俺は全力で叫んだ。そのとき、

「あにきっ」

　これまでずっと黙っていた幸ゆき村むらが突然弾はずんだ声を上げたので俺は驚いた。

「お、おう。なんだ幸村」

「はいっ。わたくしは、あにきが受けというのもいいと思います」

「いいと思いますじゃねえ！」

　どいつもこいつも頭がおかしかった。

「まあ理科と先輩のエロ同人誌のことはひとまず置いておくとして」

「置いておくな。捨てろ」

　俺の言葉を普通にスルーして淡々と理科は続ける。

「理科のモストフェイバリットなジャンルの本って、とにかく数が少ないのが困りものなのです。理科は腐女子にしてはとても寛容なことに、受け攻めにはそれほどこだわらない人なのですが」

「そんなに珍しいの？　こういう本って」

　星せ奈なが首を傾かしげながらパラパラと同人誌のページをめくる。

　どのページもかなりのクオリティで、ガムダンとオヴァが戦っているシーンが描かれている。

　最後まで、ガムダンとオヴァはひたすら戦っていた。

「？　あれ……？」

　訝いぶかしげな顔をして星奈は再び最初から、今度は少し注意深くめくっていく。

　やっぱり最後までガムダンとオヴァは戦っていた。

「はぁぁ……♥　理科のエッチな本、先輩たちに何度も繰り返し見られちゃってる……理科のおかしな性癖が人前に晒さらされちゃってる……ア、なんだか理科、ちょっと変な気分になってきちゃいました……」

　知らねえよ。

「……ねえ、これのどこがやらしい本なの？　人間いないじゃない」

　星せ奈なが疑問を口にした。

　……そう、この同人誌、十八禁なシーンどころか、そもそも人間の出てくるシーンがまったく見あたらないのだ。

　描かれているのはひたすらロボットのみで、ガムダンやオヴァに乗って戦っているパイロットの姿など一切描かれていない。

「は？　人間なんているわけないじゃないですか。ＺＺツインゼツトガムダン×オヴァ弐に号ごう機き本なんですから」

　当然のように理り科かは言う。

「メカ×メカ本ってやってるサークルが少ないんですよねー。みんなパイロットばっかりで。『ガムダン００ダブルゼロ』は主人公がガムダン激ラブな人だったので期待してたんですけど……駄目でした。みんなソゲキ×瞬しゆんばっかり描いてないで少しは智ち天てん使しガムダン×ダブルゼロガムダンにも目を向けてほしいものです」

　お前はいったい何を言ってるんだ。

「メ、メカ×メカ……？」

　理解できない顔で星奈が適当なページを開く。

　ガムダンがオヴァの後方、至近距離から巨大なバズーカ砲を撃っているシーンだった。

　台詞せりふをちゃんと読んでみる。




「ゲヘヘ、俺おれ様の自慢のハイメガバズーカの味はどうだ弐号機？」

「うぅぅ……ＺＺの太くて固くて大きいのが、ボ、ボクの奥に当たって！　しゅ、しゅごいよぉ！　ＺＺのたくましいモノにボク、貫かれちゃってるよぉ！」

「ハァハァ……どうだ……ここを攻められるのが弱いんだろう！　オラッ、お前のＤＴフィールドを貫いてやるぜ！」

「ら、らめぇ、ボク初めてだから優しくしてえ！　だ、だめ、そこはエントリープラグの挿入口なのぉっ！　そんな大きい二連装メガビームキャノンなんて入らないよぉ！　あぁ、やぶれるぅっ！　ＤＴフィールドやぶれちゃうぅっ！」

「くっ、せ、狭い……さすがにすごい締め付けだぜ。くっ、が、我慢できん……エ、エネルギー１７０％チャージ完了……も、もう限界だ、だ、発射だすぞ！」

「ああ、やめてっ、そ、そんなの、こ、壊れちゃうよぉっ、あ、あ、あ、キ、キミの熱いのがボクの中に、あ、あ、あ、ユニバァァァ～～～～～スッ!!」




　ドカーン。

　オヴァは爆発した。

　しかし次のページでは元に戻っていた。

　どうやら爆発はイメージ映像だったらしい。

「……？　？　？　？　？」

　星せ奈なは頭に大量のハテナを浮かべてぽかんとしている。

　理り科かはうっとりした顔で言う。

「……はぁ……何度読んでも素晴らしいです。特にＺＺツインゼツトと弐に号ごう機きが同時に絶頂を迎えるときの表情がもう最高ですね。こんないいアヘ顔を描ける作家はそうそういませんよ」

　ひょ、表情ときましたか……。

「……お前は頭がおかしい」

　夜よ空ぞらは冷や汗を浮かべながら言い放った。

　すると理科は遠い目をして、

「ふふ……最初からわかっていましたよ……誰だれも理解してくれないって……でも理科は負けません。己の生まれ持った業カルマを抱えながら、これからも強く生きていきます……」

「勝手にしてくれ。できれば俺おれの知らないところでな」

　孤独な自分に酔った口ぶりの理科に、俺はジト目で言った。





小こ鷹だかの三国志トーク（＆小こ鳩ばと加入フラグ②）







　放課後。

　俺おれは部活ではなく、図書室に寄って勉強していた。

　不良だというイメージを払ふつ拭しよくするための真面目まじめアピールという意味もあるが、単純に授業についていくためという理由もある。

　勉強はそれほど苦手ではなく、偏差値はどの教科も概おおむね中の上といったところなのだが、転校生のため授業で習った内容に他ほかの生徒とズレがあるのだ。

　前の学校では、数学はこの学校よりも多少進んでいたので授業も楽に感じる。

　国語と英語は教科書に載っている文章が全然違ったので転校当初は大変だったもののすぐ慣れた。

　生物は前の学校とやっている内容がほぼ同じなのでこれも大丈夫。

　問題は世界史で、ミッションスクールだからかこの学校では一年生の頃ころから中世ヨーロッパのことをやたら重点的にやっているらしく、今までいたどの学校でも習わなかったようなマニアックな知識があること前提で授業が進んでいく。

　歴史だけでなく神学や宗教学の分野の話もたまに入るため、授業にまったくついていけていない。

　歴代ローマ法王の名前を全員暗記してるのが当然ってどんなだよ。

　この学校以外でも歴史の授業は先生によってばらつきが大きく、三ヶ月かけて縄じよう文もん時代が終わらないとか、世界史なのになぜか平安時代のことばっかりやっているとか、三国志の話をやたら詳しくやる（こういう先生が一番多かった）とか、ナチスの話ばかりとか、まあ雑学の知識が増えて面白いといえば面白いのだが、先生の趣味に付き合わされる生徒は大変だ。

　ともあれ嘆いていても仕方ないので、俺はたまにこうして図書室で歴史の勉強をするようにしている。

　受験には絶対に出ないような内容の書かれた分厚い本をざっと流し読みしていく。

　この学園は二学期制なので定期試験は九月にある。

　今は七月上旬。

　今から夏休みの終わりまで世界史を重点的に勉強していけば、どうにか試験には間に合うだろう。

　と、そのとき。

　後ろから「げ」という嫌そうな声が聞こえた。

　振り向くと銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんのシスター服の少女──高たか山やまマリアがそこにいた。

「……よう」

　そういえば先生にタメ口というのはどうなのだろうかと少し迷いながらも、十歳の幼女に敬語を使う方が違和感があったのでとりあえず短くそう挨あい拶さつした。

　夜よ空ぞらもタメ口だったし、まあ問題ないだろう。

「なぜ夜空の手先が図書室にいるのだ……」

　心底嫌そうにマリアは言った。

「勉強してるんだよ」

「勉強？　腐くさったミカンの分際で生意気にも？　ははは、クズがいくら勉強したところで無駄だ。さっさと退学になってしまえクソが！」

　相変わらず口の悪い幼女シスターだった。

「そういうマリアは図書室になんの用なんだ？」

「決まっているだろう。部活の時間になったから夜空が帰るまで時間を潰つぶすのだ」

　不機嫌そうにマリアは答えた。

「べつに部室にいればいいのに……」

「夜空がいじめるからやだ」

　嫌われてるなあ夜空……まあ当然といえば当然か。

「いつも放課後はここに来てたのか？」

「うむ」

「それにしては姿を見かけなかった気がするけど……」

「いつも奥の方の、本棚に隠れて目立たない席に座っていたからな」

「なんでわざわざそんな席に？　夜空が図書室まで追いかけてくるわけでもないのに」

　するとマリアはふんぞり返り、

「そんなこともわからんのかバカめ。もしも他ほかのシスターに見つかったら、仕事サボってないで働けって言われるだろうが」

「仕事サボってないで働けよ」

「やだっ」

　そう言ってマリアは俺おれの前の席に座り、足をぱたぱたさせながら持っていた本を読み始めた。

　縦たて川かわ闇やみ鈍にぶの漫画『三国志』（全六十巻）の四十七巻だった。

「懐かしいな縦川三国志」

　俺が言うと、

「小こ鷹だかも読んだことがあるのか？」

「何度も。どの学校にも縦川三国志だけは置いてあるんだよな」

　漫画やライトノベルの品しな揃ぞろえは学校によってかなり違いがあるのだが、縦川三国志だけは俺おれが通ったほとんどの学校の図書室にあった。

　難しい本はちょっと苦手なので、漫画の少ない学校にいたときは三国志ばっかり繰り返し読んでいたこともある。

「そうか。三国志を読んでいるとはクズのくせになかなかやるではないか」

　マリアは愉快そうに言った。

「ワタシもこれで三十周目くらいだ」

「そんなに読んでるのか」

「うん。三国志だけは漫画なのに読んでもババアに怒られないのだ」

「ババア？」

「マザー・ケイト。ワタシの……上司みたいなものだ。とても怖いババアだ」

　苦々しげにマリアは言った。

　よくわからないが、普通の教師やサラリーマンと違ってシスター特有のルールがいろいろあるのだろう。

「面白いか？　三国志」

「うむ。大好きだ」

　嬉うれしそうに頷うなずくマリア。

「へー……ちなみに好きな武将は？」

「孔こう明めい！」

　マリアは元気よく答えた。

「へえ……孔明ね」

「孔明は頭がいいから好きだ。バカな敵をすごい作戦でたくさんぶっ殺すのだ。賢いワタシによく似ている」

　どちらかといえばマリアは孔明の策に翻ほん弄ろうされる敵将の側だと思ったが言わなかった。

「小こ鷹だかは誰だれが好きだ？」

「俺は……たくさんいるけど一番は張ちよう遼りようかな」

「はぁ～？　ちょ～りょ～？」

　俺が答えるとマリアはめちゃくちゃバカにした顔でけたけたと笑った。

「あんな地味なやつが好きなんて小鷹は見る目がないなあ！　張遼なんて関かん羽うを説得するところくらいしか見せ場がないじゃないか！」

　む……ちょっとカチンときたぞ。

「たしかに蜀しよくメインの縦たて川かわ三国志だと曹そう操そう側のシーンが大幅にカットされてるから張遼の出番も少ないけど、実際はめちゃくちゃ凄すごかったんだぞ張遼。他ほかの三国志漫画では大活躍だし、知勇に優れた名将の中の名将だ」

「む……他の三国志漫画は知らないな……。じゃ、じゃあ孔明とどっちが強いのだ？」

「張ちよう遼りようが活躍したのは主に呉ごとの戦いで、たしか孔こう明めいとは直接戦ってないからな……でも張遼は凄すごいぞ。まず張遼は若い頃ころは呂りよ布ふの部下で──……」

　俺おれはマリアに、いかに張遼が凄い武将であるかを話して聞かせた。

　………………

　………

　……

　十五分後。

「す……スゲー！　張遼スゲーのだ！」

　話が終わると、マリアは目をキラキラさせて言った。

「張遼は強くてかっこいいな！　張遼に比べたら孔明なんて負け組のうんこだな！」

「そうだろう」

　まあ孔明は孔明で凄いと思うけど、俺はあまり好きじゃない。

　マリアが張遼を気に入ってくれて何よりだ。

「小こ鷹だかはいっぱい知ってるなあ。張遼の他ほかには誰だれが好きなのだ!?」

　キラキラした目を向けてくるマリア。

「俺が二番目に好きなのは魏ぎ延えんだな」

「ええ～、ぎえん～!?」

　俺の答えにマリアは汚いものを見るような顔をした。

「魏延なんて裏切ってぶっ殺されたただの間抜けうんこだろー。魏延の裏切りを予知していた孔明の方がよっぽど偉いんだぞ！」

　うーん……演義準拠の縦たて川かわ三国志のイメージだとやっぱりそうなるか。

「たしかに中国では魏延めちゃくちゃ嫌われてるけど、それは孔明を持ち上げるために作られた悪いイメージだ。孔明と折り合いが悪かったせいで貶おとしめられた不幸な武将なんだ魏延は。げんに劉りゆう備びは魏延をすごく重用してたし、魏延も立派にその信頼に応こたえてた。最近は魏延を悲劇の忠臣として描いてる作品も多い」

　俺は魏延がいかに劉備に忠義を尽くしていたか、そして人付き合いに失敗したせいで悲劇的な最さい期ごを迎えてしまった切なさをマリアに語って聞かせた。

『裏切りそうな顔だから』なんて理由で信用されなかったなんて、可哀かわい想そうすぎる。

　まったく他人とは思えないぜ魏延……。

　……十五分後。

「ぎ、魏延っ！」

　俺の話が終わると、マリアは魏延に対し同情の涙を流した。

「うううっ、な、なんて可哀想なやつなのだ魏延！　魏延は頑張ったのに！　いっぱい頑張ったのに！　孔明は最悪だな！　あのうんこ野郎は地獄に堕おちればいいのだ！」

　まあ孔こう明めいもいっぱい頑張ったと思うけど、魏ぎ延えんのことがあるので俺おれはどうしても好きになれない。

「よし小こ鷹だか！　張ちよう遼りようと魏延がいっぱい出てくる漫画を教えるのだ！」

「そうだなあ……」

　俺は幾つかの三国志漫画のタイトルを挙げた。

　マリアはふむふむと頷うなずきながら自分の腕にマジックでそれらのタイトルをメモすると、

「よし、それじゃあさっそくババアにおねだりしてくる！」

　元気よく席を立ち、マリアはどたどたと図書室を出て行ってしまった。




　……その後勉強を切り上げた俺が部室に向かう途中、礼拝堂チヤペル内にある『反省室』の前を通りかかると、その中で『わたしはおしごとをさぼりました。ごめんなさい』という手書きのプレートを首から下げて正座しているマリアを見かけた。

　どうやらおねだりは失敗したらしかった。





　　






「というわけで今日は張遼と魏延ファンを一人増やしたよ」

　夕食のとき、俺は小こ鳩ばとに今日の成果を話して聞かせた。

「……我は三国志は好かぬ。漢字が難しいゆえに」

　話を聞いた小鳩は、なぜかぶすっとした顔でそう言った。

「明日マリアに何冊か三国志漫画持って行ってやろうかな。どれにしよう」

「……そんなことを考える暇があったら、我に捧ささげる供く物もつについてもっと考えよ」

　不満そうに言う小鳩。

「あー……」

　最近供物……まあ要するに晩飯のことだが、時間がなくてクオリティが落ちているしメニューもワンパターンになりがちだ。

　部活をやっているのでどうしようもないのだが、小鳩としてはやっぱり不満だろう。

　最近妙に機嫌が悪いのも多分そのせいだ。

　ご飯が美お味いしくないと人間不機嫌になるものだし。

「まあできる限り頑張ってみるよ……」

　とりあえずそう言って誤魔化す俺だった。





ロマンシング佐さ賀が







　いつものように放課後部室に行くと、夜よ空ぞらと星せ奈なと幸ゆき村むらと理り科か、そしてマリアがいた。

　夜空と理科は本を読み、幸村はポット前で待機。

　星奈は部室のテレビでＰＳのギャルゲー。

　前に聞いた話では、ゲームの中に吸い込まれてしまった主人公がゲームの中の美少女たちと仲良くなりつつ現実世界に戻る方法を探すというストーリーらしい。

　マリアはちょこんとソファに腰掛けて美お味いしそうにポテチを食べていた。

「小こ鷹だか小鷹！　夜空がポテチをくれたのだ！」

　俺おれに気づくと、マリアは嬉うれしそうに報告してきた。

「へえ……夜空がね……」

　俺が疑惑の目を夜空に向けると、夜空はしれっと、

「マリアにはいつも世話になっているからな。そのお礼だ」

「ふふん、夜空もやっとワタシのありがたみがわかったか！」

「ああ、感謝しているぞマリア。だから約束を忘れるなよ」

　やっぱりなにか裏があった。

「まかせておけ！　この部に予算を認めさせるように掛け合ってやる」

「ああ。成功を期待している。失敗したらお前のパンツをブルセラショップに写真付きで売るからな」

　とんでもない条件だった。

「……具体的な活動内容さえはっきりしない部に、予算なんて下りるのか？」

　俺が小声で指摘すると、夜空はあっさり頷うなずいた。

「恐らくは無理だろうな。まあ１００円のポテチで予算が下りてくれたらラッキーくらいのつもりでいる」

「ブルセラショップにマリアのパンツを売るってのは？」

「今のところ冗談のつもりだが、そのときの私の気分次第だな」

「こわ……」

　そこでふと気づく。

「……しかしお前って、エロゲーや同人誌には破は廉れん恥ちとか言うのに、レイプだのブルセラショップでパンツ売るだのは平気で口にするんだな」

「レイプはただのレイプで、パンツを売るのはただの商売だろう？」

　ただのって言い方はどうかと思いつつ、

「じゃあエロゲーや同人誌は？」

　するとなぜか夜よ空ぞらの顔が赤くなり、




「…………あ、愛……」




　夜空がボソリとなにか呟つぶやいたけど、声が小さくてよく聞こえなかった。

「？　今なんて？」

「な、なんでもない！　とにかくああいうのは破は廉れん恥ちだ！」

　慌てた様子の夜空。

　よくわからないやつだった。

「まったく……どうしてあんなゲームがこの世に存在するのだ……」

　ぶつぶつ言いながら夜空は星せ奈なの方に目を向ける。

　星奈はというと、なにやらコントローラー片手にうっとりした表情でテレビ画面を見つめていた。

　画面からは優しいメロディーとともにスタッフロールが流れ、同時にゲーム中の場面らしいグラフィックが代わる代わる表示されている。

　どうやらゲームのエンディングのようだ。

　やがてテロップが終わり、『ＦＩＮ』の文字が表示される。

　そこで星奈はぽつりと呟いた。




「……ゲームの中に入れたらいいのに……」




「うわ……」

　夜空が気持ち悪いものを見るように顔をしかめた。

　たしかに今の発言は俺おれもちょっと引いたけど。

　冗談ならともかく、星奈の表情は物語に没ぼつ入にゆうしたままで、明らかに無意識のうちに口をついて出た言葉だった。

「！　あ……！」

　ハッと我に返った星奈が、引いている俺と夜空に気づいて顔を赤くした。

「ち、違うわよ!?　今のはただの冗談っていうか、言ってみただけだからね!?　現実とフィクションの区別くらいついてるから！」

　と、そこで理り科かが口を開く。

「星奈先輩はゲームが好きなのですか？」

「ま、まあ、それなりにね」

　誤魔化すように星奈が言った。

「……なにがそれなりだ」と夜よ空ぞら。

「ゲームの世界に入れるとまではいきませんが、似たような体験ができるゲームでしたら持ってますよ」

「ホントに!?」

　理り科かの言葉に星せ奈なは目を輝かせた。

「はい。まだ開発中の段階ですがそこそこ遊べると思います」

「なんでそんなの持ってるんだ？」

「ちょこちょこ開発のお手伝いをしていたら試作品ということでいただきました。一応テストプレイをするように頼まれたのですが多人数で遊ぶタイプのゲームなので放置していました。やりますか？」

「やるわ！」

　星奈が即答し、「まあ暇つぶしにはなるか」と夜空も賛成した。

「では理科室から持ってきます」





　　






　理科がダンボールに入れて運んできたのはごついゴーグルのような機械だった。

「これ、装着すると目の前にゲーム画面が広がるってやつか？」

「その通りです小こ鷹だか先輩。ヘッドマウントディスプレイです」

「ＳＦ系の漫画とかラノベのゲーム機って大抵こういうやつだよな。実際に見るのは初めてだけど」

「べつにこれは未来のゲームのアイテムというわけではありませんよ。理科たちが生まれる前からそれなりのレベルのものが完成していたのですが、ゲーム機用に普及するまでには至らなかったようです」

「なんでだ？　コストの問題とか？」

「見た目が間抜けだからじゃない？」と星奈。

「知りませんけど、理科的には星奈先輩の方が正解だと思います」

　さらりと理科は言った。

　……たしかに頭にヘルメットとかバイザーみたいなのをかぶって本人にしか見えない画面でゲームに興じている姿は傍はた目めからは間抜けかもしれなかった。

「ともあれ、その間抜けさを乗り越えてでも使う価値があるとして世界のラージハード社から満を持してそのうち世に送り出されるかもしれないのがこの最新型ヘッドマウントディスプレイ『バーサルボーイ』です」

　理科はさらに自分の鞄かばんからノートパソコンを取り出しテーブルの上に置き、

「で、『バーサルボーイ』と同時発売でリリースされる予定の専用ソフト、ファンタジーＲＰＧ『ロマンシング佐さ賀が』のテスト版がこのパソコンにインストールされています。それを今からみんなでやってみましょうというわけです」

「……なんで佐賀？」

　俺おれが素朴な疑問をぶつけると、

「ラージハード社が佐賀県の会社だからです。ふふふ、某極小microソフト社のパロディネームだとでも思いましたか？」

「……お前の言うことはたまに本気で意味不明だな」

　ともあれ俺たちは『バーサルボーイ』とゲーム操作用のゲームパッドを受け取り、頭に『バーサルボーイ』を付けた。

　頭の上半分をほとんど覆おおってしまうほどの大きさだったが見た目ほど重くないため、長時間プレイしても首が疲れることはなさそうだ。

「真っ暗で何も見えないぞー」

　マリアが言った。

「今ソフトを立ち上げていますからもう少し待ってください」と理り科か。

　バーサルボーイとパッドはともに無線で、理科のＰＣからデータが送受信されるらしい。

　しばらく待っていると、画面に『ラージハード』の社名ロゴが表示され目の前が急に明るくなり、美しい山河や草原が広がった。

「おおー」

　映画館のスクリーンよりも迫力がある、まるで自分がその場にいるかのような映像に、みんなが歓声を上げる。

　耳元のヘッドフォンから、荘厳な音楽とともに渋い男の声でモノローグが聞こえてくる。




　佐賀──そこは最後のフロンティア。




「なんでだよ！」

　思わず声に出してツッコんでしまった……。




　東とう京きようの人に「佐賀県の位置はどこでしょう？」と質問しても九割以上の人が答えられず、それどころか「サガ県なんてあったっけ？　あ、わかった、ひっかけ問題でしょ？　本当は滋し賀が！」とかのたまう輩やからまでいる始末──。




「おい、なんか佐賀県民の愚痴みたいになってるぞ!?」




　ふざけんなよ……お前らふざけんなよ！　たかが一文字違いなのに！　琵び琶わ湖こがあるからって調子に乗るなよ滋し賀がが！




「ナレーションでキレた!?」

　しかも東とう京きようじゃなくて滋賀のほうに怒るんだ……。




　時の佐さ賀が県知事は、「九きゆう州しゆうにある七つの県っていうと、福ふく岡おか、長なが崎さき、熊くま本もと、大おお分いた、宮みや崎ざき、鹿か児ご島しまに……あと一つなんかあったっけ？　あ、そうか沖おき縄なわか！」などと言われがちな状況に終しゆう止し符ふを打つべく、異世界から魔王を召喚し、その力で佐賀県をメジャーにしようと企んだ──。




　ツッコまない……！　俺おれはもうツッコまないぞ……！

　画面が切り替わり、おどろおどろしい雰囲気の城じよう塞さいが目の前に現れる。

　画面の下側にその城の名前が表示される。




　──ヴァルハラ城──




「なんかオープニング長いので飛ばしますねー」

　突然理り科かの声が耳元で聞こえ、画面がブラックアウトした。

「え!?　ちょ、気になるんだけど！　佐賀県のヴァルハラ城が超気になるんだけど！」

　星せ奈なの声も耳元のヘッドフォンから聞こえた。

　喋しやべると他ほかのプレイヤーにも『バーサルボーイ』を通して声が伝わるようになっているらしい。

　しかしそんなことより俺もヴァルハラ城が気になった。

「ざっと説明すると、みんなで協力してヴァルハラ城の魔王を倒すのが目的です。魔王を倒したあとは他の県を征服する展開になるんですけど、それはインターネットに繫つながないと遊べません」

　ヴァルハラ城についてはスルーして理科が説明する。

「ではこれからキャラメイクに入りますが、外見を細かく設定していると時間がかかるので今回は理科が皆さんの姿をもとにあらかじめ作っておきました。選ぶのは職業だけです。ゲーム内で変更できますので好きなのを選んでくださいな」

「ふむ……」と夜よ空ぞらの声。

「問題ないわ。最初から自分そっくりの外見にするつもりだったし」

　星奈が言う。

　そしてキャラメイク画面になる。

　真っ暗な空間で、俺おれの目の前に大きな鏡だけがあって、その中にいかにもファンタジー世界の村人っぽい普通の服を着た俺が映っている。

　ゲーム内で再現された俺の姿は服装以外現実の俺にそっくりで、まるで本物の鏡でも見ているようだった。

　鏡の横にウインドウが表示され、中には選べる職業のリストがあった。

　どうやらパッドで選択肢を選ぶらしい。

　なんかざっと百種類くらい職業があったのでどれにしようか迷ったのだが、とりあえず目についた『魔法使い』を選んだ。

　ファンタジーものの定番職業だから、ハズレということはないだろう。

　職業を選ぶと、鏡が大きく画面いっぱいに広がり、いつの間にか俺は見渡すばかりの大草原に立っていた。

　演出凝ってるなあ……。

　感心していると、

「小こ鷹だか先輩」

　後ろから（立体音響でちゃんと後ろから聞こえた）声をかけられる。

　振り向く（移動や方向転換はパッドで操作する）と、理り科かがいた。

「……なんだその格好は」

　啞あ然ぜんとする俺。

　理科の格好は、下は尻しりが見えそうなほど短くカットしたデニムショートパンツに、上はほとんど下着みたいなチューブトップという非常に露出度の高いものだった。

　腰にはガンベルトを巻き左右のホルスターに拳けん銃じゆうが入っている。

「ガンナーを選んだらこうなりました」

「すげえ格好だな……」

「先輩だってかなりすごいですよ」

「そうなのか？」

　目線を動かしても自分の姿を見ることができない。

「メニューを呼び出して『装備』を選べば自分の姿も確認できますよ」

　言われたとおり装備を選ぶと、職業選択のときのように目の前に鏡が出現した。

「なんだこれ!?」

　啞然とする俺（その表情まで忠実に再現されているのは驚きだった）。

　鏡に映っていたのは、下はケミカルウォッシュのジーンズ、服はアニメ調の美少女が大きくプリントされたＴシャツの上によれよれのネルシャツ、頭にはバンダナをハチマキのように巻いた、なんというか、テンプレート的すぎて秋あき葉は原ばらでも実はそんなにいないような、いわゆるオタクっぽい格好をした俺おれだった。

「お、俺、職業は魔法使いを選んだはずだぞ!?」

　防具の名前を確認しても、ちゃんと「魔法使いの服」「魔法使いのズボン」「魔法使いのバンダナ」と書いてある。それがなぜこんな格好に!?

「ネット上には一つの都市伝説がありまして」

　理り科かが淡々と言う。

「ネットの都市伝説？」

「曰いわく、『三十歳になるまで童貞を守り続ければ魔法使いになれる』と。今の小こ鷹だか先輩の格好は、三十まで童貞を守り通し見事魔法使いになった男に相応ふさわしい格好です」

「そんな魔法使いイヤだ……普通のファンタジーみたいに杖つえ持ってローブ着てる人がよかった……」

「クリエイターの遊び心というものですね。理科はあまりネット層に媚こびたネタはやめた方がいいと忠告したのですけど。あの人たち、怒らせると面倒なくせに味方にしてもアテになりませんから」

「いや知らんけど……まあ装備は替えればいいか……」

　俺は嘆たん息そくし、気を取り直してどんな魔法が使えるのか『魔法』の項目を確認してみる。

　……魔法は一つもなかった。

「おいなんで魔法使いなのに魔法覚えてないんだよ！」

「所しよ詮せんは都市伝説ですから。魔法使いというのは三十歳童貞に与えられるいわゆる名誉称号ですね」

「それ職業じゃねえだろ！」

「そもそもたとえ実際に魔法が存在するファンタジー世界であろうと、魔法使いという職業などあり得ないのです。魔法を使えることそれ自体より、魔法を使って何を成すかが大切なのだと思います」

「テキトーにそれっぽいこと言われても誤魔化されないぞ！」

　と、そのとき。

　俺たちの前に三つの光の球が出現し、中から星せ奈なと夜よ空ぞら（？）と幸ゆき村むら（？）が現れた。

「ぷっ、なにあんたその格好」

　さっそく星奈が俺の格好を見て笑った。

「……言っとくけど、お前も人のこと言えないからな？」

「はあ？」

　怪け訝げんな顔で星奈はメニュー画面から目の前に鏡を呼び出し、啞あ然ぜんとして叫んだ。

「なによこれ!?」

　星奈の格好は上はサラシのみ、下は作業ズボンという、色気があるんだかないんだか果てしなく微妙な服装だった。

　右手には巨大なハンマーを装備している。

「あたしは鍛か冶じ屋やを選んだのに!?」

「あー、言われてみれば鍛冶屋っぽいかもな……」

　俺おれが言うと星せ奈なは不満そうに、

「違うわよ！　鍛冶屋ってのはもっと洗練された服を着て魔法で呼び出したカタナを振るって華か麗れいに敵をやっつけるみたいな……！」

「どこの世界にお洒落しやれな格好でカタナを華麗に操る鍛冶屋がいるのですか」

　理り科かが呆あきれたように言った。

「『聖剣のブラックスター』の主人公ルーカスはそうなのよ！」

「ゲームと現実を混同しないでください」

　いやこれもゲームなんだけど……。

「ちなみに『ロマ佐さ賀が』の鍛冶屋は見ての通りハンマーで敵を叩たたき潰つぶすバリバリの肉弾系ジョブです。魔法は一切使えず魔法抵抗力も低く、魔法を受ければすぐに死にますし睡眠や混乱などのバッドステータスにも陥りやすいので注意してください」

「……開発者は鍛冶屋さんになんか恨みでもあるのか」

「あーあ、失敗したわ……こんなのあたしに一番似合わない職業じゃない……」

　ぶーたれる星奈。

「……そうでもないぞ」と俺は夜よ空ぞらの方を指さした。

「え？　──ぶっ」

　夜空を見て星奈は噴いた。

　ぶすっとしている夜空の格好は、デフォルメされた巨大な薔ば薇らの着ぐるみで、茎の部分から顔と手足が出ているだけだった。

「……な、なにそれ？」

「…………『薔薇少女』というのを選んだらこうなった」

　薔薇少女というより妖よう怪かい薔薇女だった。

「『薔薇少女』って名前のアニメなら聞いたことあるな」と俺。

　ちょっと前に小こ鳩ばとが観みていたアニメで、ゴスロリ姿の少女たちがなんか戦っていた。

「……私もほとんど名前しか知らないのだが、すごい人気作品だと小耳に挟んだことがある。とある政治家が空港で『薔薇少女』の原作コミックスを読んでいたというだけで『ローズ閣下』と祭り上げられ人気者になったという伝説があるくらいだ。だから隣りん人じん部ぶの部長に相応ふさわしい職業だと思ったのだが……」

　憮ぶ然ぜんとした顔で夜空は言った。

「その職業は、前に理科が開発者の人に『最近は薔薇少女っていうのが流は行やってますよ』と言ったら取り入れちゃったみたいです。よく調べもせず名前からのイメージだけで。設定をそのまま使うわけにもいかなかったのでしょうけど。能力的には前衛タイプで攻撃力、物理防御、魔法防御など全体的にかなり高く設定されています」

「……ふん。強いならまあいいか」

　そう言って夜よ空ぞらはその場でくるっと回ったりぴょんぴょん飛び跳ねたりした。

「……もしかして気に入ってるのか？　その着ぐるみ」

「……べつに」

　夜空の声音には少し誤魔化すような色があった。

「あにき。わたくしのはどうですか」

　幸ゆき村むらが寄ってきて、俺おれの目の前でくるっと回転してみせた。

「……まあ、その、強そうだな」

　幸村の姿は、鎧よろい武む者しやだった。

　真っ赤な大鎧で、兜かぶとは頭全体を覆おおい顔も目以外は面めん頰ぼおで完全に隠れている。

「幸村さんの職業は見ての通り『サムライ』ですね。前衛で戦う職業です」

「ふうん……って、あれ？」

　はたと気づく。

「星せ奈なと夜空と幸村が前衛で、理り科かが遠距離攻撃で、俺は──」












「小こ鷹だか先輩は役立たずですね」

「……俺おれは役立たずで、回復役が一人もいないな」

　ダメージを受けたらヤバそうだ。

「マリアが僧そう侶りよを選ぶのではないか？　シスターだし」と夜よ空ぞら。

　みんなしてマリアを待っていても、なかなかマリアは現れない。

「ちょっと見てみます」

　理り科かが『バーサルボーイ』を外した。

　数秒後、

「マリア先生寝てます」

「……ポテチを食べてお腹いっぱいになったか……使えない幼女だ」

「仕方ないわね。五人で行きましょう」

　星せ奈なが言って歩き出した。

「どこへ行くんだ？」

「あそこじゃないの？」

　星奈が指さした先、かなり離れた場所に、西洋の城を安っぽくしたような、田舎のラブホみたいな建物があった。

「そうです。あれが魔王のいるヴァルハラ城です」と理科。

「いきなり魔王を倒しに行くのか!?」

「魔王を倒すまでのオフラインモードは、いわばチュートリアルですからね。倒したあとに始まるオンライン専用モードが本番です」

「チュートリアルで倒される魔王って酷ひどいな」

「しょせんは佐さ賀が県の魔王ですから」

「その発言も酷いな！」

　俺が理科にツッコんだそのとき。




　ギシャアアアアアア────────ッ!!




　不気味な鳴き声とともに、いきなり土の中から無数の怪物が出現した。

「うわ!?」「ひゃっ!?」

　夜空と星奈が悲鳴を上げる。

　夜空までこういう反応をするのは珍しいな。

「もののけが現れましたね」

　まったく動じた様子もない幸ゆき村むら。

「なにこのエイリアン……超キモいんだけど……」

　嫌悪感もあらわに星せ奈なが言う。

　現れた怪物の群れは、背の高さは俺おれたちより少し小さい程度。

　魚に手足が生えて直立歩行しているような怪物──いわゆる半魚人で手にはそれぞれ槍やりを持っている。

　印象的なのはその顔で、まるでエイリアンのような輪りん郭かくの頭に、目はなく、大きな口に凶悪な見た目の牙きばがずらりと並んでいる。

　魚なのに鱗うろこも退化しており、まるで両生類のようにてらてらと不気味に光る青みがかった灰色の全身が生理的嫌悪感を誘う。

　俺はその特徴的な顔に見覚えがあった。

「ワラスボ……ワラスボじゃないか……！」

「ご存知でしたか。博識ですね小こ鷹だか先輩」

「なんなのだワラスボというのは……深海魚か？」

　気味悪そうに夜よ空ぞらが尋ねてくる。

「深海魚じゃない。ワラスボ……九きゆう州しゆう、有あり明あけ海かいの沿岸に生息するハゼ科の魚だ。九州に住んでたとき食ったことある」

「……あれを食べたのですか。さすがあにきです」

　幸ゆき村むらも少し戸と惑まどった様子だった。












「この人たちは一番のザコ、『ワラスボ兵士』ですね。このゲームの敵は基本的にワラスボがベースで、他ほかにも『ワラスボ騎士』や『ワラスボ魔道士』などがいるそうです。見た目がエイリアンみたいなのでモンスターにピッタリということで採用されました」

「見た目、か……」

　理り科かの言葉に俺おれは悲しい気持ちになる。

「ふうん……じゃあとりあえずぶっ殺すわよ」

　星せ奈ながハンマーを構えた。

　理科が銃を、幸ゆき村むらがカタナを抜き、夜よ空ぞらが腕から蔦つたを伸ばす。

「ま、待ってくれ！」

　俺は衝動的に、臨戦態勢に入った仲間たちの前に飛び出していた。

「見た目が怖いだけでモンスター扱いなんて可哀かわい想そうじゃないか！　ワラスボだって、好きでこんな姿に生まれたわけじゃないんだ！」

　自分がおかしな行動をしていることはわかっている。

　こいつらはゲームのモンスターで、プレイヤーに倒されるために作られた存在だ。

　だが小学生のとき九きゆう州しゆう（福ふく岡おか県）に引っ越してワラスボという魚を知ったあの日から、俺はワラスボに親近感を覚えていた。

　顔が怖いというだけで人からエイリアンだの深海魚だのと気味悪がられる、そんなワラスボに自分自身を重ねていたのだ。

「頼む……こいつらを見逃してやってくれないか……」

　懇願する俺に、

「……優しいんですね、小こ鷹だか先輩」

「ふ……」

　理科と夜空は優しく微笑ほほえみ、

「……ま、あんたらしいかもね」

　星奈が苦く笑しようし──、




　バキューンッ!!　どげしっ!!　グサッ!!




　理科の銃弾がワラスボ兵士Ａの頭を撃ち抜き、星奈の巨大ハンマーの一撃がワラスボ兵士Ｂを頭から叩たたき潰つぶし、夜空の薔ば薇らの蔦が伸びて鋭い槍やりのようにワラスボ兵士Ｃの身体からだを貫通した。

「「「ピギャアァャャアアアギャアアァァァァ──────ッ!!」」」

　あまりにも痛々しい断末魔の悲鳴とともにやたらリアルな紫色の血しぶきを上げながら死んでいくワラスボ兵士たち。

　息絶えたワラスボ兵士の死体は地面に吸い込まれるように消えていく。

「ワ、ワラスボ────ッ!!」

　俺おれは悲鳴を上げた。

「なんでだよ!?　なんで殺すんだよ!?」

「え、だってキモいし」

　抗議する俺に星せ奈なはあっさり言い放った。

「いや、ここは普通、俺の説得に免じて見逃してくれる場面だろ!?」

「小こ鷹だか先輩の気持ちはわかりますが、経験値を稼がないと先に進めません」

　理り科かが淡々と言った。

　あの優しげな微笑ほほえみはなんだったんだ。

「小鷹。彼らの命は無駄ではない。経験値として私たちの中に生き続ける」

　超どうでもよさそうに白々しい台詞せりふを吐いて、夜よ空ぞらは残りのワラスボ兵士に触手で攻撃を仕掛ける。

　星奈と理科も目についたワラスボ兵士を片っ端から虐殺していく。

「あ、幸ゆき村むらー。そいつまだ生きてるからとどめさしといてー」

「わかりました。星奈のあねご」

　幸村は星奈のハンマーで胴体を叩たたき潰つぶされて頭だけぴくぴくと動いているワラスボ兵士の首を微み塵じんの容よう赦しやもなくカタナで刎はねた。

「武士のなさけです」

　どことなく嬉うれしそうに言って幸村も戦闘に加わり、血まみれになりながらワラスボ兵士を華か麗れいな剣技で次々に斬きっていく。

　ワラスボ兵士たちは抵抗することもなく虐殺されていった。

「……そういえばなんで攻撃してこないんだ？」

「未完成品なのでまだ敵の行動パターンがプログラムされていないようですね」

　俺の隣で銃を撃ちまくりながら理科が答えた。

　切ない……切なすぎるぜワラスボ……。

「……まさこ……よしお……すまないな……父さん、ここまでみたいだ……」

「ごめんな……にいちゃん、あの約束、守れそうにない……」

「死にたくない……生きるんだ、オレは……必ず生きて帰ってあいつに…………」

　敵の数が三分の一ほどになったときワラスボたちがいきなり喋しやべりだした。

「なにこれ感じ悪っ！」

　星奈の動きが止まる。

「恐らくは、敵にも敵なりの戦う理由があることを示すことによりプレイヤーに自分のやっていることは本当に正しいのかという疑問を投げかけ、単なる勧かん善ぜん懲ちよう悪あくの物語に終わらない深みを持たせようとしているのだろう」

　分析しながら夜よ空ぞらが一体のワラスボ兵士の頭を蔦つたで叩たたき潰つぶした。

　ぐしゃっ。

「……作り手の意い図とを完かん璧ぺきに理解しておきながらそれでも躊ちゆう躇ちよなく殺やってしまう夜空さんマジパネェっす」

「そう褒ほめるな小こ鷹だか」

「褒めてねえよ！」

「武士のなさけです。せめてくるしまぬように」

　幸ゆき村むらも「来月には子供が生まれるんだ……！」だの「生まれ変わったら貝になりたい」などと悲痛な台詞せりふを吐くワラスボ兵士の首を淡々と刎はねていった。

　……戦いが始まって五分ほどで、ついにワラスボ兵士たちは全滅した。

「最初の戦闘で五分は長いですね。数も多すぎます。要バランス調整ですね」

　理り科かは淡々と言った。

　と同時にファンファーレが鳴り響き目の前に『レベルアップしました』という文字が表示される。

「戦ってない俺おれにも経験値は入るのか……」

　一応ステータスを確認してみたが、ＨＰ生命力がわずかに上がっただけ。

　念のためスキル欄も開いてみると、スキルを一つ覚えていた。

「お？」

　期待しながらさっそく説明を読んでみた。




　スキル『明日を信じる』

　効果説明──信じているだけでは何も起きません。実際に行動しなければ現実は何も変わりませんよ。




「うざっ！」





　　






　俺たちはヴァルハラ城へとひたすら進み続けた。

　以前プレイした『モン狩』と違って仲間に攻撃することができない仕様のため夜空と星せ奈なが仲間割れすることもなく、順調に進んでいく。

　ワラスボ兵士だけでなくワラスボ騎士やらワラスボ魔道士などが次々に出現して行く手を阻んできたが、出現するだけで何も攻撃してこないので敵というよりただの経験値の塊でしかなかった。

　レベルアップを重ね、夜よ空ぞらたちはどんどん新しい魔法や必殺技を覚えてパワーアップしていく。

　俺おれはというと『同級生に子供が生まれた話に耳を塞ふさぐ』だの『明日から頑張ろうと思う』だの『おいババア、パチンコ行くから小こ遣づかいくれよ』だの『闇やみ金きんで借金して人生終了のお知らせ』といったイライラするスキルばかり習得していた。

　やることもないので戦闘ではとりあえず語感的には一番前向きな『明日を信じる』をひたすら使い続けていたが虚むなしさが募つのるばかり。

　敵を虐殺していく仲間たちを横目に、俺はワラスボのことを考えていた。

　九きゆう州しゆうに住んでいた頃ころはまだ小学生だったので自分で調理したことはないが、父さんの知り合いの店で食べたワラスボはとても美お味いしかったことを覚えている。

　見た目がグロ怖すぎて泣いてしまった小こ鳩ばとのぶんまで俺はワラスボの塩焼きや天ぷらをお腹いっぱい食べた。

　この街でもワラスボは手に入るだろうか？

　自分の手でワラスボを料理してみたい。

　塩焼き、天ぷら、刺身、蒲かば焼やき、ワラスボパスタ、ワラスボカレー、ワラスボのハンバーグ、かまぼこ……夢は広がる。

　そんなことを考えながら進み、ついに俺たちは魔王のところまでたどり着いた。

　魔王もワラスボだった。

　魔王だけあってワラスボ兵士の十倍以上の大きさで、なんか魔王っぽい禍々しい鎧よろいを纏まとい、手には巨大な斧おのと盾を持っている。

　ワラスボ魔王はいきなり襲いかかってきた。

「いきなり襲いかかってくる魔王ってなによ!?」

　先頭にいた星せ奈なが慌てて魔王の攻撃を回避して叫ぶ。

「魔王の台詞せりふもまだ用意されてなかったみたいですね」

　銃で魔王を撃ちながら理り科かが言う。

　ぱんっ！　ぱんっ！

　銃弾が魔王にヒットする。しかしまったく魔王に効いている様子はない。

「さすが魔王、堅いですね……」

「どりゃあああああ!!」

　星奈が雄叫おたけび　を上げてハンマーを振りかぶり魔王に突撃。

　しかし魔王はその一撃を盾でガード。

　斧を振りかぶって反撃し、星奈の右腕を深々と切り裂いた。

　傷口からやたらリアルな血が流れる。

「だ、大丈夫なのか!?」

「痛……くはないけど、イヤな気分ね……。一撃でＨＰ半分近く減っちゃったし……」

　顔をしかめ星せ奈なが答え、

「でもやっぱり戦いはこうでなくっちゃ面白くないわ。相手が強ければ強いほど勝ったときの喜びは大きいのよ」

　なにやらかっこいいことを言いつつ星奈は再びハンマーを構える。

「攻撃した直後の隙すきを狙ねらえば……！」

　接近する星奈に、魔王が攻撃を仕掛けてくる。

　巨体なのに凄すさまじいスピードの連続攻撃で、星奈はかわすのがやっとの様子だった。

「ああもう！　これじゃ攻撃できないじゃない！」

「肉！　私のスキル『ローズガード』を使えば、敵の斬ざん属性攻撃を一度だけ無効化できる！　かまわず正面からつっこめ！」

　夜よ空ぞらが叫んだ。

「！　それなら攻撃を食らっても大丈夫ってわけね！　だったら全力で『爆ばく砕さいハンマー』をたたき込んでやるわ！」

　星奈がいったん魔王から距離をとり、必殺の一撃を繰り出すべく突進する。

　星奈の習得している中でも最強の威力を誇る技『爆砕ハンマー』は、破壊力絶大だがそのぶん隙が大きく当てるのが難しい。

　しかし夜空の攻撃無効化スキルで星奈を守れば正面から確実に技をヒットさせることができる。

　これならいける……！

「爆砕……ハンマァァァァァ──────ッ!!」

　ハンマーが三倍ほど大きくなり爆炎を纏まとう。

　接近してきた星奈に魔王が斧おのの一撃を放つ。

　星奈の攻撃より魔王の攻撃の方が速い、しかしこっちには夜空の『ローズガード』が！

「夜空！」

　俺おれが夜空に叫ぶ。

「ふむ……壁のグラフィックもかなりリアルだな」

　……夜空はよそ見をしていた。

「夜空ああああぁぁぁ────っ!?」

　それが星奈の最さい期ごの言葉だった。

　ズビシュウウウ────…………。

　魔王の一撃により星奈の身体からだは一刀両断され、血しぶきを上げて地面に吸い込まれていった。

「夜よ空ぞら……」

　ジト目を向ける俺おれに、夜空はすました顔で、

「私はただ『ローズガードで攻撃を無効化できる』という事実を言っただけだぞ。使ってやるとは一言も言っていない」

「正面からつっこめって言ったのは？」

「あれはさっさと魔王に突撃して死ねという意味だ」

　相変わらず外げ道どうだった。

　仲間に攻撃できない仕様のゲームでさえ殺やりにかかるか……。

「あ、あんたねえ！　なにやってくれんのよ！　壁のグラフィックなんて今どうでもいいでしょうが！」

　星せ奈なの身体からだが消えた場所から青白く半透明状態になった星奈の幽霊が出現し、夜空にハンマーを何度も叩たたきつける。

　しかしハンマーは夜空の身体をすり抜けるだけ。

「ふん、無駄だ！　このゲームでは死者はなにもできない。つまり貴様の負けなのだバカな肉幽霊め！」

　罵ののしる夜空に星奈は悔しげに呻うめく。

「くううう……！　蘇そ生せい魔法とかはないの!?」

「残念ながら」と理り科かは首を振り、

「さて、前衛が一人いなくなってますますピンチなわけですが、どうしましょうね」

「わたくしがまいります」

　幸ゆき村むらが言って魔王に突撃。

「らいじんけん」

　カタナに雷を纏まとった高速の一撃を放つ。

　魔王の腕に攻撃がヒット、今度はダメージを与えられたようだ。

　しかし魔王の反撃により幸村の身体は吹っ飛ばされる。

「援えん護ごします幸村さん」

　幸村にとどめをさそうとする魔王の注意をそらすべく理科が銃を連射。

　鬱うつ陶とうしそうに魔王は理科に向かって走り、あっという間に距離を詰め凶悪な一撃を放つ。

　守備力の低い理科では魔王の攻撃には耐えられないだろう。

　しかし、

「ふん、『ローズガード』」

　夜空のスキルにより理科の前方に薔ば薇らの花のようなバリアが展開し、魔王の攻撃を弾はじいた。バリアは一撃で破壊されたが、その隙すきに理科は魔王から距離をとった。

「助かりました夜よ空ぞら先輩」

「すごいスキルだな。それをひたすら幸ゆき村むらに使い続ければ勝てるんじゃないか？」

　しかし夜空は首を振る。

「このスキルはＭＰの消費が激しい。最大であと三回しか使えない」

　と、鬱うつ陶とうしい防御スキルを持つ夜空を先に片付けようと、魔王が夜空に向かって突進してきた。

　夜空は落ち着き払い、

「私が引きつけている間に幸村と理り科かは後ろに回り込んで攻撃しろ」

　自ら囮おとりになろうというわけか。

　そういう連係プレーもやろうと思えばやれるんだな夜空でも……。

　指示通り理科と幸村は魔王が夜空に気をとられている隙すきに背後へと疾しつ駆く。

　魔王の一撃が夜空を襲うが夜空は焦らず自分にローズガードを、

「ロー──ふぁひゃっ!?」

　突然可愛かわいい声を上げて夜空の動きが止まる。

「どうした!?」

「くっ、な、なにっ!?　ひゃっ、ひゃあはっ!?」

　笑い声のような奇声を上げ、ローズガードを使用することなく、夜空の身体からだは魔王の斧おのに真っ二つにされた。

　続く理科と幸村の攻撃で魔王にダメージを負わせることには成功したものの、これで夜空まで死亡。

　大ピンチだった。

「おい、何が起こったんだ夜空!?」

　すると地面から、顔を怒りに歪ゆがめた夜空の幽霊が出現する。

「お、おのれえ……肉ぅ……ッ!!」

「あはは、バーカバーカ！　あたしを甘く見ないでほしいわね！」

　星せ奈なの声はヘッドフォンの内側からではなく外側から聞こえた。

　恐らく、星奈は『バーサルボーイ』を外して夜空の身体をくすぐるか何かしたのだろう。

　ゲームをやっているプレイヤーを外からくすぐるとは……恐ろしいやつだ……。

「グォォォォォォ────ッ!!」

　雄叫おたけび　とともに魔王が幸村を攻撃。

　幸村は血を噴き出して倒れ、そのまま消える。

「いくさばで死ぬのはほんもうです……」

「……ちょっと魔王さんの攻撃力高すぎですね。調整するように言っておきましょう」

　銃を撃ちながら逃げ回る理科を魔王が追いかける。

　……これはもう終わったな……。

　残っているのは俺おれと理り科かだけで、俺は無力。

　とりあえず『明日を信じる』を延々と選択し続ける。

　ズシャアア──！

　ついに魔王の攻撃が理科を捉とらえ、理科も死亡する。

　魔王がゆっくりと最後に残った無力な俺にとどめをさすべく近づいてくる。

　俺は祈るように『明日を信じる』を使い続けながらも覚悟を決める。

　俺たちはこれまで散々ワラスボを虐殺してきたのだ。

　これは当然の報いなのかもしれない。

　魔王の斧おのが俺の脳天に振り下ろされた──……まさにその瞬間！

　なんと、最後の『明日を信じる』を使った俺の身体からだが突如として発光し魔王の身体をはじき飛ばしたではないか！　目の前に「スキルがランクアップし『明日を信じる』が『神の息吹いぶき』に変化しました」とのメッセージが表示される。慌ててスキル『神の息吹』の性能を確認すると『最後まで希望を捨てなかった者にのみ扱える、魔王をも倒し未来を切り開く究極の攻撃魔法』とある。やった、これで勝てる！　俺は『神の息吹』を選択、魔王に解き放つ。魔王は俺の放った光の刃に貫かれ跡形もなく消滅した──……

　──……というようなドラマチックな逆転劇もなく俺は死んだ。




　その後、彼らの姿を見たものはいない。




　渋い声でアナウンスが流れ、画面がブラックアウト。

『ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ』の血文字が画面いっぱいに広がった──。





　　









　ゲームオーバーのあと再びチャレンジする気力もなかった（セーブもしてなかった）俺たちはそのままロマ佐さ賀がをやめた。

「……あーあ、あんたがあそこでちゃんとあたしを援えん護ごしてれば魔王なんてやっつけてあげたのに」

「貴様などもともと必要なかった。貴様が死人らしく大人しくしていれば勝てたのだ」

　互いに罵ののしり合あう星せ奈なと夜よ空ぞらを尻しり目めに、俺は遊び終えた『バーサルボーイ』をダンボールに片付ける。

　と、そこで同じく片付けをしていた理科と目が合う。

「まあなんつーか……こいつらとゲームはやるべきじゃないってことで」

　苦く笑しようしながら俺おれが言うと、理り科かは何な故ぜかきょとんと首を傾かしげた。

「そうですか？　理科は楽しかったですよ」

「え？」

　驚く俺に、理科は柔らかく微笑ほほえんだ。




「みんなでゲームをやるというのは初めてでしたが、とても楽しかったです」




　その表情に不覚にも少し見とれつつ、俺は今日のこと、それから『モン狩』や『ときメモ』をやったときのことを思い返してみる。

　……よく考えると、けっこう楽しかったような気もした。

「生者の足を引っ張るとは、腐肉にも劣る駄肉だな貴様は。とっととダンボール肉まんの具にでもなってしまえ。それが貴様にできる唯一の社会貢献だ」

「あんたこそ植物の分際で人間様をハメるなんて身の程知らずにもほどがあるわね。薔ば薇らなんてあんたに一番似合わない植物じゃない。ていうかなにあの変な着ぐるみ」

　夜よ空ぞらと星せ奈なはまだ言い争っている。

　案外、本当はこの二人も楽しんでたんじゃないだろうか。

　……本人たちは絶対認めようとしないだろうけど。

「ふん、ウホウホとハンマーを振り回しているだけの原始人に薔薇少女の素晴らしさはわかるまい。実に貴様に似合っていたぞあの野蛮な格好は」

「あれは鍛か冶じ屋やよ！　立派な文明人よ！」

「商売道具で敵を叩たたく文明人がいるかこの類人猿め」

「そんなのゲームの設定だからしょうがないじゃない！」

「ん、すまないが猿の言葉はわからない。人類語で喋しやべってくれ」

「…………『ふぁひゃっ!?』」

「……！　き、貴様……！」

　くすぐられた夜空の真ま似ねをする星奈に、夜空が顔を真っ赤にする。

「……肉……いつか千倍にして返す……私にあんなことをしたことを死ぬほど後悔させてやる……生まれてきたことを後悔するような恥ち辱じよくを貴様に与えてやる……」

「ふ、ふんっ、や、やれるもんならやってみなさいよ」

　夜空のガチな殺意が込められた声に星奈はびびっていた。

「でもあの夜空先輩の悲鳴は可愛かわいかったですね。萌もえてしまいました」

　理科の言葉に俺も笑う。

「たしかにな。表情が生で見られなかったのが残念だ」

「か、可愛かわいいとか言うな！」

　赤面してそっぽを向く夜よ空ぞらは、なんというか、普通に可愛かった。

「……む……」

　何な故ぜか星せ奈なが俺おれを睨にらんできた。

「な、なんだよ」

「な、なんでもないわよ馬ば鹿か」

　星奈の気分はたまにまったく読めない。

　ともあれそんな感じで、幸ゆき村むらと理り科かが隣りん人じん部ぶに入って初めてのゲームイベントは終わったのだった。





爆笑王小こ鷹だか（＆小こ鳩ばと加入フラグ③）







　ある日の放課後、俺は図書室で一冊の本を借りた。

『お笑い上級者への道　～これであなたも爆笑王～』というタイトルの分厚い本。

　なぜか世界史の本の棚に紛れ込んでいたのをたまたま見つけて、衝動的に借りてしまった。

　以前部活で笑える話を披ひ露ろうしたとき夜空と星奈に散々言われたことが少し……本当にほんの少しだけ、心にひっかかっていたのだ。

　まあ笑いのセンスがないあいつらに何を言われても気にする必要などこれっぽっちもないとは思うのだが、笑いのレベルを高めておくに越したことはない。

　本を借りたあと図書室を出て部室に向かう。

　衆目のあるところでお笑いの教本を読むというのは少し恥ずかしかったし、不ふ真面目まじめなやつだと思われてしまうかもしれないから。

　部室に入ると、中にいたのはマリアだけだった。

「あれ、他ほかのやつらはまだ来てないのか」

「夜空はうんこだ」

　ポテチをばりばり食べながら唐突にマリアは言った。

「お前は本当に夜よ空ぞらが嫌いだなあ……」

　するとマリアはぶんぶん首を振り、

「違う！　夜空は本当にうんこなのだ」

「あんまり女の子がうんこうんこ言うんじゃないぞ。下品だ」

「だーかーらー！　うんこしに行ったのだ夜空は！」

「え……」

　見ればソファの上には夜空の鞄かばんが置いてあった。

「……あー……あ、ああ、そうか、トイレね」

　……うん、まあ、誰だれでもトイレくらい行くよな。

　そこでマリアはハッとした顔で、

「しまった！　うんこしに行ったって言っちゃダメなんだった！　夜空に怒られる……」

「口止めされてたのか」

「うん……誰かに喋しやべったら裸で校内一周させられる……」

　相変わらず鬼だった。

「……聞かなかったことにしてやるから安心しろ」

「ホントか!?」

　ぱあっと顔を明るくするマリア。

「小こ鷹だかはいいやつだな！　腐くさったみかんの分際で！」

「……やっぱり夜空に言おうかな」

「そ、それは困る！　なんでもするから夜空に言っちゃダメなのだ！」

「……言わないから安心しろ。あと簡単になんでもするとか言っちゃダメだぞ」

　この幼女、あまりに無防備なので心配になってくる。

「でも夜空は『なんでもするから』って言えば小鷹はなんでも言うことをきいてくれるって言ってたぞ」

「あ、あいつなんてこと教えてやがる……！」

「なんでも言うこときいてくれないのか!?」

「きかねえよ」

　マリアは唇くちびるを尖とがらせる。

「むー、夜空のやつまたワタシを騙だましたのか……」

「……流れるように噓うそをつく夜空もアレだけど、マリアもあんまり人の言葉を鵜う吞のみにするのはよくないぞ」

「じゃあ小鷹の言葉も信じては駄目なのか？」

「え……。まあ、俺おれの言葉は信じていいよ」

「わかった！　信じる！」

　無邪気な笑顔で答えるマリア。

　素直すぎるのがちょっと問題だけどいい子ではあるんだよなあ……。

　俺おれはなんとなくマリアの頭をなでた。

「ふぁ……」

　マリアは気持ちよさそうに目を細めて微かすかな吐息を漏らした。

　数秒ほど適当に頭をなでたあと、俺はソファに座り図書室で借りてきた本を鞄かばんから取り出した。

「それはなんの本だ？　三国志かっ？」

　俺の隣にちょこんと腰掛け、マリアがのぞきこんでくる。

「三国志じゃない。お笑いの本だ」

「お笑い？」

「面白い話だ」

「ほー、面白い話の本なのか。面白そうだな！」

「書いてあるのは『面白い話』じゃなくて『面白い話をする方法』だから、この本自体は多分そんなに面白くないんじゃないかな……」

「面白くないのか……」

　残念そうなマリアに、俺はふと言ってみる。

「じゃあちょっと俺が面白い話をしてやろう」

「面白い話っ？」

　目をキラキラさせて俺を見てくるマリアに、俺は少し照れながら咳せき払ばらい。

「ああ。なぜか夜よ空ぞらと星せ奈なには理解できなかったみたいだけど、超面白い話だ。タイトルは『まんじゅうこわい』」

「まんじゅうがこわいのか!?　なんでだ!?」

「それは聞いてのお楽しみだ。昔々……平安時代に──……」




　俺はマリアに『まんじゅうこわい（俺バージョン）』を話して聞かせた。




「あははははははははは！　コーヒー！　なんで平安時代なのにコーヒーなのだひゃひゃひゃひゃひゃっ！　く、くるひぃっ、しかもあはっ、エッ、Ａさんっ！　Ａさんひゃはは、Ａは英語なのに、英語なのに平安時代にあるっ！　あひゃひゃひゃひゃっ！　ていうか男たち、Ａさんに騙だまされとるしっ！　あははっ、まぬけだーっ、ホ、ホントはＡさんふぁ、ま、まんじゅうしゅきなのに、あはははははっ！　騙されとるげー！」

　マリアは腹を抱えて大爆笑していた。

　これだよ。

　これが本来あるべきリアクションなんだよ！

「よし、続けてもっと面白い話をしてやろう。タイトルは『恐怖のシューマイ』」

「恐怖のシューマイ!?　あははは、なんでシューマイが怖いのだバカだなー！　まんじゅうに続いてシューマイが怖いのかＡさんは！　あははっ、また騙だまされとるっ！　男たちまた騙されとるげあはははっ！」




　話を始める前から勝手に大爆笑しているマリアに、俺おれは『恐怖のシューマイ（俺バージョン）』を聞かせてやった。




「あははははははっ、フ、フ、フタ、フタにくっついとった！　シューマイがフタにくっついて、あははひゃひゃひゃっ！　しかも死んどるしっ！　シューマイにびびって死んどるしあははははははははっ！」

　今度はちょっと俺の想定した笑い方とはズレていたけど、またしてもマリアは大爆笑してくれた。

　自分の話で人が笑ってくれるのって気分いいな！

「よし、次は──」












　俺おれは『恐怖のみそ汁（俺バージョン）』を話した。




「ふぁひゃひゃひゃひゃ、く、くるしっ、な、な、なんでアウグスティヌス、アウグスティヌスくくくくっ、ふゃひゃひゃふぁひゃっ！　お、おおお母さんなんで入れたっ!?　なんでお母さんアウグスティヌスの絵入れたあひゃひゃひゃひゃっ！　どっからとってきたんじゃあひゃはははは、はは、く、ぐるじ、うぇ、ひぇひぇひゃっ！」




　その後も俺は『目め黒ぐろのさんま（俺バージョン）』や『桜さくら鯛だい（俺バージョン）』などのとても面白い話をマリアに聞かせてやり、マリアは息が切れるほど大爆笑を続けた。

「はひっ、ひぃ……ハァ……ンぁ……ぁハァ……ハァ……ふぁはぁ…………」

　ソファにぐったりして、頰ほおを紅潮させ荒い息を吐くマリア。

　調子に乗って笑わせすぎてしまったようだ。

「ほら、これ飲んで落ち着け」

　俺は六限目の体育が終わったあとに買った、飲みかけだったペットボトルのお茶をマリアに差し出した。

　小さな口でこくこくとお茶を飲むマリア。

「ぷはーっ」

「落ち着いたか？」

　マリアはまだ少し疲れた顔で微笑ほほえんだ。

「こんなに笑ったのは初めてだ。小こ鷹だかは面白いなあ！」

　そう言ってソファから立ち上がり、部屋の戸棚を開けた。

　中にはポテトチップスが大量に入っていて、マリアは嬉うれしそうにそのうちの一つを取って俺の隣に戻り、嬉しそうに袋を開けた。

「いつの間にそんなポテチ溜ため込んでたんだ？」

「夜よ空ぞらのために働くと夜空がポテチを一つくれるのだ！」

「働く？」

「靴を磨みがいたり部室の床を掃除したりジュースを買ってきたり宿題を代わりにやったりとかだ！」

　……すっかり飼い慣らされてやがる……。

「ていうか宿題って、高校二年の宿題なんてわかるのか？」

「ワタシは先生だぞ？　貴様らをはるかに上回るほどに賢いのだ！」

　賢いとはとても思えなかったが、どうやら学力はあるらしかった。

「ほら小鷹！　面白い話をしてくれたから特別に食べていいぞ！」

　言いながら俺おれにポテチの袋を突き出して、自分も美う味まそうにポテチを食べる。

　まあ、せっかくなのでもらうことにした。

　マリアと一緒にポテチを食べながら、

「つーかお前、さっきもポテチ一袋食ってたよな？」

　マリアは幸せそうに頷うなずく。

「うん。ポテチは美味いからな！」

「いや美味いからなじゃなくて……おやつをそんなたくさん食べてたら夕飯が食えなくなるぞ？」

「夕飯いらないからいい！」

「いやよくないだろ！」

「だってご飯は不ま味ずいのだ」

　不満そうにマリアは言う。

「この学校、学食も購買もどっちもけっこう美味いと思うけど？」

「シスターは買い食いを禁止されているのだ。ご飯は三食とも礼拝堂ここの台所でみんなで食べるのだが、毎日毎日なんかポテトサラダに野菜とかちょっとベーコンが入ってるだけのうんこみたいなやつばっかりなのだ。ワタシはお肉が食べたいのに！　だからご飯よりポテチの方がいい」

「だからって飯の代わりにポテチは身体からだに良くないだろ……」

「いーいーのーだっ！」

　つーんとしてマリアはむしゃむしゃとポテチを食べ続けるのだった。

　ポテチの袋が空になると、満腹になったらしくマリアはぽてっと力尽きたように寝てしまった。

「食ってすぐ寝るなよ……」

　嘆たん息そくしつつ、タオルケットかなにかないかと俺は立ち上がる。

　と、入り口の扉が少し開いていて、誰だれかがこちらを覗のぞき込こんでいるのに気づいた。

「……誰だ？」

　俺が睨にらみながら尋ねると、ゆっくりと扉が開く。

　入ってきたのは夜よ空ぞらと星せ奈なと理り科かと幸ゆき村むら──隣りん人じん部ぶの部員たちだった。

「え……？　お前ら外でなにしてたんだ？」

「あ、あんたがマリアといちゃいちゃしてたから入りづらかったのよ！」

　なぜか顔を赤くして星奈が言った。

「……まさか小こ鷹だか先輩がロリコンだったとは思いませんでした」と理科。

「あにきのれいぷの時間をじゃましてはならぬと夜空のあねごに言われました」と幸村。

「夜空……お前またテキトーなことを……」

　すると夜よ空ぞらは何な故ぜか哀れむような目で俺おれを見た。

「……私にも慈悲の心くらいはある」

「……慈悲？」

「マリアくらいしか笑わないような寒い話を聞かせて自分の心を慰めている小こ鷹だかの邪魔をすることは、さすがの私でも気が咎とがめたのだ……。なんというか、誰だれもいないと思って『忍天ドッグス』や『羅武プラス』に夢中で話しかけている場面に出くわしてしまったようないたたまれない気持ちになった……」

「エア友達持ってるやつに言われたくねえよ!?」

　そしてマリアにした話は寒くない。とても面白い……筈はずだ。





　　






　その日の夕食時。

　俺はためしに小こ鳩ばとに、今日マリアを爆笑させた超面白い話を聞かせてみた。

　すると小鳩はなにやら泣きそうな顔になったり気難しげな表情になったり哀れむような眼まな差ざしを向けたりと表情をころころ変えたが、最終的に、

「ククク……眷けん属ぞくの座ざ興きように付き合ってやるのも高貴なる夜の王としての務め、か……」

　などと言って俺の話に適当な相づちを打ちながら終始聞き流していた。

「……おかしいなあ……マリアは笑ってくれたのになあ……」

「む……」

　マリアの名前が出ると、途端に小鳩の顔が厳しくなった。

「……前にも言ったが、貴様は我が高貴なる夜の血けつ族ぞくに連なる者……。忌いまわしき教会の手先との戯たわむれ合あいは貴様に災いをもたらすであろう……」

「はいはい」

「むむむ……」

　小鳩は不満そうな顔でトマトジュースを飲み干すのだった。





妹







　マリアを爆笑させた日の翌朝。

　いつもより一時間ほど早く起きた俺おれは、キッチンで朝食の他ほかに幾つかのメニューを作っていた。

　ピーマンの肉詰め、アスパラのベーコン巻き、チーズ入りハンバーグ、卵焼き、ウインナー、リンゴ。

　ウインナーはタコ型に、リンゴはウサギ型に切る。

「……クククふぁぁぁ……生いけ贄にえの血と悲鳴に彩られた香しき匂においがする……」

　大きな欠伸をしながら、黒いスケスケのネグリジェを着た小こ鳩ばとが起きてきた。

「おー、早いな小鳩。起こしちゃったか？」

「ふぁぁ……ククク……我が半身の覚かく醒せいに伴ともない、我も永きにわたる眠りから目覚めてしまったようだふぁぁぁぁ……」

「たしかに睡眠時間長めだよな。お前昨日は九時くらいに寝てたし」

「……ククク……昨日は水泳の授業があってついハッスルして本来の魔力を解放してしまったのだ……」












　小こ鳩ばとの通っている聖クロニカ学園中等部には、水泳の授業がある。

　プールが完成したのが去年のことなので、星せ奈なが通っていた一昨年までは水泳はなかったとか。

　小鳩は昔から水泳が好きでプールの授業ではエンジン全開ではしゃぐため、プールがある日はいつも寝るのが早い。

「吸血鬼なのに水泳好きなんだなお前って」

「ククク……我は水を克服した偉大なる真祖……水と戯たわむれることなど造作もなきことよククク……」

「はいはい。朝飯作り終わるまでまだちょっとかかるから待ってろ」

　適当に聞き流しつつ俺おれは料理を続ける。

「ふむ……今日の朝の供く物もつはなかなか凝った趣向ではないか……じゅるっ」

　小鳩がキッチンの方を覗のぞき込こんできた。

「よだれを垂らすなよだれを。これ全部朝飯じゃないからな。弁当用だ」

「お弁当!?」

　素に戻って目を輝かせる小鳩。

　学校が近い場所に住んでいたときは俺がいつも弁当を作っていたのだが、こっちに引っ越してきてからは通学に時間がかかるため、弁当を作るのは今日が初めてだった。

　中学校では給食がある学校とない学校があるのだがクロニカ学園中等部は後者のため、小鳩にはコンビニとか学食で我慢してもらっていた。

「クククどうしたのだあんちゃ……我が眷けん属ぞくよ……ようやく貴様も真祖たる我の偉大さを思い知り敬うやまう気になったということか……？」

「あー、昨日話してなかったっけ？　マリアって子がさ、お菓子ばっかり食っててまともに飯食わないらしいから、ちょっと俺が弁当でも作ってやろうと思って。あ、もちろん小鳩のぶんもあるぞ」

　買い食いは駄目らしいが、夜よ空ぞらにポテチもらってたから他人に食べ物を与えられるのは大丈夫なのだろう。

　駄目だったら幸ゆき村むらにでもあげればいいし。

　肉をたくさん食べたいと言ってたから肉系多めだが、緑、黄色、赤と色のバランスもいい感じだ。

　やっぱり偏食はよくない。

　久々に弁当を作ってるけどやっぱり料理は楽しい。

「……我への供物はそのマリアとやらへのついでか……」

　小鳩が何か言うのが耳に入ったが、ハンバーグを焼く音のせいでよく聞こえなかった。

「なんだってー？」

「なんでもなかっ！　あんちゃんのあほっ！」

　そう叫んで小こ鳩ばとは行ってしまった。

　朝食のときも家を出るときも、小鳩は終始不機嫌だった。

　うーん……美お味いしい昼飯を作れば小鳩の機嫌もなおって一石二鳥だと思っていたのだが、やっぱり夕食のクオリティを改善しないと駄目なのかなあ……。





　　






　二限目が終わった休み時間、俺おれは作ってきた弁当を持って普段隣りん人じん部ぶの部室として使っている礼拝堂チヤペルの談話室４へと向かった。

　マリアはこの部屋の管理責任者で、暇なときはいつもここで寝ているらしい。

　いるかどうか心配だったが、マリアは部屋にいて一人でポテチを食べていた。

　俺が部屋に入るとマリアは驚いた顔をした。

「おおっ!?　どうしたのだこんな時間に！」

「弁当作ってきたから、今日の昼はこれ食べろよ。ポテチばっかりは身体からだに悪い」

　俺が弁当を差し出すと、マリアは怪け訝げんな顔でそれを受け取った。

「お、お弁当？」

「ん」

「み、見てもいいのか!?」

「ん？　ああ」

　俺が頷うなずくと、マリアは恐る恐るといった様子で弁当箱の包みを開け、フタを取った。

　半分がわかめご飯、残り半分におかずが詰まっているという、わりとオーソドックスな弁当。

「おおおっ！」

　マリアはそれを見つめて目を輝かせた。

「こ、これは小こ鷹だかが作ったのか!?」

「ああ」

「これをワタシにくれるというのか!?」

「ああ」

「な、なにが望みなのだ!?　地位か!?　名誉か!?」

「いや夜よ空ぞらじゃないから……べつになにもいらないって」

「た、ただでこんなものをくれるというのか!?　オマエはメシアか!?　こんな、いいものを……なんの見返りもなく……おお～……」

　弁当箱を持ち上げて色んな角度から眺ながめるマリア。

「そんな大層なものでもないけどな。あと弁当箱は返せよ」

　苦く笑しようする俺おれ。

　マリアはまるで宝石でも見つめるかのようにウインナーを指でつまみ、目を丸くした。

「た、タコさんだ……。た、食べてもいいのですか!?」

「なんで急に敬語？　まあ、ちょっとくらいならいいんじゃないか？」

「た、食べてもいいのか……まだお昼ではないにもかかわらず！　オマエは神か!?」

　マリアは興奮した様子で、そろそろとタコさんウインナーを口へと運ぶ。

　ぱくんとウインナーが口の中へ入った瞬間、マリアはすごく幸せそうな顔をした。

「美お味いしい！」

　ウインナーはただ切って焼いただけだけど、ここまで喜んでもらえるとこっちも嬉うれしい。

「もっと食べたい……しかし我慢する！　あと四つあるから一日一個ずつ食べる！」

「いや腐くさるから今日中に全部食え。明日も作ってきてやるから」

「ホントか!?」

「ああ」

「おおおー！　小こ鷹だかはいいやつだなー！」

　感動した顔で俺を見るマリアに俺は少し照れる。

「マリアもいい子だ」

　照れ隠しに頭を撫なでる。

「なぜ小鷹はそんなに親切にしてくれるのだ？　本当は神の使徒か？」

「なんかマリアを見てると俺の妹の小さい頃ころを思い出してほっとけないんだよ」

　まあ、小こ鳩ばとは今でも世話が焼けるやつだが。

「小鷹は妹がいるのか？」

「ああ」

「そっかー……小鷹はお兄ちゃんなのかー。道理でお兄ちゃんっぽいなーと思ったのだ」

「お兄ちゃんっぽいってなんだよ」

　苦笑しつつ、

「じゃあ俺は教室戻るから。あんまりポテチばっかり食うなよ」

「わかったのだお兄ちゃん！」

　……お、お兄ちゃん？

　少しむずがゆさを感じつつ、俺は教室に戻った。

　その後、羽は瀬せ川がわ小鷹が早弁していたらしいという噂うわさが校内を流れたが、幸か不幸か、今さら早弁くらいで大して驚かれることはなかった。





　　






　放課後になったので俺おれは部室へと向かう。

　途中で偶然にも夜よ空ぞらと星せ奈なと理り科かに出くわしたので、四人で礼拝堂チヤペルに入る。

　そこで幸ゆき村むらが部室の方からこちらに向かって歩いてきた。

「あにき。お客人がおみえになっています」

「客？」

　怪け訝げんに思って聞き返すと、幸村は眠そうな顔で淡々と言う。

「無礼にもあにきのあるじなどと申しております。斬きりますか」

「斬らねえよ！」

　物騒なことを言う幸村に慌ててツッコんだ。

「主あるじ？　あんたあたしの他ほかにもご主人様がいたの？」

「小こ鷹だかの飼い主は私なのだが……肉の他にも社会のルールがわからない輩やからがいるらしいな」

「三人のご主人様に執しつ拗ように攻められる小鷹先輩というのも理科的にはアリです」

　星奈と夜空と理科が口々に言ったが俺は無視した。

　主……と言われても労働どころかバイトすらしていない普通の高校生の俺に心当たりなどあるわけがない。

「……いったい誰だれだろう……？」

「あ、無視した。生意気小鷹のくせに」

「誰が飼い主かきっちり教えてやる必要があるようだな……」

「理科、先輩に素っ気なくスルーされるとなぜだか身体からだが火ほ照てります」

　三人の声を聞こえないふりして俺は部室の扉を開けた。




　待っていたのは小こ鳩ばとだった。




「こ、小鳩ッ!?」

　憮ぶ然ぜんとした顔でソファに座っていたのは紛れもなく俺の妹、羽は瀬せ川がわ小鳩だった。

　服装はいつものゴスロリで、ちょっとキモいウサギのぬいぐるみを抱いている。

　中等部は私服通学が認められているので、小鳩は学校にもこの格好で通っている。

「な、なんでお前ここに!?」

「ククク……べつに中等部の人間が高等部の校舎に来てはならぬという規則はあるまい……もっとも、ヒトの定めし規則など我にとっては何の意味も持たぬがな……」

　たしかに学園の敷地内は基本的に出入り自由で、緑が豊かで散歩コースとして適しているため夕方になると近所のおばさんとかがよくウォーキングしている。

　また、校舎内への立ち入りはどうだか知らないが、礼拝堂チヤペルは一般にも開放されており、たまに結婚式場としても使われるという。

「いやでも、問題があるとかじゃなくて、なんで……」

「ねえねえ、なにこのアイリスそっくりの可愛かわいい子、小こ鷹だかの知り合い!?」

　目を輝かせて星せ奈なが尋ねてきた。

「……アイリスって誰だれだ」

　だいたい想像がつきつつ、俺おれは聞き返す。

「『真しん紅くの精霊遣いエレメントマスター』のアイリスに決まってるじゃない！」

「……エロゲー？」

「アニメ化もされてる大人向け美少女ゲームよ！」

　つまりエロゲーじゃねえか。

　星奈の言葉に、小こ鳩ばとはぴくりと眉まゆを動かした。

「……『真紅の精霊遣い』だと……ふん……あんな『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』のパクりアニメのキャラと一緒にされるとは屈辱の極み……我が名はレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギ……一万年の時を生きる夜の血けつ族ぞく……この名を魂に刻むがいい……」

「やだこの子イタい！　『僕ぼく姉あね』の闇猫アンネちゃんみたいにイタ可愛い！」

　星奈はますます喜んでいた。

「……ふ、ふん……所しよ詮せん俗人の瞳ひとみでは我の本質を見抜くことなどできぬか……」

「で、小鷹。結局コレはなんなのだ？」

　不機嫌そうに夜よ空ぞらが言った。

　嘆たん息そくして俺は答える。

「……妹。俺の妹の羽は瀬せ川がわ小鳩だ」

　すると星奈は爆笑した。

「あははっ、あんたの妹がこんなに可愛いわけがないじゃない！」

「小鷹先輩は冗談がお上手ですね」と理り科かも笑う。

「本当なんだから仕方ないだろ!?」

　全然似てないことはたしかだし、小鳩がかなり可愛いことも認めるけど、事実かどうか考慮すらされず即否定されたのはショックだ。

「……ククク……その男が我と同じ血を引く同胞であることは事実だ……」

　小鳩が言った。

「え……じゃあホントに小鷹の妹？」

「そうだって言ってるだろ」

「……羽瀬川家の遺伝子はどうなっているのですか？　理科は大変興味が湧わいてきました。先輩、この子を持ち帰ってもいいですか。もちろん先輩でもいいです」

　真顔で尋ねてくる理り科かに「いいわけねえだろ」と答える。

「んで小こ鳩ばと。お前なにしに来たんだ？」

「決まっている……」

　そう言って小鳩は部室にいる俺おれ以外の隣りん人じん部ぶ員いんたちをぐるりと見回す。

「……いない……」

「……？」

「……なんでもない。我が眷けん属ぞくである貴様が、最近我への奉ほう仕しをおろそかにして下らぬ人間どもと戯たわむれているゆえに、一度警告をしにきたのだ」

「なるほど。つまり小こ鷹だか先輩が自分より部活の方を優先しているのが気に入らないから様子を見に来たというわけですね？」

「ちゃ、ちゃうもん！」

　理科が翻ほん訳やくすると小鳩は顔を真っ赤にして叫んだ。

　それからハッとしてすまし顔に戻り、

「……ま、まったく……下等な生物はすぐに俗な言葉で事じ象しようを語りたがる……。貴様らに我が深しん遠えんなる胸の内など理解できようもない……」

「やだこの子、ブラコンっていうやつ……!?　どうしよう、『もふ？　モフ！』の立りつ夏かちゃんみたいに可愛かわいい！」

「なんでもエロゲーのキャラに例えるな気持ち悪い……」

「ふん、馬ば鹿かね夜よ空ぞら！　『もふ？　モフ！』はＰＳの全年齢向けギャルゲーよ！」

「だから……？」

　嬉うれしそうな星せ奈なに、心底不快そうに夜空は言った。

　まあブラコン云うん々ぬんはともかく、最近夕食のクオリティのことで小鳩の機嫌が悪かったのは事実だ。

　しかしまさか部室にまで乗り込んでくるほど不満だったとは思わなかったな……。

　なんとか機嫌を直してもらう方法はないものか。

「……まあ、帰りが遅くなりがちなのは悪いと思ってるけど、我慢してくれよ。あ、そうだ、日曜日は毎週とんこつラーメン作ってやるってのはどうだ？」

「とんこつラーメン!?　毎週!?」

　小鳩の顔がぱあっと輝く。

　よし、これはいけるかも！

　小鳩は九きゆう州しゆうに住んでいた頃ころからとんこつラーメンが大好物なのだ。

「にんにくたくさん入れてくれる？」

「おう」

「やたー！」

　満面の笑顔で小こ鳩ばとは歓声を上げた。

「……え、そんなんでいいわけ？」

「……にんにくって……吸血鬼とか言ってなかったか……？」

　星せ奈なや夜よ空ぞらたちは釈しやく然ぜんとしない顔だった。

　とっさに思いついたことだったけど、上う手まくいったようでよかった。

　それにとんこつラーメンは俺おれも好きだしな。

「ま、とんこつラーメン以外にも休みのときは手間のかかる料理も作ってやれるし、これからは弁当も作ってやるから」

「お弁当……！」

　小鳩は何な故ぜか表情を曇くもらせた。

　と、そのとき。




「お兄ちゃんっ！」




　元気よく扉を開けて、マリアが部屋に入ってきた。

　マリアはそのまま俺の腕にしがみついて、嬉うれしそうな顔で報告する。

「あのなあのな！　お兄ちゃんのお弁当ちょう美う味まかったぞ！　あんな美味いものを食べたのは生まれて初めてだ！　あれに比べたら夜空のくれるポテチなんてうんこだな！　うんこしかくれないうんこ夜空のバーカバーカ！」

「？」

「ひっ！」

　夜空が睨にらむとマリアは俺の後ろに隠れてしまった。

「はい！　噓うそでした！　ポテチも美お味いしいです！」

「ふん……」

　不機嫌そうに夜空は鼻を鳴らした。

「ねえ小こ鷹だか……どういうこと？」

　何故か怖い顔で星奈が言った。

「あー、今日からマリアに弁当を作ってやることにしたんだ。飯も食わずにポテチばっかり食べてるから」

「そうじゃなくて！　お……お兄ちゃん……て……」

「幼女にお兄ちゃんと呼ばせているなんて、小鷹先輩は妹いもうと萌もえの人だったのですか？　じゃあ理り科かもこれからお兄ちゃんって呼びますか？」

「べつに俺が呼ばせてるわけじゃねえよ」

　よくわからない勘違いをしている星せ奈なと理り科かにジト目で言う。

　そこでマリアが口を開く。

「小こ鷹だかは実はお兄ちゃんだからワタシもお兄ちゃんと呼ぶのだ！」

「そういうことらしいぞ」

「意味わかんないんですけど!?」




「あほ──────っ!!」




　いきなり小こ鳩ばとが大声を上げた。

　見れば涙目になってぷるぷると身体からだを震ふるわせ、マリアを睨にらんでいた。

「あほー！　あほー！　あほー！　あほあほあほあほあほあほあほあほ────!!」

　アホを連呼する小鳩にマリアもムッとした顔をする。

「あ、アホとはなんだ！　アホっていうほうがアホなんだぞ！」

「……じゃあうんこって言うやつはうんこだなうんこマリア」

　淡々と夜よ空ぞらが茶々を入れた。

「ワ、ワタシはうんこじゃないぞ！　ええと……じゃあ、ええと、天使！　天使夜空！　天使っていうほうが天使だからワタシは天使だ！」

「うるさいあほー！」

　またも小鳩はマリアに怒鳴った。

「な、なんなのだオマエは！」

「こいつは小鳩。俺おれの妹だ」

「なるほど！　こいつがお兄ちゃんの妹なのか！」

「またお兄ちゃんってゆった……！」

　小鳩は悔しそうに呻うめき唇くちびるを嚙かみ締しめて、

「……わ、我は……妹などではない……」

「え!?　妹じゃないのか!?」

　びっくりした顔で俺の方を見て確認してくるマリア。

「妹だ」と俺。

「妹らしいぞ!?」

　再び小鳩の方を向きマリア。

「わ、我は一万年の時を生きる偉大なる夜の血けつ族ぞく……。貴様ら教会の犬どもと長きにわたり争いを繰り広げてきた、人間どもには吸血鬼と呼ばれ恐れられている存在だ……」

「吸血鬼!?」

　マリアは驚きよう愕がくの声を上げた。

「吸血鬼って知ってるぞ！　怖いやつだ！」

「ククク……その通り……忌いまわしき教会の手先め……我に恐怖せよ……」

「こ、怖くないもんねー！　ワタシにはコレがあるのだ！」

　そう言ってマリアは首に下げた十字架を外し、小こ鳩ばとの方に突きつけた。

「ワタシは賢いから知ってるぞ！　吸血鬼は十字架に弱いのだ！　神の神聖なパワーでくたばれクソが！」

「ククク……我は並の吸血鬼を遙はるかに超えし力を持つ真祖……十字架などとっくの昔に克服したわ……」

　小鳩がゆっくり立ち上がり、マリアへと近づいていく。

「ええ!?　そんなのズルい！　てやっ！　てやっ！　てやっ！」

　慌てたマリアは十字架をめちゃくちゃに振る。

　かつっ！

　十字架の角が小鳩の額に当たった。

「い──っ」

　小鳩が声にならない声で叫ぶ。

　泣きそうな顔になるがどうにか涙はこらえて、

「ク……ククク……効かないといっておろう……だから愚かな抵抗はやめることだ……くだらぬ鉄のカタマリを振り回すのをやめて運命を受け入れることだ……本当に効かないから本当に…………効かへんってゆっとるやろ！」

「わっ!?」

　キレ気味に叫んだ小鳩がマリアの手を払い十字架が床に落ちる。

「……ククク……偉大なる夜の王に刃向かったことを後悔させてやろう。永久とこしえの闇やみに併へい吞どんされるがいい……」

「併吞!?　併吞とは国が他ほかの国を自国の支配下に置くことだぞ!?」

　マリアが言葉の間違いを指摘すると、小鳩は一瞬「うっ」と唸うなった。

　……意味も知らずに難しい言葉を使いたがるから……。

「……せ、千年の時を生きる我は常に国際的な視点でものを見る慣習がついているのだ……些さ末まつな言葉の齟そ齬ごなどには拘こう泥でいせぬのだ……」

「!?　意味がわからないぞ!?　言語の違う者同士が交わる国際社会だからこそ言葉の意味一つ一つに慎重な姿勢が求められるんじゃないのか!?　あと今千年の時を生きるって言ったけどさっきオマエは一万年生きてるって言ってたぞ!?　どっちが正しいのだ!?　あとあと、慣習という言葉は社会的な習わしやしきたりを意味することが多いから、個人の場合は習慣と言った方がいいんじゃないか!?」

「え……あ、う……」

　立て続けに質問を浴びせるマリアに小こ鳩ばとがたじろぐ。

　マリアの様子を見るに、単純に疑問に思ったことを言ってるだけなのだが、自分で考えたキャラになりきっているだけの小鳩にとっては素で返されるのが一番痛い。

「なーなー！　どういうことなのだ!?」

「う、ううう…………あ、あんちゃん！　こいつなまいき！」

　答えに詰まり、ついに小鳩は素に戻ってキレた。

「あんだみだいなガキにゃわがらんのじゃ！」

「何を言っているのだ!?　それは何語だ!?」

　マリアが目を丸くした。

「……き、貴様のような子供の相手など時間の無駄だ、ということだ……」

「ワタシは子供じゃないぞ！　もう立派なオトナだ！」

「ふ……ふんっ、貴様など我から見れば子供……赤子にも等しい」

「オマエだって見た目は小学生じゃないか！」

「うちは中学二年生じゃ！」

「え？」「え……」「……てっきり小学五年生くらいかと」

　夜よ空ぞらと星せ奈なと理り科かが驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　まあたしかに同世代の女子より小柄だしな小鳩……。

「……ちゅ、中学生か。ワタシよりほんのちょっぴりお姉さんだな……でもでも、精神的にはワタシの方がオトナだ！　オトナの知識もいっぱい知ってるぞ！」

「オトナの知識ってなに？」

　怪け訝げんそうに星奈。

　マリアは不敵な笑えみを浮かべ、元気よく、




「せっくす！」




「マ、マリア!?」

　幼女の口から飛び出した言葉に俺おれは慌てる。

　マリアは得意げな顔で言う。

「他ほかのシスターたちが話しているのを聞いたのだ！　せっくすを知っているのがオトナなのだと！」

「……あ、あんたそれ意味知ってるの？」

　少し赤面しながら星せ奈な。

「もちろん知ってるぞ！　お布団ふとんの中でするのだろう？」

「べつに布団の中に限らないけど……ってそれはどうでもいいわね……」

　小こ鳩ばとが唸うなる。

「そ、そそそれくらい……わ、我だって知っておるわ……。ふん、ど、どうせ知っておるだけで経験はないのだろう？」

「む……た、たしかに実際にやったことはないけど、べつにせっくすくらいいつでもやってやるのだ！　お兄ちゃんとなら今すぐにやってみせてもいいぞ！」

「な……!?」

　さすがに全員が絶句する。

「ふふん、好きな男と一緒にお布団に入って天井のシミを数えていればいいのだろう？　お兄ちゃんと一緒ならワタシはいつでもせっくすＯＫだ！」

「い、いや、あのな？　マリア……」

　どう説明していいものか。

　夜よ空ぞらと星奈、ついでに幸ゆき村むらの視線が何な故ぜか痛いし……。

「マリアさん、ちょっと」

「ん？」

　理り科かがマリアを引っ張って部屋の隅へと連れて行き、顔を近づけて小声で何やら話し始めた。

「セックスとはですね……ゴニョゴニョゴニョ……ゴニョゴニョ…………」

「ええっ!?」

「さらにゴニョゴニョゴニョ……」

「!?　おちんちんとはなんだ!?」

　なんか衝撃的な台詞せりふが聞こえた！

「ゴニョゴニョゴニョ……」

「あはは、うっそだー！　お兄ちゃんにそんなの生えてるわけないし！」

「本当です」

　理科は自分の鞄かばんからパソコンを取り出し何やら操作をして、マリアに画面を見せた。

　マリアの顔が真っ赤になる。

「え……う、噓うそだ！　こ、こんなのがお兄ちゃんについてるのか!?　……え、お、大きくなるのか!?　なんでなんでなんで!?」

「ゴニョゴニョ……小鷹先輩のこれがマリアさんのゴニョゴニョゴニョゴニョゴニョ………………」

「ひいいいいいいい！　だ、ダメだ！　せっくす怖い～っ！」

　泣きそうな顔でマリアがこっちに駆け寄ってきた。

　続いて理り科かも戻ってくる。

「……何を話してたんだ？　まあ想像はつくけど……」

「なぜなに理科ちゃんの性教育講座です。小こ鷹だか先輩にも教えてあげましょうか。手取り足取りアレ取り」

「お前は本当におっさんだなあ……」

　普通に引きつつ、腕にしがみついて震ふるえるマリアの頭を撫なでる。

「……また人のあんちゃ……眷けん属ぞくにそんな馴なれ馴なれしく……」

　不満そうな小こ鳩ばとを、とりあえず俺おれはなだめる。

「まあ小鳩の方がお姉さんなんだから、大目にみてやってくれ」

「お姉さん……」

　小鳩は一瞬嬉うれしそうな顔をしたあと、

「……ふ、ふん……小娘相手に我も大人げなかったわ……。興が冷めた……今こ宵よいは退散することにしよう……」

　そう言って、小鳩は部室を出て行った。





　　






　家に帰ったら普通に小鳩がいて、いつものように一緒に夕飯を食べた。

　それからいつものように宿題や読書で時間を潰つぶし、明日の朝食と弁当の仕込みをして、風ふ呂ろに入って寝る。

　ベッドに入ったとき、不意に部屋のドアが開いてネグリジェ姿の小鳩が入ってきた。

「……ククク……我が半身よ……今宵は我と閨ねやを共にすることを許そう……」

「……あ～？　一緒に寝たいのか？」

　眠かったので、俺はごろんと転がって、ベッドに一人分のスペースを空ける。

　小鳩がゆっくりとベッドに入ってきた。

　とにかく眠い……。

　薄れていく意識の中、小鳩の声が聞こえた気がした。




「……あんちゃんは、うちのあんちゃんなんじゃ……」





　　






　翌日の放課後。

　俺が部室に行くと、何な故ぜかまたしても小鳩がいた。

「小こ鳩ばと!?　なんでお前また……」

「ククク……我が血を分けし半身が神の手先に毒されぬよう、我が直々に監視してやろうと思ったのだ……。戯たわむれに部活とやらにも入部してやろう……」

　とんでもないことを言い出した。

「いや入部するってお前、中等部だろ」

「たしか中等部の生徒が入部しちゃいけないって規定はなかったわよ。べつに大会とかに出るわけでもないしね」

　どうも小鳩の入部に賛成らしく星せ奈なが助け船を出した。

　夜よ空ぞらも、

「……まあ、妹なら問題ないか……」

「夜空？」

「なんでもない。私も特に反対する理由はないな……友達もいなさそうだし……」

「ククク……夜の闇やみだけが我の唯一の友だ……」

　小鳩が含み笑いをして言った。

　そうかやっぱり友達いないんだなお前……。

　と、そのとき。

「お兄ちゃん！」

　マリアが部室にやってきて元気よく俺おれに抱きついてきた。

「あのなあのな！　今日のお弁当もちょう美う味まかったぞ!?　なんだあれは！　あの、ちょっと甘くてちょっと辛い、あの骨付きのやつ！」

「あー、手て羽ば先さきか」

「てばさき！　あれはちょう美お味いしかったのでまた食べたいです！」

「わかった。また作る」

「ひゃほー！　お兄ちゃん大好き！」

「あほー！」

　小鳩が叫び、マリアを俺から引きはがしにかかった。

「おわっ!?　なんでまた吸血鬼がここにいるのだ!?」

「……我が眷けん属ぞくが貴様に誑たぶらかされぬよう見張るためだ……」

「なにおー！　お兄ちゃんはワタシと神の道を歩むのだ！　お兄ちゃんは正しい心を持っている神の使徒なのだ！」

「小こ鷹だか、神の使徒と吸血鬼の眷属どっちにするの？」

　おかしそうに星奈。

「どっちにもしねえよ」

　俺は嘆たん息そくする。

「うが──ッ！　オマエ死ね！　神の名のもとにワタシが裁いてやる！」

「ククク……貴様こそ我が闇やみの力の前に屈するがいい……。これがかつて教室を震しん撼かんさせた闇の力……羽は瀬せ川がわ菌タッチ！」

「え？　タ……タッチ返し！　十字バリヤ！」

「はい無駄ー！　うちハイパーバリヤしとるで効かんもん！」

「そんなんずるいぞ！」

「ずるないわ！」

　マリアと小こ鳩ばとはとっくみあいのケンカを始めた。

　仕方ないから怪け我がしないうちに止めてやるか……。

　しかし羽瀬川菌はやめてほしい……トラウマが抉えぐられる（ちなみに夜よ空ぞらと星せ奈なもイヤそうな顔をしていた。多分同じような思い出があるのだろう）。




　……まあそんなわけで、隣りん人じん部ぶにまたしても新しいメンバーが増えた。

　羽瀬川小鳩──可愛かわいいけど残念な俺おれの妹。












リレー小説『聖セイント☆兄貴さん』







　ある日の放課後。

　部室には俺おれ、夜よ空ぞら、星せ奈な、幸ゆき村むら、理り科か、小こ鳩ばと、それにマリアと、隣りん人じん部ぶメンバーが全員揃そろっていた。

　俺は宿題、夜空は文庫本を読み、星奈はＰＳのギャルゲー、幸村は立っているだけ、理科はＰＳＰで何かのゲーム、小鳩とマリアは漫画を読んでいる。

「……なんつーか、本当にただみんなで部室にいるだけって感じだよな」

　ふと俺が手を止めて言う。

「べつにいつものことだろう」と本から顔も上げずに夜空。

「まあそうなんだけど……せっかくみんな集まってるんだから、もうちょっと部活っぽいことやってみてもいいんじゃねーかなとなんとなく」

「あにき。わたくしはあにきのおそばにいるだけで幸せです」

　幸村がぼーっとした顔で柔らかく言った。

「大胆ですね幸村さんは。理科も見習うべきでしょうか」

「なにを見習うんだ……」

「理科は小こ鷹だか先輩に興味津々なのですよ。髪とか顔つきとか筋肉とか内臓とか脳とか、ぜひとも研究してみたく。はっ、これってもしかして……恋？」

「絶対に違う！」

「積極的なアタックで先輩の身体からだをゲットしてついでに心もゲット」

「順番が逆だしお前の言う身体ゲットはなにかが違う！」

「なあに心など所しよ詮せんただの化学反応ですよ。脳でもいじればどうとでもなります」

「マッドサイエンティストかお前は！」

「そうですけど？」

「あっさり肯定するな！」

　淡々と馬ば鹿かなことを言う理科に連続でツッコミを入れる。

　理科が微かすかに笑う。

「いつもながらスピーディーかつ的確なツッコミです先輩。……ところでツッコミという言葉はじつにエッチだと思いませんか」

「頼むからお前もう喋しやべるな！」

「そう言って小鷹はいきなり、理科の身体を乱暴に抱き寄せその唇くちびるを奪った──」

「奪わねえよ！」

「……そういえば、キスには悲しい思い出がたくさんあるんです」

「え!?」

　いきなり深刻な顔をして言った理り科かに思わず驚く。

「お、お前キスなんてしたことあったのか……しかも複数回……」

「ふふ、理科はこう見えて経験豊富なのですよ。その昔クラゲに熱烈なキスをしたらグサッと刺されて三日間ほど生死の境をさまよい、その後一ヶ月以上唇くちびるがありえないくらい腫はれて痛かったのです」

「……反応に困る過去話をありがとう」

「他ほかにもクワガタとかザリガニとかイカとか蛇とか、好きになってしまった子にキスをするたびに酷ひどい目に」

　……想像すると痛そうだった。

「あとプラナリアのプニャくんにキスしようとしてシャーレに口を近づけたら誤って飲んでしまった悲劇は今も忘れられません。さすがに反省してここ数年はキスを自重しているのですが……理科、哺ほ乳にゆう類るいとのファーストキスは先輩がいいナ。……これ、理科が温めていたとっておきの殺し文句なんですけど、ときめきましたか？」

「……なあ、お前ってもしかしてウルトラ級の馬ば鹿かなのか？」

　俺おれが本気で尋ねると理科はなぜか頰ほおを染そめ、

「理科にそんなことを訊きいたのは先輩が初めてです。先輩には理科の初めてを奪われてばかりですね……」

「俺がいつそんなものを奪った!?」

「この学校に入学して初めて会話した生徒が小こ鷹だか先輩です」

「マジで!?」

　衝撃の事実……それは悲しいにもほどがあるだろう……。

　と、そのとき。

「うが──ッ！　またバッドエンド!!」

　星せ奈ながＰＳのコントローラを床に叩たたきつけた。

「これで五回目よ!?　どうなってんのよこのゲームは！」

「うるさいぞ肉……」

　憤りの声を上げる星奈に、夜よ空ぞらが不快そうに顔をしかめる。

「あれ。星奈先輩、それはもしかして『かぐわしき魔王！』ですか？」

　ゲーム画面を見て理科が尋ねた。

「そうだけど？」

「そのゲーム、たしか主人公の名前がデフォルトと違うと重要イベントが起きず絶対にバッドエンドになってしまうというバグがあったような」

「んな……！」

　星せ奈なの顔が絶望に引きつる。

「つまりあたしは永遠に香か具ぐ山やまさんと仲良くなれないってこと!?」

「いえ、そのフラグが立つイベントの直前にオプションで一時的に名前をデフォルトに戻せば回避可能なバグです」

　しかし星奈は沈痛な面持ちで首を振り、

「……そんなことできないわ。これまであたしと友情を深めてきた香具山さんが一時的とはいえ他ほかの男に取られるなんて許せない……そんなことならいっそ！」

　星奈はＰＳのディスクを取り出してリセットボタンを押し、「さようなら……香具山さん……」と悲ひ愴そうな声で呟つぶやきディスクを真っ二つに割った。

　さらに続けて、セーブデータまで削除してしまった。

「そこまでするか!?」

「馬ば鹿かだ……」

　啞あ然ぜんとする俺おれと夜よ空ぞら。

　星奈は遠い目をして言い放つ。

「ふん……女には二種類いるの。あたしと仲良くなれる女の子と、それ以外の雌めす犬いぬよ。仲良くなれない雌犬は全員死ねばいいんだわ……」

「潔いさぎよいですね星奈先輩。理り科かにディスクを貸していただければ、その程度のバグならすぐに修正してあげられたのですが」

「それを先に言ってよ!?」

　悲鳴を上げ、割ってしまったディスクを見つめて震ふるえる星奈。

「うう……香具山さん……。はあ……なんかもう今日はゲームやる気分じゃないわ……」

　がっくりとうなだれソファに座る。

「んで小こ鷹だか、今日はなんかやるの？　やるなら付き合ってあげてもいいわよ」

　ゲームをやりながらもこちらの話は聞こえていたらしい。

「……まあ、案があるなら聞くぞ」と夜空。

「これまで部活をやったことがないので『部活っぽいこと』というのが理科にはよくわかりませんが、興味はあります」

「わたくしはあにきの望まれるがままに」

　理科と幸ゆき村むらが言った。

　俺に聞かれても特に案があるわけでもないのだが……。

「うーん……」

　少し考え、




「……リレー小説ってのは？」




　そう提案した。

「リレー小説ってなに？」と星せ奈な。

「みんなで順番に小説を書いていくんだ。一定の量を書いたら次の人に交替して、次の人は前の人の書いていた話の続きを自由に書く」

「小こ鷹だかなんでそんなのがやりたいの？」

「いや、こないだ読んだ小説に部活でリレー小説を書くってエピソードがあったのをふと思い出しただけなんだが。でもけっこう楽しそうだったぞリア充っぽくて」

「ふうん……まあ面白そうかもね」

「ふん……では試しにやってみるか。どうせ暇だし」

　星奈と夜よ空ぞらが賛同した。

「先輩。理り科かは小説なんて書いたことがないのですが」

「わたくしもです」

「ワタシもないぞ！」

　理科と幸ゆき村むらとマリアが言った。

　小こ鳩ばとが含み笑いをする。

「ククク……我は一時期毎日のように書いていた記憶がある……それだけが我の孤独を埋める唯一の慰めであった……」

「あー、もしかしてあれって小説だったのか。びっしりとよくわかんない記号が並んでたけど……」

「あ、あんちゃん！　人のノート勝手に読まんでよ！」

「開いたままだったのをちらっと見ただけだ。炬こ燵たつで寝ちまうお前が悪い。つーか全然読めなかったけど、あれなにが書いてあったんだ？」

「むー……あ、あれは古代メルカニア文明の魔術文字で……」

　小鳩は赤面して唇くちびるを尖とがらせた。

「まあ俺おれだって書いたことないけど、素人なりに自由にやればいいんじゃないか」

「小説はないが脚本ならあるな。同じ要領でやればいいのだろう？」

「……いい……のかな？」

　以前夜空の書いた桃太郎の脚本を思い出し俺は言葉を濁した。

　ともあれ、みんな初心者だが書くことに反対なやつはいないようだった。

「おし、じゃあやろうか。その小説だと、持ち分は一人40文字×17行のＭＦミツルギフアイヤー文庫フォーマットで１ページ。ページの最後まできたら、たとえ文章が途中でも次の人に交替ってルールだったから、それでいいか？」

　特に反対意見も出なかった。

　そして俺おれたちはじゃんけんで順番を決めた。

　決まった順番は以下の通り。




　一番──楠くすのき幸ゆき村むら

　二番──三み日か月づき夜よ空ぞら

　三番──羽は瀬せ川がわ小こ鷹だか

　四番──柏かしわ崎ざき星せ奈な

　五番──羽瀬川小こ鳩ばと

　六番──志し熊ぐま理り科か

　七番──高たか山やまマリア




　理科がノートパソコンのワープロソフトを立ち上げる。

　そして混こん沌とんの隣りん人じん部ぶリレー小説が始まった──……。







【楠幸村パート】

　むかしむかしあるところに、小鷹のあにきがおりました。




「なんでだよ!?」

　幸村が書き終えた原稿を読み始めた俺は、最初の一行目から全力でツッコんでしまった。

　幸村が一番に決まったときから「これマズいんじゃね。『ブンゲー部』のリレー小説で蘇そ我が富ふ美み佳かが最初にきちゃったようなもんじゃね？」と超不安だったのだが、その不安は見事に的中してしまったようだ。

　幸村恐るべし……。




　あにきはとても偉大なおかたで、文武両道に秀で、強きをくじき弱きをたすける真のもののふであり、ほとばしるようなかりすまを持ち、民百姓からもたいへん慕われておりました。

　ある日のことです。

　あにきはいつものように街へれいぷをしに出かけようとしました。




「強きを挫くじき弱きを助ける真のもののふがレイプなんてするか！　しかもいつものようにって常習犯か！」

　くそう……また全力でツッコんでしまった……。

　小説を読みながら声に出してツッコむのってアホみたいだからイヤなのに！

「小こ鷹だか。顔を真っ赤にして大声出して、アホみたいだぞ」と夜よ空ぞら。

「あんたサイテー。性犯罪者」と星せ奈な。

　……早くも心が折れそうになりながら、俺おれは続きを読む。




　あにきが草履ぞうりをはこうとすると、なんと冬だというのに草履が温かいではありませんか。

　あにきは怒って、草履ぞうり取とりのわたくしを呼びました。

「こら幸ゆき村むら！　お前は俺の草履を尻しりにしいていたな！　この無礼者め！」

「ちがいます。わたくしは草履をふところに入れて温めていたのです」

　わたくしは自分の着物を脱いで、草履のあとのついた胸をあにきにお見せしました。

　恥ずかしかったですがあにきにならすべてを見られても平気です。

　するとあにきはわたくしを褒ほめてくださいました。

「そなたの忠義、あっぱれである。これからも俺に尽くしてくれ」

「ははー」

　こうしてわたくしはあにきに生涯の忠誠を誓ったのでした。

　めでたしめでたし。




「……」

　どこからツッコんでいいのかわからずうめき声を上げる俺。

「お兄ちゃんが怖いのだ……」

　マリアが泣きそうな顔をしたのでとりあえず俺は平静を装う。

「……ま、まずは、とりあえず、幸村」

「はい」

　やんわりと頷うなずく幸村（心なしか満足げ）。

「まずあれだ。リレー小説なんだからトップバッターでいきなり終わるな」

「やや、これはしたり。めんぼくしだいもござりませぬ」

　少し驚いた顔で幸村が言った。

「あとは……まあ、パクるな。これあれだろ、豊とよ臣とみ秀ひで吉よしが織お田だ信のぶ長ながの草履取りだったときのエピソードそのまんまじゃねえか」

「ごぞんじでしたか。さすがあにき」

「まあ有名な話だからな」

「しかしあにき。この草履取りの逸いつ話わは資料的根拠があるわけではなく石いし田だ三みつ成なりの三杯の茶や毛もう利り元もと就なりの三本の矢の逸話などと同様に史実ではない創作の可能性が高いのです」

「創作だってこともけっこう有名だよな」

「さようですか……」

　少し残念そうな幸ゆき村むらだった。

「あとはまあ……いいや……」

　読んでるだけで疲れたし。

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってください先輩」

　珍しく理り科かが慌てた声を上げた。

「大事なツッコミどころを忘れていませんか!?」

「？」

「……は！　もしかして既に幸村さんと先輩はそういう関係で、こんなのは全然自然なことでツッコミに値しないと……!?」

「……お前はなにを言ってるんだ？」

「ここですよここ！」

　理科はパソコンの画面を指さした。

「秀ひで吉よしの逸いつ話わをパクったところだろ？　さっきツッコんだじゃないか」

「秀吉のことはどうでもいいんです！　も、問題はその行為そのものです！　ふ、服を脱いで胸を先輩に見せるだなんて！　幸村さんちょっと大胆すぎじゃないですか!?」

「…………？」

　理科がなにを言っているのかいまいちよくわからず首を傾かしげる俺おれ。

「あ、なるほど」と夜よ空ぞらが言う。

「お前幸村のこと、女だと思ってるだろ」

　今度は理科が首を傾げる番だった。

「？　どういう意味ですか夜空先輩？」

　あー……なるほど、ようやく俺にも理解できた。

「理科。幸村は男だ」

「!?」

　その時の理科の顔は、これまでの彼女の表情でもっとも間抜けなものだった。

「男……の子……？」

「ああ」

「男の子、なんですか？」

　今度は幸村に尋ねる理科。

「？　みてのとおり、わたくしはだんしですが？」

　本気で不思議そうに幸村。

「メイド服着てるのに？」

「……まあ、無理もないな」

　俺おれは苦く笑しようする。

　幸ゆき村むらの見た目は一〇〇％可か憐れんな女の子で、しかも服装はメイド服だ。

　説明されなければ男だとわかるやつはいないだろう。

　そしてよく考えると誰だれも理り科かに幸村が男だと説明したことがなかった。

「幸村……くん、だったのですか……」

「ま、そーゆーことだ」

「幸村くん、男の子なのに小こ鷹だか先輩にあんな台詞せりふやこんな台詞を……」

　わなわなと震ふるえる理科。

「……おい？　理科？」

　俺が様子のおかしい理科の肩を叩たたくと、

「しゃあ──────────ッ!!」

　理科が突然奇声を上げた。

「ど、どうしたんだ？」

　戸と惑まどう俺に、理科は鼻息荒く、

「だって男の子ですよ男の子！　男の子×男の子！　ボーイズなラブの世界がここに！　理科は今とてもコーフンしています！　頭がフットーしそうです！」

「そ、そうか」

「先輩！」

「な、なんだ」

「幸村さ……幸村くんとはもうエッチしたんですか!?」

「するか！」

「ええー。衆しゆ道どうは武士のたしなみで、信のぶ長ながや信しん玄げんだって配下のイケメン武将とフツーにしてたんですよ？」

「いや俺武士じゃねえし」

「がっかり……」

　心の底から残念そうな理科。

「あにき」

　幸村が口を開く。

　なぜか少し頰ほおを赤らめながら、

「わたくしはあにきが望まれるのであれば、どのようなことをされてもかまいません」

「み　な　ぎ　っ　て　き　た　！」

　理り科かがガッツポーズをして血走った目で叫んだ。

　ちょっとクールな天才少女の面影などもはや欠片かけらもなく、そこにいたのはただの一人の変態だった。

「この胸のトキメキは今すぐカタチにしたい所存！　夜よ空ぞら先輩！」

「なんだ」

「リレー小説の順番、理科と代わってくれませんか！」

「いやだ」

　二番手である夜空はあっさり断った。

「な、なぜですか!?」

「なんかキモいし……」

「そうですか……残念です。かくなるうえは理科の順番が来るまでたっぷり妄想をしておくことにします」

　交替したほうがマシだったような気もする。

　理科は荒い息をつきながら俺おれを見つめる。

「ハァハァ……小こ鷹だか先輩。今、理科の頭の中で小鷹先輩は全裸です」

「今すぐその妄想をやめろ！」

　……女の子の頭をどつくのはこれが初めてだった。

「ふう……疲れる女だ……」

　嘆たん息そくしながら、夜空がパソコンに向かって原稿を書き始めた。







【三み日か月づき夜空パート】

　舎弟の幸ゆき村むらとともに出かけた小鷹。

　街に着くと一人の女が大勢の男達に囲まれてレイプされているのを見かけた。

　レイプされていたのは金きん髪ぱつ碧へき眼がんで目つきが気にくわない牛みたいな下品な胸をした頭の悪そうな女だった。




「アホかああああ!!」

　読みながら星せ奈なが怒声を上げた。

「な、なんであたしが街でレイプされてんのよ!?」

「うるさいぞ肉。誰だれも貴様のことなんて書いてないだろう。それとも自分が金髪碧眼で下品な胸をした頭の悪そうな女という自覚があるのか？」

　星奈の抗議を歯し牙がにもかけず夜空は不機嫌そうに言った。

「ぐぐぐ……下品と頭悪そうってところだけは全然違うわよ……！」

　悔しそうに歯は嚙がみして星せ奈なは続きを読む。




　女は通りかかった小こ鷹だかに恥ずかしげもなく助けを求めた。

「ひぎぃぃ、こ、この汚らしくて醜い豚めをどうかお助けください。この哀れな雌豚の名前は柏かしわ崎ざき星奈ですぶひー」




「書いてるじゃない思いっきりあたしの名前を!!」

　涙目になって星奈は叫んだ。

「同姓同名の別人だ。現実とフィクションの区別くらいつけろ柏崎星奈」

「こんなときだけ改めてあたしの本名呼ぶのねあんた！　ていうかあんたにフルネーム呼ばれたのってもしかして今が初めてじゃない!?」

　そんなことをちゃんと覚えている星奈が少し健けな気げだと思った。

「そうだったか？　私に名前を呼んでもらえたことを感謝するがいい柏崎星奈」

「そ、それは、う……」

　何な故ぜか顔を赤らめて、星奈は再び小説へと視線をやった。




　汚らしい柏崎星奈という雌豚が惨めたらしく小鷹に懇願する。

「ぶひー、助けてくださいぶひー、このチャバネゴキブリ未満の存在価値しかない柏崎星奈という女を助けてくださいぶひー」

　男達は柏崎星奈を容よう赦しやなく陵りよう辱じよくしていく。

「ギャハハ助けを乞こうても無駄だ柏崎星奈！　大体お前は金持ちでちょっとお勉強ができるからって生意気なんだ。部室でエロゲーをやるような痴ち女じよのくせに！」




「あたしよね!?　これどう考えても他人のそら似とかじゃなくてあたしよね！　いくらなんでも酷ひどすぎじゃない!?」

　星奈は半泣きで叫ぶ。

　ここまでやられると正直俺おれも引く。

　小説でも残酷なシーンとか苦手なんだよな俺……。

「……まあ、たしかに私も少しやりすぎたと思う。だから貴様のレイプ描写はここでおしまいにした」

「貴様って言った！　いま貴様って言った！　やっぱりこの柏崎星奈はあたしなのね！」

「細かいことは気にするな」

　夜よ空ぞらは星奈の言葉をさらりと受け流した。

「……でもこれでイヤなシーンが終わるなら……きっとヒロインらしく主人公に助けられるのね？」




「助けて！　助けて！　この柏かしわ崎ざき星せ奈な様を助けなさいよ！」

　柏崎星奈はみっともなく泣き喚きながら助けを乞こう。

「断る。だって俺おれ幼女にしか興味ないから」

　小こ鷹だかは幼女にしか興味がなかったので柏崎星奈を見捨てて他ほかの獲物を探しに行った。




「小鷹！　なんで助けてくれないのよ！」

「え!?　俺に言われても！」

　何な故ぜか涙目で俺を睨にらんでくる星奈に俺は慌てた。

「つーか夜よ空ぞら！　なんで俺に幼女にしか興味がないとかいうわけわからん設定が追加されてるんだ!?」

　すると夜空はジト目で、

「お前も現実と小説の区別がつかないのか？　これはあくまで創作だ。現実の小鷹とは一切関係がない」

「そりゃそうだけど……むう……」

　釈しやく然ぜんとしない気持ちながら、俺はパソコンに向かう。

　小説の問題は小説で解決すればいいのだ。







【羽は瀬せ川がわ小鷹パート】

　ばしっ！　ずばっ！　ドゴーン！

「ギャー、やられたー！」

　星奈を見捨てたふりをした俺だったが、やっぱりすぐに引き返して、星奈を襲っていたチンピラどもをやっつけたのだった。




「あ、ありがとう……助けてくれて。と、とりあえずお礼を言ってあげるわ！」

　頰ほおを赤らめて言う星奈（現実）。

「いや、べつに見捨てると俺の寝覚めが悪いから……」

「む……」

　夜空は面白くなさそうな顔をしていた。




　チンピラどもの話によると、やつらのアジトは西の洞どう窟くつらしい。

　民百姓が安心して暮らせる世を造るため、俺おれは街をおびやかす悪党どものアジトへ乗り込む。

　もちろん最初からレイプなどするつもりはなかったし、幼女にしか興味がないというのも噓うそだった。

　それは敵の目を欺くための作戦だったのだ。

　チンピラのアジトに到着するとチンピラがわらわらとたくさん出てきた。

「なんだてめえは」

「名乗るほどのものではない」

　俺はチンピラどもを蹴け散ちらした。

　人々は俺を見た目はちょっと怖いかもしれないけど正義感が強く心優しく困っている人を放っておけない性格の好青年だとわかってくれた。




「お兄ちゃんかっこいいのだ！」

「ククク……我が半身ならばこの程度容易たやすきことよ……」

「さすがあにきです。やはりあにきこそ男の中の男です」

　マリア小こ鳩ばと幸ゆき村むらが口々に俺を褒ほめ称たたえる。

　しかし、

「…………小こ鷹だか……」

　……なんだろう、夜よ空ぞらの俺を見る目が異様に冷たいのだが。

　夜空はなにか言いたげな素振りを見せたあと「ふう……」と嘆たん息そくして、

「……まあ、お前が楽しいのならそれでいいのだろう……」

「ど、どういう意味だよ!?」

　夜空は悲しげに目を背けて答えてはくれなかった。

　……くそー……いいじゃないか小説の中の自分を大活躍させたって……。

「次はあたしね。ふふ……借りは返してあげるわ」

　星せ奈なが執筆を開始する。




【柏かしわ崎ざき星奈パート】

　そのときチンピラどもの首領が登場した。黒髪の目つきが悪い女で、顔頭性格すべてにおいて到底私には及ばない虫けらのような存在だった。

「グブブ、おでは三み日か月づき夜空。悪の化身でやんす」「やっつけてやる！」「げへへ無駄だ」




　ばちこーん！

　夜空はどこからともなく取り出したハエ叩たたきで星奈の頭をはたいた。

「いたあっ！　なにすんのよ！」

「ハエが肉に群がっていた。夏場は肉が腐くさりやすくて困るな」

　涙目で抗議する星せ奈なに夜よ空ぞらはしれっと答えた。




　三み日か月づき夜空の力は所しよ詮せんゴミカスとはいえそれなりのもので、小こ鷹だかは苦戦した。

　夜空の卑劣な罠わなによりちょっと頭が悪い小鷹はすぐにピンチに陥ってしまった。

「ブヒャヒャとどめをさしてやる」「くそう、ここまでか。神よ……」

　小鷹の祈りが神に届いたのだろうか。突如黒雲を裂いて天から眩まばゆいばかりの神々しい光が差し、女神と見まごうような美しい金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女が降臨した。




「……ちなみにここは洞どう窟くつの中だぞ」と俺おれ。

「いいじゃないの細かいことは！」




　なんとその女神は小鷹が助けた神々しいほどに完かん璧ぺきすぎる美少女、柏かしわ崎ざき星奈だった。

「見ての通り私は神よ。街で悪漢どもにレ襲われていたのは人類を試すためで、本当はあんなゴミクズどもは簡単に消滅させられたの。邪悪な者どもよ、滅びるがいい」

　すると夜空に神のいかづちが炸さく裂れつし夜空はボロ雑ぞう巾きんのようなみすぼらしい姿になった。




　べしっ。

　夜空は無言で星奈をハエ叩たたきで叩いた。

「や、やめてよっ！」




「跪ひざまずいて命いのち乞ごいをしなさい夜空。そうすれば助けてあげるわ。私は慈悲深い神だから」

「ひいー星奈様、もう二度と悪いことはしませんブー。命ばかりはお助けをー」

　夜空は無様に泣き叫び、神である私の靴を恥ずかしげもなく犬の様にぺろぺろと舐なめた。

　小鷹も神に感謝し、私はご褒美に小鷹の頭を踏んであげた。小鷹は恍こう惚こつの表情を浮かべて「どうか足を舐めさせてください」と懇願した。私は特別に靴下を脱ぎ素足を小鷹の口




「このド変態が！」「アホかお前は！」

　夜空と俺のツッコミの声。

　同時に夜空はハエ叩きで星奈の頭をべちべち叩いた。

「な、なにするのよ!?　本当なら殺すところを慈悲深いあたしが命を助けてあげて足まで舐めさせてあげたんだから感謝しなさいよ！」

　どうも本気で俺たちに感謝を求めているらしい星奈に頭が痛くなる。

「……この私が肉ごときの靴を舐なめて命いのち乞ごいをするだと……？　ここまでの屈辱は初めてだ……」

「あ、あんただってあたしをレイプしたじゃないの！」

　夜よ空ぞらの怒気に気け圧おされつつ星せ奈なが反論するが、もちろん夜空は聞く耳もたなかった。

「謝れ、肉」

　ゾッとするほど冷たい声でただ一言。

「な、なんであたしが謝らないと……」

「……」

「うう～……わ、わかったわよ……悪かったわよ……ちょっとやりすぎだったかも……」

　泣きそうな顔で星奈は小さく言った。

「誠意が足りないな……」

　そして夜空は何な故ぜか片方の足を星奈に向けて突き出した。

「な、なによこれ」

「わかるだろう……？　誠意の見せ方は貴様が書いた文章に書いてあるではないか……」

「あ、あたしがあんなことするわけ…………ううう……」

　夜空の氷の眼まな差ざしに、星奈は震ふるえながら姿勢を低くし、そろそろと夜空の靴へと手を伸ばして口を開き──

「──誰だれがあんたの靴なんて舐めるかボケー！　アホーッ！」

　べちっ！

　いきなり立ち上がって夜空の手からハエ叩たたきを奪い夜空の頭を一発叩いたあと、あっという間に部室から出て行ってしまった。

「バーカバーカ夜空のうんこ────ッ!!」

「…………あの肉……！」

　夜空はぴくぴくと震えながら閉まった扉を見つめていた。

「……星奈行っちゃったけど続けるか？」

「ふん、肉の出番は終わった。問題ないだろう」

「……フフフ……我が迸ほとばしるような知性の片へん鱗りんを愚ぐ物ぶつどもに見せてやろう……」

　小こ鳩ばとがあまり知性を期待できない台詞せりふを吐いてパソコンに向かった。




【羽は瀬せ川がわ小鳩パート】

に近づけた──。

　忌いまわしき神の誘惑に血迷った我が魂の片割れが接せつ吻ぷんをしようとした刹せつ那な──。

　突如として狼雅ローガ・ヴェルヘイム・ゼイリスの頭の中に甘美なる声が響いた──。




「狼雅ローガって誰だれ!?」

　いきなり謎なぞの名前が出てきて戸と惑まどう俺おれに小こ鳩ばとは、

「まさか……忘却したと？　それは汝なんじが真マ名ナ……幾いく度ど転生を繰り返そうとも変わることなき、魂に刻まれし真実の銘な──」

「六代目笑しよう劇げき亭てい寿す司し麻ま呂ろみたいなもんか？」

「そんな落語家みたいなんちゃうわっ！」

　おお、的確なツッコミだ妹よ。




　目覚めよ……闇やみの血よ──。

　甘美にしてどこか懐かしき呼び声に、神の誘惑に屈しそうであった狼雅の心は再び正気を取り戻した──。

　それは遙はるか時空の彼方より見守りし高貴なる夜の血けつ族ぞくレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギの呼び声であり、我が半身である狼雅の覚かく醒せいの萌ほう芽がであった──。

　頭の中に蘇よみがえる、悲しくも愛いとおしい記憶──。

　レイシスと狼雅の邂かい逅こうは十三世紀の奥おう州しゆうトランシルヴァニアにまで遡る──。




「……なんか壮大な話が始まったぞ」

「ククク……我が魂の軌き跡せき、文庫本一ページでは到底語り尽くせるものではないわ……」

「……ちなみに小鳩。ただの変換ミスかもしれんが『奥州』ってのは今の東北地方あたりの昔の呼び方で、ヨーロッパは『欧おう州しゆう』な」

　小鳩の顔は真っ赤になった。




　時の領主の息子であったヴェルヘイム・ゼイリスが狩猟に出かけた折、湖にて美しき少女が沐もく浴よくをしている場面に遭遇する──。

　ヴェルヘイムと少女は目と目が合うなり惹ひかれ合い結ばれた──。




「……今ちょっと展開についていけなかった」

「ククク……ヒトの子には百万言を尽くしたところで解るまい……あの魂が共鳴する震ふるえるような感覚は……」




　夜の血族の証である左右異なる色の瞳ひとみを持つその少女の名は、レイシス・ヴィ・フェリシティ・煌──孤高なる夜の女王──。

　夜の血族と昼の種族──。

　決して許されることのない二人の愛はやがて悲劇を招く──。




「……なんか背中がむず痒がゆくなってきた」

　読み終えた夜よ空ぞらが微妙な顔をした。

「くくく……これはまだ壮大なる叙事詩サーガの序章に過ぎぬ……これより千ページにわたり我と狼雅ローガの輪りん廻ねの物語が綴つづられるのだ……」

「そのサーガは家でノートにでも書いててくれ……」

　げんなりして俺おれが言った。

「くくく……次はいよいよ理り科かですね」

　これまでずっと妄想モードでたまに「あっ♥」だの「らめえ♥」だの変な声を上げたり奇声を上げて床を転げ回っていた理科（俺や夜空たちは見ないふりをしていた）が、眼鏡をくいっと持ち上げて言った。

　激烈に嫌な予感に襲われたが、しかし物語は狼雅＆レイシスという前世編（？）に突入している。

　俺と幸ゆき村むらを題材にしたおかしなＢＬ展開の入り込む余地はない…………はずだ。







【志し熊ぐま理科パート】

　そんなこんなで闇やみの力に目覚めた小こ鷹だかは神を滅ぼして世界をも滅ぼそうとした。




「「「そんなこんなで!?」」」

　俺、夜空、小こ鳩ばとの声がハモる。

　り、理科のやつ、前世編をわずか七文字で終わらせやがった……！




　そんな小鷹を止めたのはこれまでずっと小鷹に付き従っていた幸村だった。

「世界を滅ぼすなどやめましょう。あにきにはわたくしがおります」

「そうか……そうだったな幸村」

　闇の力の暴走を愛によって抑えた小鷹は幸村と激しく求め合った。




「ギャーッ！　やめてくれ──────っ!!（←俺の悲鳴）」




「あにきの、大きいです……」幸村は小鷹のまるでヤルトヤイゼンのソボルビソグ・ヌテークの如ごとく雄々しく屹きつ立りつする逸いち物もつを口に含んだ。「ああっ」小鷹の口からガンタンカーのキャタピラ音のような喘あえぎが漏れる。ぬちゃぬちゃとヅオン軍の整備士がアイッガにエネルギーを補給している時のようないやらしい音を立てて、ダフのヒートウィップのような幸ゆき村むらの舌が執しつ拗ように小こ鷹だかの荷電粒子砲を責め立てる。「も、もう限界だ！」「そのままください、あにき」「ユニバース！」小鷹は幸村の口の中に、マヅンガーＸのブレストフレアにも勝る激しさで欲望を迸ほとばしらせる。「ハァハァ……」トヲンゲムの切れたガムダンエクシアのような切なくも艶なまめかしい息を吐く小鷹。「あにきの、まだ全然元気……」そう、小鷹のギガバズーカは発射直後にも関わらず全まつたく衰えを見せていない。「あにきと合体したい……」「よし、今度は俺おれがお前を気持ちよくしてやるぜ！」小鷹はジェネシックガ才ガ人ガーの如ごとく精気溢あふれるメガドリルを幸村の後部連結ユニットへと乱暴に挿入する。「アーッ！」奥まで貫かれ、幸村はデスイーブの神経クラックを受けたマルアの如き嬌きよう声せいを洩もら




「う～、もういっぱいになってしまいました……全然書き足りません」

　怒ど濤とうの勢いでページを埋めて、理り科かが無念そうに言った。

「……なんだこれ……」

「むう……とてつもなく凄すごいものを読んだような、とてつもなくしょうもないものを読まされたような……本当に……なんだこれ……」

　夜よ空ぞらが疲れた顔でこめかみを押さえた。

「あにき……」

　幸村がなぜかうっとりしたような顔で俺を見つめていたが見なかったことにした。

「……この文章、なにが書いてあるかは大体わかるんだよ。でもそれを頭の中で映像化しようとすると俺の脳の処理能力では追いつかないというか常時モザイクがかかっててたまに爆発が起きてるみたいな……」

「……私もそんな感じだ」

　この場合、光景が想像できない方がいいのかもしれないけど。

「あのう先輩、そんな熱心に読まないでください。理科恥ずかしいです……。自分で書いたとはいえ、いくらなんでもエロエロすぎました。理科、自分がこんなにもエッチな子だったなんて知りませんでした……」

　赤面して顔を押さえる理科だったが、その心境がまったく理解できない。

「ハァハァ……ちょっと理科室の机でスッキリしてきます……」

　理科は恍こう惚こつとした表情でふらふらと部室を出て行ってしまった。

　スッキリってお前……。

「つ、次はマリアか」

「そ、そうだな……」

　俺と夜空は気まずさを誤魔化すように言ってマリアの方を見た。

　……マリアはソファの上で丸くなり、すやすやと安らかな寝息を立てていた。

「ククク……この娘ならば、我の崇すう高こうな文章を読んでいる途中で夢魔に連れ去られてしまったぞ……所しよ詮せん神の力など闇やみの誘惑には抗あらがえぬのだ……」と小こ鳩ばと。

　どうやら退屈で寝てしまったらしい。

「ふう……」

　俺おれはため息を吐き、

「どうする？　マリアを起こすのも可哀かわい想そうだし、星せ奈なと理り科かも行っちまったし……」

　夜よ空ぞらも疲れた顔で小さく嘆たん息そく。

「……もう遅いし、続きは今度にしよう。…………次があればな」

「……そうだな」

　おそらくこのリレー小説の続きが書かれることは二度とないだろうと予感しつつ、俺は頷うなずいた。




　こうして、第一回隣りん人じん部ぶリレー小説は幕を閉じたのだった。





カラオケ







　放課後。

　部室には俺、夜空、星奈、幸ゆき村むら、理科の五人がいた。

　星奈はいつものようにＰＳのギャルゲーをプレイ中。

　俺たちもそれぞれまったり過ごしていた。

　と、突然テレビから歌声が聞こえてきた。

　星奈がプレイしているギャルゲーだ。

　エンディングまで行ったのかな……となにげなく目をやると、画面の中で金きん髪ぱつの少女がマイクを握って歌を歌っているグラフィックが表示されていた。

　背景の絵から察するに、カラオケボックスの中だろう。

　星奈はそのシーンで手を止め、ぼーっと歌を聴いている。

　歌が終わったあと、星奈はこちらを振り向き、

「ねえ、ちょっと聞くけどさ……あんたたち、カラオケって行ったことある？」

　どこか恥ずかしそうに尋ねる星奈に、

「まあ、他ほかの学校にいたときに何度か」と俺。

　本当に数えるほどしか行ったことないけど。

「あるぞ」

　夜よ空ぞらが言った。

「「ええっ!?」」

　あまりにも意外な答えにハモって驚く俺おれと星せ奈なに、「……なぜそこまで驚く」と夜空は不愉快そうな顔をした。

「いや、あんまりカラオケ行きそうなイメージなかったから……」

「む……。私はこう見えて、市内のカラオケボックスを全すべて行き尽くしたくらいのカラオケ通だぞ」

「それはすごいな……」

「そうだろう」

　少し得意げな夜空。

「ああ。一人で市内のカラオケボックス全制覇なんてなかなかできることじゃない」

　普通はやろうとも思わない。

「……なぜ一人だと決めつける？」

　夜空は不機嫌な顔に戻った。

「カラオケは、友達と行くものに決まっているだろう」

「ええ!?」

　驚きよう愕がくすべき発言に俺は頓とん狂きような声を上げた。

　夜空は口の端を微かすかに吊つり上あげ、

「友達と行くカラオケは楽しいぞ。トモちゃんは歌が上う手まいだけでなく聞き上手の盛り上げ上手で、いつもあっという間に時間が過ぎてしまう」

「……あー、トモちゃんね……」

　トモちゃんというのは夜空のエア友達の名前だ。

「小こ鷹だか。なぜそんな哀れむような顔をする？」

「べつに」

　俺は夜空の顔を直視できなかった。

「…………小鷹や夜空ですら行ったことがあるなんて……」

　星奈は悔しげにわなわなと震ふるえていた。

「星奈は行ったことないのか？　カラオケ」

　俺が尋ねると星奈は顔を赤くして、

「ないわよ悪い!?　高貴なあたしがカラオケなんて低俗な庶民のお遊びをやったことあるわけないでしょう！　ぜんっぜん、興味もないわあんなの！　中学のときクラスのむかつく女子に『これからみんなでカラオケ行こうよー。あ、柏かしわ崎ざきさんは男の子と遊んでた方が楽しいのよねギャハハハ！』なんて言われたときも、全然悲しくなんてなかったんだから！　自分も行きたいなんてこれっぽっちも思わなかったんだからね！」

「わ、わかったから落ち着けよ……」

　トラウマスイッチが入って興奮する星せ奈なをなだめる。

　と、そこで理り科かが口を開く。

「先輩。理科もカラオケ行ったことないです」

「そうなのか」

「はい。前々から興味はあったのですが、なにぶんああいう賑にぎやかな場所に一人で入るのは苦手なもので」

「あー、わかるわかる」

「だから今度ご一緒してくれませんか小こ鷹だか先輩。カラオケ」

「ん……ああ、べつにいいぞ。俺おれも久しぶりに行きたいし」

「ありがとうございます」

　嬉うれしそうに理科は微笑ほほえんだ。

　こういうときの理科はわりと本気で可愛かわいいと思う。

「ま、待て小鷹」

　何な故ぜか少し慌てたように夜よ空ぞらが言った。

「カラオケのことなら私にまかせろ。いい店を知っている」

「案内してくれるのか？」

「ああ」

「そりゃ助かる。俺こっちの店とか全然知らないから」

　住んでいたのは小さい頃ころなので、カラオケとか金のかかる遊びには無縁だった。

　そうでなくても十年も経たてば街の様子だってがらりと変わってるし。

「……ち」

　理科が小さく舌打ちしたような気がした。

「あにき。わたくしもからおけやさんには行ったことがありません」

　幸ゆき村むらが言った。

「じゃあ幸村も行くか？」

「はいっ」

　幸村は少し嬉しそうに柔らかく微笑んだ。

「じゃあいつにする？　明日土曜日だけど……」

「私は明日の午後ならいいぞ」

「理科はいつでも大丈夫です」

「わたくしも問題ありません」

「じゃあ明日だな。待ち合わせはどこがいいんだ？」

「私の行きつけの店は遠夜西駅から徒歩十分だ」

　遠夜西駅は、俺おれが毎日の通学で乗降する遠夜駅の一つ前の駅だ。

「なら西駅の改札前で待ち合わせで」

「ん」「了解です」「わかりました」

「じゃあ時間は──」

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

　星せ奈なが捨てられた子犬のような顔で声を上げた。

「あ、あのね」

「なんだ肉」

　夜よ空ぞらは口の端を微妙に吊つり上あげた意地の悪そうな笑えみを浮かべ、

「私たちは今、高貴なお肉様が、ぜんっぜん！　興味がなくて、行きたいなんて、これっぽっちも！　思っていない、カラオケという低俗な庶民のお遊びに行く予定について話し合っているのだが？」

「う……」

　夜空は相変わらず星奈に対して容よう赦しやがない。お肉様て。

「で、肉。なにか話でもあるのか？　ないなら私たちは、貴様にはなんの関係もない明日の予定の話をしたいのだが」

「あ、あたしはその……」

「その店のフリータイムが一時からだから、集合時間は午後一時でいいな？　昼食は済ませておくこと。他ほかには──」

「無視しないでよ！」

　星奈が涙目で言った。

「なんだ肉。関係ない貴様は一人でゲームでもやっていればいいだろう。それともまさか、貴様も低俗な庶民のお遊びであるカラオケなんかに行きたいとでも言うのか？」

　星奈は顔を真っ赤にする。

「い、行きたくなんてないわよ！　でもほら、あたしってこの学園の理事長の娘だから！　学園に通う生徒どもが休日にどんなお店に行くのかとか、パパに報告するように頼まれてるのよね！　し、仕事だから、仕方なくそういう庶民どもの低俗な遊び場に行く必要もあるかなー、なんて……！」

「そうか。ならば市内のカラオケボックスに詳しい私が貴様の仕事に役立つ情報を教えてやろう」

「え……」

「この学園の生徒が多く訪れる店は柳河通りにある『エコー・エコー』だ。学園から近くて建物が綺き麗れいで設備もよく料金も安く、周りに飲食店や服飾店なども多いのでクロニカ学園生に人気がある。しかし私たちが明日行く『深しん淵えんからのよびごえ』は立地条件や外装の地味さなどから高校生の客はあまりいないから、貴様の仕事の参考にはならないだろう。よって貴様は『エコー・エコー』に行くがいい。一人でな！」

「え、あ……で、でも……」

「なに、情報の礼などいらない。私も学園生として貴様の仕事の役に立てて嬉うれしく思う。学園のために頑張ってきてくれ。一人でな！」

「ううぅ」

「……なあ。一緒に行きたいなら素直にそう言った方がいいぞ」

　どんどん逃げ道を塞ふさがれて半泣きの星せ奈なに助け船を出す。

「なんだ、貴様も一緒に行きたいのか。なら素直にそう言えばよかったのに」

「…………い、一緒に……行きたいわ」

　小声で星奈が言った。

「聞こえないなあ！」

　嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮かべて夜よ空ぞら。

「……い、一緒に行きたい」

「え？　なんだって？」

「あたしも一緒にカラオケに行きたい！」

「そうか、貴様の気持ちはわかった」

　ぱあっと星奈の顔が明るくなった──が、

「気持ちはわかったが、私は貴様と一緒に行きたくないなあ」

「んな……！」

　冷たい夜空の言葉に星奈は絶句する。

「……ふ……どうしても連れて行ってほしいなら、お願いしてみろ」

「お、お願い？」

「連れて行ってくださいと心を込めて頼め」

「ぐぐ……」

　星奈は屈辱に顔を歪ゆがめ、絞り出すように、

「…………あ、あたしも一緒に……つ、連れていって……く……ください……」

「おや、よく聞こえないな。本当は行きたくないから聞こえないのかな？」

「一緒に連れていってください！」

「『お願いします』はどうした？」

「おね……!?　ぐぐ……お、お、お……お……願い……し……ま……す」

「もっとはっきりと丁寧に心を込めて！」

「あたしも一緒に連れて行ってくださいお願いします！」

　屈辱と怒りで歪ゆがんだ半泣きの顔で星せ奈なは叫んだ。

「ふっ……よく言えました」

　夜よ空ぞらは妙に優しげな口調でそう言って、

「だが、断る」

　鬼がいる……。

「どうすりゃいいってのよバカァ！」

　ついに星奈がキレた。

「あーもう！　とにかく明日はあたしも一緒に行くからね！　ていうか、そもそもなんで一緒に行くのに夜空の許可がいるのよ！　最初は小こ鷹だかと理り科かが一緒に行くって話で、あんたはそれに同行する立場じゃない！」

「やっと気づいたのか。本当に貴様は頭が弱いな」

　さらりと夜空が言った。

「くうううううッ！」

　心の底から悔しそうな表情を浮かべ、

「バカッ！　アホッ！　死ねバカ夜空ッ！」

　星奈は子供みたいな悪口を言って部室を出て行ってしまった。

　そして夜空は、

「さて、では改めて本当の待ち合わせ場所と時間を決めようか。西駅から少し歩いたところにある津つ山やま書しよ店てんに十二時半でどうだ」

「鬼かお前は!?」

「冗談だ」

　俺おれは深々とため息をついた。

　本当にしょうもない奴やつらだ。

　なんで一緒にカラオケに行く約束をするだけでケンカになるのか……。





　　






　翌日、土曜日。

　俺は一緒に行きたいと言ってきた小こ鳩ばとも連れて、電車に乗って遠夜西駅へ向かう。

　集合時間のジャスト十分前、十二時五十分に、俺たちは待ち合わせ場所である駅の改札前に着いた。

　そこには異様に目立つ集団がいた。

　言うまでもなく隣りん人じん部ぶの面々で、俺たち以外の全員が揃そろっていた。

　メイド服姿の幸ゆき村むら。

　制服の上から白衣を着た理り科か。

　……なんでこいつら学校と同じ格好なんだよ。

　星せ奈なはミニスカートにキャミソールという普通の格好だが、もともと人目を引くやつがその容姿に見合った格好をすれば注目度はさらに増す。

　夜よ空ぞらはなんというか、ボーイッシュ……と言えばいいのだろうか。

　ジーンズにタンクトップ、頭にキャスケット。

　長い黒髪の純和風美人といった雰囲気の夜空だが、カジュアルな格好も意外なくらいしっくりきていた。

　ポケットに手を入れて気け怠だるそうに柱にもたれているその姿は、都会のストリートにあってもなんら違和感はないだろう。

　夜空の私服姿を見るのは初めてなので、不覚にも少し見とれてしまった。

　金きん髪ぱつと黒髪の美少女二人に、メイドと白衣、そこにゴスロリの小こ鳩ばとが加わり、やたら人目を引くカオスなパーティーになってしまった。

　駅構内に人があまりいないのが救いだ。

「さて、揃そろったし行くか」

　夜空が言ってぞろぞろと歩き出す。

「みんな早かったな。まだ十分前なのに」

「私は理科より五分遅れて来た」

「わたくしはあにきがこられた二十分前に着きました」

「理科が来たのは星奈先輩が来た十五分後です」

「あたしは幸村の着く五分前からいたわ」

「……なんでお前らそんな算数クイズみたいなめんどくさい言い回しなんだ」

　そこでふと思いつき、小鳩に振ってみる。

「小鳩。みんなの証言からそれぞれの到着時刻を答えてみろ。ちなみに俺おれたちの到着時刻は十二時五十分ジャストとする。制限時間は店に着くまで」

「ふぇ!?　ええと…………く、ククク……アカシックレコードにアクセスすればそのような問題いとも容易たやすく解いてみせよう……暫しばし待っておれ……」

　いや、そこまで大層な問題じゃないんだけど……。

　我が妹ながらちょっと心配になってきた。





　　






　駅から十分ほど歩き、俺たちは夜空の案内でカラオケボックス『深しん淵えんからのよびごえ』に到着した（ちなみに小鳩は問題に答えられなかった）。

　うらぶれた印象の商店街の中でもとりわけ人通りが少ない路地に、ぽつんとそのカラオケボックスは存在した。

　聞いていたとおり地味な外装の平屋建ての建物で、『カラオケボックス　深しん淵えんからのよびごえ』と書かれた、建物とは不釣り合いな自己主張の激しい看板がなければカラオケボックスだとはわからないだろう。

「いらっしゃいませ──」

　夜よ空ぞらを先頭にして俺おれたちがぞろぞろと店内に入ると、気の弱そうな三十歳半ばほどの男性店員が珍しいものを見るような顔をした。

「ほうほう、ここがカラオケ屋さんですか」

　きょろきょろと理り科か、幸ゆき村むら、星せ奈なが店内をしげしげと眺ながめている。

　そんな部員たちを尻しり目めに夜空は慣れた様子で受付に会員カードを出し、

「フリータイム。ドリンクバー」

　必要最小限の言葉で済ませる。

　いつもこの二単語だけで済ませていることが伝わってくるような、自然な口調だった。

　しかし店員はさらに戸と惑まどいの色を浮かべ、「ええと……」一秒ほど夜空のうしろ、俺たちに目をやり、

「六名様でよろしいですか？」

「え？」

　夜空が少し驚いた声を漏らし、

「あ、ああ。六人で」

「かしこまりました」

　ここは料金前払い制らしく、店員がカチカチとレジを打つ。

「お会計、フリータイムドリンクバー付き、六名様５４００円になります」

「は!?」

　財布から千円札を取り出した夜空が、なぜか頓とん狂きような声を上げた。

「？」

　店員が怪け訝げんな顔をする。

「５４００円？　なぜそんなに高いのだ？」

　夜空が訝いぶかしげに言う。

「なんかあったの？」

　星奈たちが集まってくる。

　店員は困った顔で、

「ええと、フリータイムお一人様６５０円、ドリンクバー２５０円、お一人様計９００円となっておりますが……」

「なん……だと……」

　夜よ空ぞらは愕がく然ぜんとした顔をする。

「……念のため訊きくが、六人で一部屋なのだな？」

「はあ……」

「……ちょっと待っててくれ」

　店員にそう言って、夜空は受付から離れた。

「どうしたんだ？」

　夜空の不可解な行動に俺おれは眉まゆをひそめる。

「料金がおかしい……」

　夜空は呻うめくように言った。

「どういうこと？」と星せ奈な。

「ドリンクバーが一人分２５０円×６なのはいい。だがなぜ部屋代まで一人一人別々で計算されているのだ……!?」

「……なにか変なの？」

「肉。カラオケボックスとはなにをする場所だ」

「……？　歌を歌う場所、じゃないの？」

　夜空は小さく頷うなずく。

「その通りだ。一つの部屋で一つの機械を使い、一人で三十曲歌おうが、六人で五曲ずつで合計三十曲だろうが、同じ三十曲だ。ＲＡＳＪＡＣに入る金額も同じだ。それなのになぜ、部屋代を六倍も払わなければならないのだ？」

「つまり詐欺ってこと!?」

　うわバカ、そんな大声で……！

　店員のこっちを見る目が厳しくなる。

　もちろん夜空は店員の視線になど気づかず、

「ああ。詐欺に近いな。トモちゃんと二人で来たときはこんなことは一度もなかったのだが……思わぬ落とし穴だ……」

　本気で悔しそうな夜空。

「いや詐欺って……カラオケ屋の料金システムってこういうもんじゃないのか？」

　たしかに最近ではルーム料金かお一人様料金かを選べるカラオケボックスもあると聞くが、そうでない店はいくらでもある。この店が殊更におかしいわけではない。

「小こ鷹だか。たとえこの店がカラオケボックスとして標準的な料金システムであろうと、おかしいものはおかしい」

「ふん、珍しく意見が合ったわね。パパが言ってたわ。上に立つ者は不自然なカネの動きを見逃してはならないって」

　夜よ空ぞらと星せ奈なが口々に言った。

「そうだ、だったらこういうのはどう？」

「ふむ？」

「ええとね──」

　……星奈がとある提案をして、夜空は「ふ……肉の分際でやるではないか」と珍しく星奈を褒ほめた。

　そして夜空は再び受付へと歩いていく。

　店員は一瞬びくっと怯おびえた様子を見せながらも曖昧な笑えみを浮かべる。

「さっきは六人と言ったが、それは取り消しだ。いつものように私は一人。フリータイム、ドリンクバー、計９００円」

「ええ!?」

　堂々と言い放つ夜空に店員は困った顔をして、夜空と俺おれたちに交互に視線を移す。

「あの連中は知り合いだが連れではなく、偶然一緒にこの店に入ってしまっただけだ」

　断言する夜空に、気弱そうな店員は「え、あの、そのう……」としどろもどろになりながら、最終的には「わ、わかりました……お一人様９００円になります……」と夜空一人の会計を終えた。

　ルームナンバーのプレートとドリンクバー用のコップ、リモコンを渡され、夜空は俺たちを一いち瞥べつしたあとさっさと部屋へと行ってしまう。

　次に受付へと進み出たのは星奈だった。

「ええと、初めてなんだけど。一人。フリータイムでドリンクバー付き」

「えええ!?」

　店員はまたも困った顔で星奈と俺たちの間で視線をさまよわせたが、やがて、

「……初めてのかたは会員カードをお作りしますのでこちらに記入をお願いします……」

　感情を押し殺した声で星奈に用紙を手渡した。

　星奈が提案したのは、『六人の団体』ではなく、『一人カラオケの客が六人』ということにしようというものだった。

　そうすれば、支払う額自体は同じでも部屋代を重複して取られることはない。

　……たしかにその通りなのだが、店側にとっては迷惑きわまりなかった。

　しかも部屋で一人ぼっちで歌わねばならず、一緒に来た意味がまったくない。

　俺、他ほかのやつの歌を聴くのもけっこう楽しみにしてたんだけどな……。

　夜空も星奈も声は綺き麗れいだし。

　星奈が用紙に記入している間も、店員は本気で泣きそうな顔で星奈と俺たちを交互に見ていた。

　星せ奈なが会計を終え、夜よ空ぞらとは別の部屋へと入っていく。

「はあ……」

　仕方なく俺おれも受付へと進み出る。

「……ナンメイサマデスカ」

　店員さんの泣きそうな顔と泣きそうな声。

「……あー…………四人で。利用は初めてです」

　……彼の縋すがるような眼まな差ざしを見てなお「一人です」と言えるほど、俺の神経は図太くなかった。





　　






　まあそんなわけで、俺と幸ゆき村むらと理り科かと小鳩は、料金四人分３６００円を支払い四人同じ部屋へと通された。




「わたくしはあにきと同じ部屋になれるのであれば、料金を十倍支払ってもかまいませんでした」

「それあの店員さんに言ったら多分泣いて喜ぶぞ」












「理り科かも先輩と一緒に歌いたかったです。ガムダンの主題歌デュエットしましょう」

「……ＳＥＥＤ……だっけ？　あれの主題歌なら多分わかるぞ。他ほかは知らん」




「ククク……では我は、世界の終しゆう焉えんを讃たたえる暗あん澹たんのレクイエムを奏でるとしよう……。むむ……どこだ……？　『ゆけゆけゲルニカちゃん！』は……」

「あれのどこがレクイエムだ」




　そんな感じで、幸ゆき村むらたちは特に料金に不満を言うこともなかった。

　ちなみに、『ゆけゆけゲルニカちゃん！』＝アニメ『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』のキャラクターソングアルバム収録の電波ソング。

「ではまず小こ鷹だか先輩、いっちゃってください」

　理科がマイクを渡してきた。

「俺おれから？　そうだな……なにを歌おうか……」

　悩むフリをしつつ、タッチパネル式のリモコンで最初の一曲を検索する。

　……今日どんな歌を歌おうか、昨夜ずっと考えていたのは秘密だ。

　ピピピ……と転送し、数秒後に曲が流れ始める──……。




「ＦＬＯＷＥＲ～♪　あの花の～笑顔が君を強くする～♪」




　……──。

「あにき……かっこいいです」

「先輩いい声してますねー」

「フ……その歌を聴いていると七千年前、狼雅ローガと駆け抜けた雪原の夜を思い出す……」

　俺が散々悩んで第一曲目に選んだ、日本を代表するシンガーソングライターの一人ＡＫＩＮＡＲＩのヒット曲『ＦＬＯＷＥＲ』で、室内はとても盛り上がった。

　続けて理科がこれまた超人気女性シンガーのヒッキー卯う田た堕だが手がけたオヴァンゲリエン劇場版主題歌を見事に歌いこなし、小鳩も人気ロックバンド羅ら琉る駆く暗あん死し慧え屢るの『鉄の死霊術師』主題歌をノリノリで歌い、幸村は『漢おとこの生きる道』という演歌をなんというかとても一生懸命な感じで歌って理科に「萌もえ～♥」と大喜びされた。

　その後も各自思う存分に熱唱し、みんなが知っている歌を一緒に歌ったり、タンバリンやマラカスを曲に合わせて鳴らしたりした。

　フリータイムが終わる午後七時の五分前に店員から電話がかかってくるまで、俺たちは四人で時間を忘れて楽しんだ。

「あー、歌いすぎて喉のどが痛い……」

「先輩、ちょっと声が怖いですよ。でもその声で口汚く罵ののしられたら理り科か、本格的にＭに目覚めちゃいそうです」

「ぞくぞくするお声ですあにき。わたくしもそんな声になりたいです」

　そんなことを話しながらフロントに戻る。

　フロントの椅い子すには、夜よ空ぞらと星せ奈なが力尽きた感じでうなだれていた。

「……どうしたんだお前ら」

「……この肉が悪い」

「……夜空のバカのせいよ……」

　しゃがれた声で二人は言った。

　どちらも喋しやべるだけで辛そうだった。

「どんだけ気合い入れて歌ってたんだよ……」

「……採点モードってあるじゃない……あれやってたのよずっと……ドリンクも飲まずにほとんど休まずぶっ続けで……」と星奈。

「……ランキングが出るのだ……このカラオケボックス全体の……」と夜空。

「……採点モードやり始めたら生意気にも上位にＮＩＧＨＴって名前があって……あ、こいつ夜空だって思って……」

「……上位五十位まで全部私の名前で埋めようとしていたときに、急にＳＥＮＡエスイーエヌエーとかいう見るからに不愉快な文字列が割り込んでくるようになって……」

　夜空と星奈は互いに睨にらみ合あい、「ふん」「ケッ」と不愉快そうに顔を背けた。

　……こ、こいつら、違う部屋にいながらケンカしてたのか……！

　約六時間、一人でぶっ続けで……四人で普通に歌ってもけっこう疲れたのに。

　ここまでやられると呆あきれるというより感心してしまう。

「芸術的なくらい仲が悪いなお前ら……」

　店にとっては迷惑だが、もしかしたら同じ部屋にしなくて正解だったのかもしれない。

「ちなみにどっちが勝ったんだ？」

「私」「あたし」

　二人は同時に答え、バチバチと火花を散らした。

「一位は私の99点だっただろうが……！」

「あんなのまぐれよ。二位から十一位まであたしの98点が独占してたでしょうが」

「ふん、一位を獲れなければ意味はない。それに97点の数は私の方が多かった」

「噓うそ。97点はあたしの方が一つ多かったわ」

「噓をつくな肉」

「噓じゃないわよ音痴夜空」

「……殺す」

「死なす……」

　声を嗄からしてなお罵ののしり合あう二人。

「楽しかったですね先輩。また来ましょう」

　満足げな理り科かたちと、険悪な星せ奈なと夜よ空ぞら。

　あまりにも対照的で、俺おれは深々とため息をついた。




　……本日の教訓。

　カラオケはみんなで楽しく歌いましょう。





残念会







「……で、いつの間にか一学期が終わってしまったわけだが」

　部室にて。

　夜空がいつも通りの不機嫌そうな声で言った。

　部室にいるのは俺、夜空、星奈、幸ゆき村むら、理科、小こ鳩ばと、マリア──隣りん人じん部ぶ一同。

「厳密には一学期じゃないけどね。うちの学校二学期制だし」

　今日は七月二十日。

　明日から夏休みに突入する。

　星奈が言ったように聖クロニカ学園は二学期制で、四月から十月初旬までが一学期、それ以降が二学期となっている。

　三学期制の学校のように七月に定期試験もなく、終業式もなく、夏休み前日である今日も普段通りに授業が行われ、放課後こうして集まっている。

「そんなことはどうでもいい」

　夜空がムスッとした顔で言う。

「……知っての通り、我が隣人部の目的は『友達づくり』だ」

　俺おれたちを見回し、




「……で、この中で友達ができた人。友達と充実した夏休みを過ごす予定がある人」




　しーん。

　誰だれも答えない。

「…………つーか……それどころか俺は前より評判が悪化した気がするぞ」

　俺はぽつりと言った。

　夜よ空ぞらと星せ奈なを手て籠ごめにしているだの、幸ゆき村むらを無理矢理パシリにしているだの、理り科かを陵りよう辱じよくしただの、シスターに手を出しただの、幼い少女にゴスロリ服を着せて連れ回しているだの……。

「……あたしもちょっと前に『柏かしわ崎ざきさんって５組のほら、あのヤンキーの人と付き合ってるんだってーギャハハ』ってクラスの女子が噂うわさしてるのを立ち聞きしちゃったわ。あいつ……殺す」

　どんよりした目で星奈が言った。

「あー……なんつーか、すまん……」

　なんとなく謝ると、

「べ、べつに小こ鷹だかが謝ることじゃないでしょうが！」

　なぜか顔を赤くして星奈が怒ったように言った。

「わたくしもなぜか以前よりいじめがひどくなりました」

「え!?」

　幸村の言葉に慌てる俺。

　幸村の言う「いじめ」とは、外見が１００％美少女の幸村を同級生の男子がどう扱えばいいかわからずについ避けてしまったりするのを幸村が「いじめ」だと勘違いしているだけだったのだが……それが悪化？

「わたくしがあにきのためにお食事とやんきー漫画をお届けしようとすると、たまに『そんなことはもうしないほうがいい』などと言って邪魔をしてくるのです。あにきのぱしりをするのはわたくしのいきがいなのに、それをさまたげるとはひどいことです」

「…………そうか」

「ご安心を。わたくしはだんことして、そのような卑劣なおどしにはくっしません。真の男になるために、しょうがいあにきのしゃていとして尽くすしょぞんです」

「うん……まあ、頑張れ……」

　もうこいつにはなにを言っても無駄なような気がした。

「……ククク……我はもとより人間と馴なれ合あうつもりはない……闇やみだけを友として生きる孤高なりし夜の貴族……それが我だ……」

「はー、いろいろやったのにねー……」

　含み笑いしている小こ鳩ばとをさらりとスルーして、星せ奈なが嘆たん息そくした。

「……なんかやったっけ？」と俺おれ。

「いろいろやったじゃない。ほら……ゲームしたり……ゲームしたり……演劇の練習したり……ゲームしたり……リレー小説書いたり、カラオケ行ったり…………」

「基本的に遊んでるだけでしたね」

　理り科かがバッサリ斬きった。

「あはは、お前たちは本当にクズだなー」

　ポテチをバリバリ食いながらマリアが笑った。

　ばちっ。

　夜よ空ぞらが無言でマリアの頭をハエ叩たたきで叩いた。

　泣きながら俺にすがりついてくるマリア。

「お、お兄ちゃん！　夜空がぶったー！　うんこに群がるハエの分際でワタシのお利口な頭をハエ叩きでぶった！　ハエ夜空がハエ叩きで！」

「マリア。ハエっていうやつがハエだ」

　淡々と夜空が言うと、

「え！　じゃ、じゃあうんこ！　うんこ夜空！　うんこの夜空がお利口なハエのワタシをうんこ叩きで、あ、あれれ!?　もうわけがわからないのだ！」

　混乱して頭を捻ひねるマリア。

　残念ながらあまりお利口そうには見えなかった。

「ふん、生意気な貴様にはもうポテチをやらない。せっかく今日は特別にコンソメ味を持ってきてやったのにな……」

「コ、コンソメ!?　いつものうすしおではなく!?」

　マリアが驚きよう愕がくに目を見開く。

　夜空は鞄かばんからコンソメ味のポテチを取り出す。

「ああ。だがどうやらマリアはこれが欲しくないようだ。仕方ない、これは私が食べることにしよう」

「ほしい！　ほしいです！」

「そんなにこれが欲しいのか？　このいやしんぼが……。どうしても欲しければ跪ひざまずいてこの私を拝め。そうすればこれを上げよう」

「コンソメ味のポテチをください夜空様！」

　マリアは言われたとおり床に跪いて夜空を拝んだ。

「では約束どおり上げよう」

「わーい！」

　目をキラキラさせるマリアに、

「はい、上げた」

　夜よ空ぞらは手に持ったポテチの袋をひょいと持ち上げた。

「……子供かお前は」

「ふぇ？　　は？　　へ？　？？？？？？？？」

　マリアがなにがなんだかわからないという顔をして、十秒ほど硬直。

　それからびっくりした顔で、

「ああーっ！　上げた！　たしかに上げてる！　あー、上げるってそういうことかー！　オマエ頭いいなーっ！」

「……こいつはたまに予想外の反応をするな……」

　十秒ほどアホみたいにポテチを上げていた夜空は少し気まずそうな顔をした。

「夜空。こんな幼女騙だまして楽しい？」

　ジト目の星せ奈なに夜空は「ふん」と鼻を鳴らし、

「冗談だ。くれてやる」

　ポテチコンソメ味の袋をマリアに投げて寄越した。

「わーい！」

　マリアが大喜びでポテチの袋を開け、そこでふと手を止め、

「……開けるんじゃなかった……夏休みでしばらくポテチもらえないから、大事にとっておかないといけないのに……」

　寂しげにぽつりと言うマリアに、部員たちの顔が少し曇くもる。

「そういえば、夏休みに入ったら四十日間も小こ鷹だか先輩とイチャイチャできなくなっちゃうんですね……」

「あにきのぱしりができなくなるのですか……」

　理り科かと幸ゆき村むらが少し寂しそうに言った。

「──って待て理科！　まるでこれまで俺おれとイチャイチャしてきたかのような言い方をするな！」

「楽しい解剖も投薬実験も肉体改造もお預けなんですね……」

「お預けじゃなくてそんなイベントは金こん輪りん際ざいない！」

「はぁ～……」

　俺のツッコミを無視して理科はアンニュイなため息を漏らした。

　この野郎……。

「……もう……せっかく考えないようにしてたのに……」

　星奈も唇くちびるを尖とがらせた。

　と、そこで夜よ空ぞらが怪け訝げんな顔をして首を傾かしげた。




「……お前らはなにを言っているのだ？　夏休みも普通に活動するのに」




　……え？

「……部活、やるの？　夏休みも」

「当たり前だ」

　きょとんとする部員たちに夜空は淡々と言う。

「運動部とか、吹奏楽部とか演劇部とか、他ほかの部活だって夏休みも活動するだろうが。なぜうちだけ休みになるのだ」

「いや……なんか大会とかあるわけでもないし、決まった活動があるわけでもないから、てっきり夏休みは活動休止なんだとばかり……」

「ふん、甘いぞ小こ鷹だか。そんなことで目的が果たせるものか」

「うげー！　ということは夏休みもオマエらここに来るのか!?　クーラー効いてるからいっぱいお昼寝できると思ってたのに！」

　寂しそうな顔から一転、マリアは心底嫌そうな顔になった。

　夜空は言う。

「そもそも、夏はリア充どもがますます充実する季節だろう。将来、我々に友達ができてリア充の仲間入りを果たしたときのために今から訓練をしておかなければ、あまりにリア充度が高すぎて危険だ。場合によっては死ぬかもしれない」

「なるほど。ガラスのコップに熱湯を入れると熱膨張で割れてしまうのと同じ理屈ですね」

「ああ、その通りだ」

　夜空と理り科かの言っていることは意味不明だった。

　が、とにかく。

　夏休みも、部活はある。

　この残念な連中と顔を合わせることになる。

　……そのことでホッとしている自分に気づき、俺おれは少し驚いた。

「だがまあ、とりあえず今日が一つの区切りではある。我々は夏休みまでに友達を作れなかった。その原因を考え、これからの活動に生かすことにしよう」

　夜空が言うと、星せ奈なが「はい」と手を挙げた。

「なんだ肉」

「失敗した原因は夜空が無能すぎるからだと思いまーす」

　夜空はぴくりと眉まゆ毛げを動かし、

「……そうか。実は私も幾つか致命的な原因に心当たりがある。それは肉があまりにもバカすぎることと、肉があまりにもアホすぎることと、肉があまりにもウザすぎることと、肉があまりにも低脳で無能で存在自体が部にとっていや世界にとって無価値どころかマイナスにしかならないことなどだ」

「そ、そこまで言う!?」

　涙目になる星せ奈な。

「……そうだな、たしかに言い過ぎだった」

　夜よ空ぞらは静かに頷うなずいた。

　それから心の底から反省しているような沈痛な面持ちで、

「ああ……我ながら本当に言い過ぎた……貴様がどれだけ世界にとって有害な物質であるかを完かん璧ぺきに説明することなどたとえ百万言を尽くしても不可能であることは明白だったのに、無駄に言葉を重ねてしまった。さっき言ったバカだのアホだのウザいだの低脳だの無能だの存在価値がないだのウスノロだのゴミだのハエ以下だのウジだのゴキブリだのうんこだの動く汚物製造器だの使い捨てダッチワイフだのという発言は、本当に無駄にもほどがあったな……。肉に対する罵ば詈り雑ぞう言ごんなどで酸素を消費してしまうなんて、地球に対して非常に申し訳なく思う。この世で最も罪深い酸素の使い方だった。エィメン」

「ぐ……うぐぐぐぐぐ…………」

　星奈は顔を怒りに染め、

「アホー！　夜空のアホ────ッ!!」

　例によって小学生みたいな悪口を言って、泣きながら部室から走り去ってしまった。

「……ふん、毎度毎度しょうもないやつだ……」

　吐き捨てるように言った夜空の横顔に、どこか優しげな気配がある微かすかな笑えみが浮かんでいることに俺おれは気づいた。




　星奈が出て行ったあとは、みんないつものようにそれぞれ好き勝手に部室で時間を潰つぶしていた。

　夏休み前最後の部活動なのにこんなんでいいのかなあと思いながら、俺はこれまでのことを思いだしていた。

　教室でエア友達と喋しやべっている夜空に出で逢あってからこれまで、まだ一ヶ月とちょっとしか経たっていない。

　たったそれだけの期間なのに──星奈や幸ゆき村むらや理り科かやマリアと出逢い、いろいろ残念なことをして──なんかやたらと濃い時間を過ごした気がする。

　これからも、こんな時間が続いていくのだろうか？

「夜空」

　目の前で本を読んでいる夜よ空ぞらにふと声をかける。

「ん」

　本から顔を上げずに答える夜空。




「この一ヶ月、わりと楽しかったぞ。ありがとな」




　………。

　…………夜空の返事はなかった。

　顔を隠すように、読んでいた本を少し上げる夜空。

　夜空の耳が赤くなっているのに気づいて、俺おれは思わず小さく笑ってしまった。

　と、そのとき。

　部屋の扉を乱暴に開けて、星せ奈なが再び部室に入ってきた。

　星奈はつかつかと俺の前まで歩み寄り、

「そういえば小こ鷹だかに伝え忘れてたわ」

「俺に？」

「前にあんた、うちのパパに挨あい拶さつするとかどうとか言ってたじゃない」

「あー」

　前に星奈とプールに行ったとき、そんな話をしたことがあった。

　俺と小こ鳩ばとがクロニカ学園に編入する際、俺の父親の古くからの友人で学園の理事長でもある星奈の父親にいろいろ便宜をはかってもらったらしいので、一度直接会ってお礼を言うべきだと思っていたのだ。

「こないだパパにそのこと話したら、夏休みなら時間とれるからうちに来なさいって。なんかパパも会いたがってるみたいだったわ」

「そうなのか」

「ん。だから来るときはあたしに言ってね」

「おう」

　俺が軽く返事をしたそのとき、

「ちょ、ちょっと待て！」

　夜空がやけに狼ろう狽ばいしたような声を上げた。

「な、なんで小鷹が肉の家に行って、その、ち、父親に挨拶などするのだ!?」

　身を乗り出して尋ねてくる夜空に俺は戸と惑まどう。

　と、星奈が「ふうん……？」となにか含みのありそうな声を漏らした。

「や、俺たちが編──」

「小鷹それ秘密にしといて。問題あるかもしれないし」

　夜よ空ぞらと星せ奈なの様子を不思議に思いつつ俺おれが説明しようとすると、星奈が早口で俺の言葉を遮った。

「あ、そっか……」

　たしかに「父親が理事長の友達だから編入時に便宜をはかってもらった」なんてことは、あまり大っぴらにしていいことではないだろう。

「む……。……秘密……？」

　不満げな顔をする夜空に、

「べつに夜空にはなんの関係もないことよ」

　素っ気なく星奈は言った。

　その口の端に、微かすかな笑えみが浮かんでいる。

「ふふ、小こ鷹だかがあたしの家に来ようが、あたしのパパと会おうが、夜空には全然なんの関係もないことだもんねー。これはあたしと小鷹だけの話なの」

「ぐ……う……」

　なぜか悔しげな夜空と、なぜか得意げな星奈に、俺は首を傾かしげるしかない。

「んじゃ小鷹。そういうことだからよろしくね」

「あ、ああ」

　ひらひらと手を振って部室から出て行く星奈。












　夜よ空ぞらは憮ぶ然ぜんとした顔でその後ろ姿を見送っていた。




　……そんな感じで、なにやら不安な予感を孕はらみながらも。

　俺おれの聖クロニカ学園での生活は一つの節目を迎え、夏休みが始まるのだった。


（終わり）







あとがき







　お久しぶりです、平ひら坂さかです。

　おかげさまで、本当に買ってくれた皆さんのおかげで、こうしてどうにか２巻を出すことができました。

　１巻ではちょっとしか登場しなかった変な幼女と変な後輩も本格的に加わって、ますます賑にぎやかで残念になった隣りん人じん部ぶの日常、楽しんでいただけたなら嬉うれしいです。

　今回は夜よ空ぞらと星せ奈ながはいてないので、一部の人からは「はいてないなんてとんでもない！」と怒られるかもしれませんが……まあ、はいている話はいずれまたということで。何の話かというとゲロの話だよ！

　……えー、ところでここでお詫わびと訂正です。

　１巻の初版と二刷目のエピソード『昔のこと』内で、「今から十一年ほど前」とありますがこれは「十年ほど前」の間違いです。十一年前だと小学校に入学してないので……。三刷目以降では修正してありますが、初版か二刷目を買ってくださった皆様には御迷惑をおかけして申し訳ありません……！

　今後はこういうことがないように注意していく所存ですが、もしも誤字脱字や設定ミスなどを発見された方は、僕のウェブサイト（『平坂読よみ』で検索すれば出てきます）のメールフォームからこっそり教えていただけると助かります。

　続けてさらにお詫びです。

　今回は（今回も）原稿が遅れに遅れ、ブリキさんや担当さんをはじめ関係者の皆様に多大な御迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。

　１巻のあとがきで「自分にとって書きやすい形式」と言いましたが、それはただの勘違いで実は別に書きやすくもないということに２巻を書きながら気づきました。

　ただ、「自分がもっとも面白いと思う話」というのは本当です。読者の皆さんにもそう思っていただければいいなあと思います。

　アレな作者のアレな趣味全開の小説ですが、ブリキさんや担当さん他ほか大勢の関係者の方々、そして読者の皆さんのおかげでこうして２巻も世に送り出すことができました。本当にありがとうございました！

　そんな感じであとがきでした。

　３巻は皆さんのご想像通り夏休みの話です。外見だけは素晴らしい美少女たちの水着や浴衣ゆかた姿すがたの美び麗れいなイラストを想像するだけでオラワクワクしてきたぞ！

　それでは３巻もよろしくお願いします！


２００９年10月下旬　平坂読











　著者

　平坂読（ひらさか・よみ）

　　最近奇行が多い。




　イラストレーター

　ブリキ

　　家から80メートル程の自販機に行くだけで息が切れます…歳ですね。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ブリキ

　　装丁／blue











僕は友達が少ない②








平坂読
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